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１. 業務概要 
 

(1)業 務 名：海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務委託 

 

(2)実施場所：愛知県 あま市七宝町遠島十坪119番地1，2及び3（図-1.1参照） 

 

(3)工  期：令和6年7月24日～令和7年3月26日 

 

(4)業務目的：本業務は、海部東部消防組合新庁舎の建設において、建築物等が位置する土地

の土質構成、性状及び地盤特性等を把握し、設計・施工計画の策定等に必要な

基礎資料を得ることを目的とする。 

 

(5)業務内容：主な業務内容を以下に示す（内訳を表-1.1 に示す）。 

 機械ボーリング・・・・・・・・・5地点（延長L=195.0m） 

 標準貫入試験・・・・・・・・・・5地点（合計189回） 

 孔内水平載荷試験・・・・・・・・2地点（合計4回） 

 PS検層・・・・・・・・・・・・・1地点（合計39m） 

 サンプリング・・・・・・・・・・2地点（合計2本） 

 室内土質試験・・・・・・・・・・1式 

 

(6)発 注 者： 海部東部消防組合消防本部 総務課 

  TEL 052-442-0624 FAX 052-442-3180 

 

(7)受 注 者：基礎地盤コンサルタンツ株式会社 中部支社 

  TEL 052-589-1058  FAX 052-589-1275 

  主任技術者 ： 深井 晴夫 （技術士 建設部門） 

  担当技術者 ： 神田 大介  

  担当技術者 ： 神山 雄太  

  担当技術者 ： 山名 真広 （地質調査技士、地盤品質判定士） 

  担当技術者 ： 遠島 修蔵 （地質調査技士、地質情報管理士） 

  担当技術者 ： 風間 大 （技術士 応用理学部門） 

  照査技術者 ： 音  勇一 （技術士 建設部門・総合技術監理部門） 

  契約担当者 ： 藤田 智弘 
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図-1.1 業務地案内図 
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図-1.2 調査位置平面図 （縮尺 1:800） 
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表-1.1 調査数量表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工　　種

内　容 ボーリング地点

合計孔径
(方向)

土質・地質 No.1 No.2

土質
φ86mm
(鉛直)

50m以下
ノンコア

粘土・シルト

砂・砂質土

礫まじり土砂

玉石混じり土砂

小計

No.3 No.4 No.5

土質
φ66mm
(鉛直)

50m以下
ノンコア

粘土・シルト

砂・砂質土

礫混じり土砂

玉石混じり土砂

小計

含水比試験

粒度試験
(沈降)

粒度試験
(ﾌﾙｲ)

合　計

標準貫入試験
(回)

粘土・シルト

砂・砂質土

礫混じり土砂

玉石混じり土砂

合　計

機械ボーリング
(m)

給水費
ポンプ運転
20m～150m

調査孔閉塞
(箇所)

調査孔閉塞

19.05 10.80 8.15 19.65

液性限界試験

塑性限界試験

湿潤密度

一軸圧縮試験

圧密試験

仮設足場
(箇所)

平坦地足場

原位置試験

孔内水平載荷試験(回)
(普通載荷)

PS検層(m)

サンプリング
(本)

シンウォールサンプリング

室内土質試験
(試料)

土粒子の密度試験

3.10 0.00 5.30 8.75 17.15

57.65

13.45 2.20 4.55 14.60 34.80

38.00 19.00 18.00 43.00 118.00

2.40 6.00 8.40

6.55 10.40 7.25 24.20

11.75 19.50 10.65 41.90

4.90 1.10 6.00

0.70 4.20 4.90

38.00 38.00 39.00 37.00 43.00 195.00

19.00 39.00 19.00 77.00

13 7 10 11 15 56

20 22 21 17 21 101

2 6 5 13

3 0 3 6 7 19

2 2 4

38 35 39 34 43 189

1 1 2

39 39

27

5 6 5 6 5 27

5 6 5 6 5

2 2 2 2 2 10

3 4 3 4 3 17

3 3 2 3 3 14

3 3 2 3 3 14

1 1 2

1 1 2

1 1 1 1 1 5

1 1 2

1 1 1 1 1 5

1 1 1 1 1 5
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２. 調査方法 
 

 本業務においては、海部東部消防組合新庁舎の建設予定地内において、土質構成やその特性

を把握するために、対象地内の 5箇所でボーリングを実施した。各地点の調査目的と主な調査

内容を表-2.1 に示す。 

表-2.1 各地点における主な調査目的と調査内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)機械ボーリング[水位測定を含む] 

地層の分布状況やその性状を把握するとともに、原

位置試験やサンプリングを行うため、ボーリングを実

施した。 

ボーリング地点は 5 箇所とし、具体的な調査位置は

監督員との立会により決定した。 

ボーリングの掘削孔径はφ86mm～φ66mm とし、シン

ウォールサンプリング、孔内水平載荷試験、PS 検層の

実施深度までφ86mm、これ以外はφ66mm とした。 

ボーリングの掘削深さは、構造物の支持地盤が確認

できる深さとした。また、機械ボーリングは、地下水

位が確認できる深さまで無水掘削として、掘削中は孔

壁崩壊を防止するため、崩壊性が著しい深さまでケー

シングチューブを挿入し、これ以深はベントナイト泥

水を循環して孔壁を保護した。 

調査終了後は、孔内に発生土または購入土及びセメ

ントミルクを投入し、陥没することがないように十分

な締め固めを行って原形復旧に努めた。 

  

図-2.1 ボーリング概要図 

地点名 主な調査目的 主な調査内容

No.1
No.5

・地層分布
・構造物の支持地盤深さ
・液状化判定用の物理特性
・軟弱粘性土層等の物理特性

・機械ボーリング
・標準貫入試験
・土質試験(物理試験)

No.2
No.4

・地層分布
・構造物の支持地盤深さ
・主な土層の地盤反力係数
・液状化判定用の物理特性
・軟弱粘性土層の物理特性
・軟弱粘性土層の強度特性

・機械ボーリング
・標準貫入試験
・孔内水平載荷試験
・サンプリング
・土質試験(物理試験)
・土質試験(力学、圧密試験)

No.3

・地層分布
・耐震設計上の基盤面深さ
・地盤速度構造
・液状化判定用の物理特性
・軟弱粘性土層の物理特性

・機械ボーリング
・標準貫入試験
・PS検層
・土質試験(物理試験)
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※ボーリング孔口標高の基準点について 

 孔口標高は、国土地理院が管理する以下の基準点を使用し、水準測量により求めた。 

 

表-2.2 基準点の諸元 

標識番号 区分 基準点標高(m) 

A304 1 級水準点 -0.101 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.2 基準点位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2.1 基準点 A304 

 

 

海部東部消防組合 

消防本部 
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図-2.4 孔内水平載荷試験機の概要 

(2)標準貫入試験 

 地層の軟硬や締まり具合の判定、並びに土の判別や分類を行うため、掘進工と併工して深

度 1m より 1m 毎に実施した。試験方法は JIS A 1219 に従い、標準貫入試験用サンプラーを孔

底に降下させ、15cm の予備打ちを行った後に重量 63.5kg のハンマー(モンケン)を高さ 75±

1cm から自由落下(半自動)させて、サンプラーが 30cm 貫入するのに必要なハンマーの落下回

数(Ｎ値)を測定した。なお、Ｎ値の上限は 60 回とし、60 回に達した場合はその時の貫入量を

記録した。 

標準貫入試験で採取した試料は、試料ビン、標本箱に納めて、識別ラベルを貼りつけたも

のを成果品の一部として提出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)孔内水平載荷試験 

地盤の変形特性を把握するために孔内水平載

荷試験を実施した。試験深度は当初計画の試験深

度を基本に試験対象土層の出現深度、層厚をもと

に以下の区間で実施した。 

 

 ・ボーリング No.2 地点 

試験区間：GL-4.5～5.5m 

        GL-11.5～12.5m 

 ・ボーリング No.4 地点 

   試験区間：GL-3.5～4.5m 

        GL-10.5～11.5m 

 

試験方法は、LLT型の試験器を用いた方法とし、

円筒状の測定管(ゴムチューブ)を孔内で膨らま

せて、測定管に加えた圧力と測定管の膨張量の関

係から地盤変形量を測定した。 

図-2.3 標準貫入試験概要図 
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(4)PS 検層 

工学的な耐震基盤面深さの判定、せん断剛性率(Go)、ヤング率(Ed)、ポアソン比(νd)等の推

定に必要な弾性波速度(Vp,Vs)を把握するため PS検層を実施した。 

PS 検層は、表-2.3、図-2.5 に示すように、地表で起振した波動を地中で受振するダウンホ

ール法と地中で起振・受振するサスペンション法がある。本業務では地表で起震したせん断波

または弾性波をボーリング孔内で受振する「ダウンホール法」による測定方法とした。測定は

ボーリング No.3 地点の掘削終了後に孔内に受振器を挿入し、深度 1m毎に受振器を孔壁に固定

して測定を実施した。 

表-2.3 PS 検層の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.5 PS 検層の測定概要 

 

(5)サンプリング 

力学試験に用いる乱れの少ない試料を採取するためサンプリング実施した。 

サンプリングはＮ値 0 の軟弱な沖積粘性土層を対象とすることから、表-2.4、表-2.5 より、

シンウォールサンプラーを使用して採取した。 

 サンプリング区間は、当初計画のサンプリング区間を基本に試験対象土層の出現深度、層厚、

及びＮ値をもとに以下の区間で実施した。 

 

    ・ボーリング No.2：サンプリング区間 GL-19.0～20.0m 

    ・ボーリング No.4：サンプリング区間 GL-19.0～20.0m 

 

測定機器の構造

上、5m程度の余掘

りが必要 

今回採用 

ダウンホール方式 サスペンション方式

地表起振－孔内受振 孔内起振－孔内受振

P波起源 ハンマー打撃、重錘落下 電磁ハンマー等

S波起源 板たたき 電磁ハンマー等

今回採用

起源

振源と受信器

方式

備考
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86 116

粘性土(N=0～4) JGS1221-2003 ｼﾝｳｫｰﾙｻﾝﾌﾟﾗｰ ○

粘性土(N=4～8) JGS1222-2003 ﾃﾞﾆｿﾝｻﾝﾌﾟﾗｰ ○

砂質土(N<30) JGS1223-2003 ﾄﾘﾌﾟﾙｻﾝﾌﾟﾗｰ ○

サンプリング

孔径(mm)
名称 種別 規格・基準番号 使用機器

表-2.4 使用するサンプラーの選定目安 

 

 

 

 

 

表-2.5 サンプラーの種類と適応土質 

 シンウォールサンプラー デニソンサンプラー サンドサンプラー 

JGS1221-2003 JGS1222-2003 JGS1223-2003 

適応

土質 
・Ｎ値 8以下の軟質な粘性土 ・Ｎ値 4～8の硬質な粘性土 

・Ｎ値 4～8以上の粘性土 

・Ｎ値 10～30 以上の砂質土 

サ
ン
プ
ラ
ー
概
要
図 

   

 

(6)室内土質試験 

土の基本特性や液状化判定に必要な物理特性を把握するとともに、軟弱粘性土層の圧密・強

度特性を把握するため、下表に示す室内土質試験を実施した。 

表-2.6 室内土質試験項目一覧 

土質試験の項目 規格 得られる主な結果 

物理 

試験 

土粒子の密度試験 JIS A 1202 基本特性 

土の含水比試験 JIS A 1203 基本特性 

土の粒度試験（ふるい） 
JIS A 1204 

土の粒度特性、液状化判定に用

いる物性値 土の粒度試験（沈降分析） 

土の液性限界・塑性限界試験 JIS A 1205 
ｺﾝｼｽﾃﾝｼｰ特性、液状化判定に用

いる物性値 

土の湿潤密度試験 JIS A 1225 単位体積重量 

力学 

試験 

土の段階載荷による圧密試験 JIS A 1217 圧密特性（沈下量、沈下速度） 

土の一軸圧縮試験 JIS A 1216 一軸圧縮強さ(qu) 
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３. 地形・地質概要 
 

 以下に、調査地周辺の地形・地質概要について記す。 

 

3.1 地形概要 

 調査地周辺は木曽川、長良川、揖斐川の流下する濃尾平野が広がり、その周囲を養老山地、

美濃三河高原などが取り囲むように連なる。調査地は濃尾平野中央付近にあたる木曽川と庄

内川に挟まれた平野に位置する(図-3.1.1)。 

 濃尾平野は全体で約 1,500km2の面積を有し、その 80％以上の面積は木曽川・長良川・揖斐

川を主体とした大・中河川によって形成された沖積低地よりなる。丘陵地や洪積台地は少な

く、平野東端部に知多-猿投上昇帯として細長く発達している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.1.1 濃尾平野の地形概念図 

出典：5 万分の 1 地質図幅「名古屋北部地域の地質」S59.3 地質調査所 

 

 調査地を含む濃尾平野の中央から南部は、木曽川などの大河川が合流する河口部にあたり、

調査地付近の地形は「蟹江三角州」呼ばれる三角州に分類されている(図-3.1.2)。 

調査地 
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蟹江三角州は、ほぼ名鉄津島線以南(海抜 1.5～2.5m の等高線以南)の地域を占める。大部

分が奈良時代以降に陸化した低湿地とされる。自然堤防の発達は北側の氾濫平野(一宮氾濫

平野)に比べて小規模で連続性に乏しく、後背湿地との比高差は 0.5m 前後のものが多いとさ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.1.2 濃尾・伊勢平野の地形分類図 

出典：5 万分の 1 地質図幅「桑名地域の地質」H3.3 地質調査所 

 

 

調査地 
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熱田層下部：海進期に堆積した海成粘土層 

熱田層上部：海退期の淡水性土砂の堆積過程に御岳山噴火が重なり、浮石や火山灰が混入して形成された地層 

段丘礫層 ：海退期に平野縁辺部に粗粒物が堆積し、急速な海退で削り残された部分が段丘として残った地層 

第一礫層 ：伊勢湾や濃尾平野が干上がり、木曽川の河床堆積物が広範囲に分布した際に形成された地層 

3.2 地質概要 

 調査地を含む濃尾平野は、一般に、形成過程が 5 つの時代に大別されており、各時代の

堆積環境を反映した土質からなる地層が分布する。 

 

〔濃尾平野の地盤形成過程〕 

  ①第一瀬戸内期(第三紀中新世)：瑞浪層群等の形成 

    伊勢湾を中心に長野県南部から奈良県北東部、瀬戸内海地方に海水が浸入した時

代で、海成堆積物により地層が形成される。 

  ②第二瀬戸内期(第三紀鮮新世)：東海層群の形成 

    第一瀬戸内海区域の沈降により堆積盆が形成された時代で、淡水性の堆積物によ

り地層が形成される。 

  ③濃尾傾動運動期(第四紀前期)：海部・弥富累層の形成 

断層運動により幾つかの地塊ブロックに分けられ、またこの地塊が西に向かって

傾動した時代で、隆起した地塊から粗粒物が供給される一方、氷河性の海面変動に

より海水が浸入し、海成粘土が堆積して地層が形成される。 

  ④段丘形成期(第四紀後期)：熱田層、第一礫層等の形成 

氷河性の海面変動により、沈降域が埋められていく一方、平野縁辺部が段丘状(台

地)に残された時代で、海成粘土(海進期)や淡水性の砂や礫(海退期)が堆積する。 

 

 

 

 

 

⑤沖積平野形成期(第四紀後期から完新世)：濃尾層、南陽層 

    海面が急激に上昇した時代で、河川により運ばれてきた上流側土砂により地層が

形成される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.2.1 伊勢湾周辺地域の更新世中期末以降の海水準変動曲線 

出典：5 万分の 1 地質図幅「桑名地域の地質」H3.3 地質調査所  
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図-3.3 調査地付近の地質断面図     

出典：5 万分の 1 地質図幅「名古屋地域南部の地質」S61.3 地質調査所 ※地層区分を追記 

 

調査地域の地質区分一覧表 

 南陽層 A

 濃尾層 N

 第一礫層 D5

 鳥居松礫層 D5

 大曽根層 D4

上部D3U

 第二礫層 Dm

 海部累層 Dm

 第三礫層

 弥富累層

 中新統 P

 基　盤 G

 熱田層新
生
代

中・古生代

地質時代 地層区分

下部D3L

完新世

更
新
世

前期
 東海層群 P

第
四
紀

第三紀
鮮新世

中新世

Dm

中
期

後
期
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４．調査結果 
 

4.1 機械ボーリング 

ボーリング調査結果の詳細は巻末資料に添付するものとし、ここでは 3章に示した調査地周

辺の地形・地質状況を踏まえた調査地の地層区分表を表-4.1.1 に示す。また、これら地層区分

による地質断面図を図-4.1.1 に示す。 

 

 

表-4.1.1 地層区分一覧表 
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図-4.1.1 地層想定断面図（縮小版） S=1:400 

S=1:1000 

七宝産業会館 

(跡地) 

海部東部消防組合 

消防本部 
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・地質区分の判定 

調査地域の地質区分は、3章に示した既往地質文献等より、表-4.1.2 のようにまとめられて

いる。これら地層の内、第四紀更新世後期以降の各地層は、氷河性海面変動の影響を受けた堆

積層であり、その当時の堆積環境を反映した地層が形成されている。 

表-4.1.2 調査地域の地質区分一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※赤字：本業務で確認した地層 

 

 調査地域の堆積環境を踏まえた地層区分の対比結果を以下に記す。 

 

 沖積層は、三角州性堆積物、海成粘土、後背湿地・氾濫原性の砂泥互層の分布が確認される

ことから、それぞれを次のように区分した。 

・三角州性堆積物：Auc、Aus 

・海成粘土：ALc-1、ALc-2、ALc-3 

・後背湿地・氾濫原性の砂泥互層：ALs、ALc-4 

 洪積層は、海面高度が最も低い時期に堆積した扇状地性堆積物(第一礫層)、御嶽山噴火に由

来する火山灰質層(熱田層上部)、及び海成粘土(熱田層下部)、更新世中期以前の堆積物(海部弥

富累層)の分布が想定されることから、次のように区分した。 

   ・扇状地性堆積物(海退期)： Dg 

   ・火山灰質堆積物： Dc、Ds 

 

・地下水位 

 ボーリング作業時に確認した孔内水位を以下の表-4.1.3 に示す。 

 孔内水位の測定結果は、地下水位を確認できるまで無水掘削を行い、地下水を確認した時点

の測定結果である。 

 測定結果は、全てのボーリング地点で深度 1～2m であり調査地点による水位差も小さい。ま

た、孔内水位を標高でみると標高-1～-2m 程である。調査地に隣接する農業用水路の水面は標

高-1.5m 前後であり、概ね孔内水位に対応する高さである。よって、調査地の地下水位は、標

 南陽層 A

 濃尾層 N

 第一礫層 D5

 鳥居松礫層 D5

 大曽根層 D4

上部D3U

 第二礫層 Dm

 海部累層 Dm

 第三礫層

 弥富累層

 中新統 P

 基　盤 G

中新世

Dm

中
期

後
期

 熱田層新
生
代

中・古生代

地質時代 地層区分

下部D3L

完新世

更
新
世

前期
 東海層群 P

第
四
紀

第三紀
鮮新世
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高-1～-2m 前後の表層から浅い位置に分布していると推定される。 

 

表-4.1.3 孔内水位測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.1 0.42 2.15 -1.73 2025/1/15 無水掘削

No.2 0.20 1.50 -1.30 2024/8/22 無水掘削

No.3 0.52 1.25 -0.73 2024/8/5 無水掘削

No.4 0.44 1.89 -1.45 2024/9/24 無水掘削

No.5 0.51 1.20 -0.69 2024/9/10 無水掘削

測定日 確認方法
水位深度

(GL-m)

水位標高

(m)

ボーリング地点

番号

孔口標高

(m)
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4.2 標準貫入試験 

 標準貫入試験で得られたＮ値の統計値を表-4.2.1 に示し、頻度分布を図-4.2.1 に示す。な

お、Ｎ値と地盤の硬さの関係は表-4.2.2 を参考とした。 

 表-4.2.1 より、ALc-2 層はＮ値ゼロの超軟弱な粘性土であり、その上下に分布する ALc-1 層、

ALc-3 層も軟弱地盤（Ｎ＜4）に相当するＮ値である。 

沖積の砂質土層(Aus,ALs)、沖積層の最下位 ALc-4 層はＮ値にばらつきはあるものの、平均値

と最頻値はほぼ同じことから、「中位」相当と判断される。洪積層は Dg層、Ds層ともに最小値

でもＮ＞30と密な状態にあり、Dc層も最小値Ｎ＝8と「硬い」に相当するＮ値である。 

 

 

表-4.2.1 各地層のＮ値統計量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ボーリング No.2 地点の深度 33m(N=60/4)は、礫打ちによる過大値と判定し統計量から除外 

 

 

表-4.2.2 Ｎ値と地質の硬さの関係 

 

 

 

 

 

 

                引用 N値の話 1999.5 理工図書 p.2 

 

土の状態 砂層 粘土層

極めて緩い・極めて軟らかい 0～4 0～2

緩い・軟らかい 4～10 2～4

中位 10～30 4～8

密に締まっている・硬い 30～50 8～15

極めて密である・極めて硬い 50以上 15～30

極度に硬い 30以上

地層名 平均値 中央値 最頻値 標準偏差 分散 最小値 最大値
データ

数

B 2 2 - 1 1.0 1 3 2

Auc 4 3 3 2 3.2 2 8 8

Aus 11 11 11 4 15.7 3 20 29

ALｃ-1 2 2 2 1 1.9 0 6 32

ALc-2 0 0 0 0 0.1 0 1 42

ALc-3 4 4 4 1 0.8 2 6 15

ALs 20 23 23 8 57.3 7 29 8

ALc-4 7 7 7 3 9.1 3 15 14

Dg 69 62 62 24 544.6 37 120 34

Dc 20 15 - 12 111.4 8 38 5

Ds 57 60 - 11 91.6 39 67 5
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図-4.2.1 各地層のＮ値頻度分布図 
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4.3 孔内水平載荷試験 

 構造物基礎の設計に必要な地盤の水平方向反力係数を把握するため、調査区間上半部の主要

な地質（沖積砂質土層 Aus、沖積粘性土層 ALc-1)を対象として孔内水平載荷試験を実施した。 

 孔内水平載荷試験結果の詳細は巻末資料に添付するものとし、ここでは主な測定結果を表-

4.3.1 に整理するとともに、一般的な変形係数とＮ値の関係を図-4.4.1 に示した。 

 

表-4.3.1 孔内水平載荷試験結果一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.3.1 変形係数とＮ値の測定例 

 

 

図-4.3.1 より、試験結果は、測定例の範囲にあり、変形係数として概ね妥当な結果が得ら

れていると考えられる。 

 

 

 

出典：地盤調査の方法と解説 (社)地盤工学会 ※試験結果を加筆 

地点名 地質記号 土質名
中心深度
(GL-m)

近傍の
N値

変形係数Ep

(kN/m
2
)

Aus 中砂 5.0 6～11 7,675

ALc-1 砂混じりシルト 12.0 2 4,904

Aus 細中砂 4.0 13～15 5,452

ALc-1 砂質シルト 11.0 2～3 3,219

No.2

No.4
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砂 粘土 礫

埋土 ---

沖積層 100～200 60～180 --- 153

洪積層(熱田層) 140～400 180～370 --- 275

洪積層(海部・弥富累層) 240～530 270～430 360～600 358

第三紀層(矢田川累層) --- --- --- 502

S波速度(m/s) S波速度
平均値
(m/s)

地層名

60～150

Vｓ＝98.0×H0.104×N0.170× 1.00 [沖　積] × 1.00 [粘　土]

1.29 [洪　積] 0.87 [シルト]
1.66 [第三紀] 0.84 [　砂　]

0.98 [砂　礫]

4.4 PS 検層 

 工学的耐震基盤面の確認と基盤層の上位に堆積する各地層の弾性波速度構造を把握するた

め、ボーリング No.3 地点の調査孔を利用して PS検層を実施した。測定方法は、地表で起振し

た波動を孔内で受振するダウンホール法である。 

 測定で得られた波形記録等の詳細は巻末資料に添付し、ここでは主な結果の一覧と「最新名

古屋地盤図(土質工学会中部支部) p91」にまとめられた S波速度とＮ値の関係式による推定値

を図-4.4.2 に整理した。 

表-4.4.1 名古屋地域の浅部地盤における各地層の S波速度 

 

 

 

 

 

 

出典：最新名古屋地盤図 地盤工学会中部支部 1998 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで、Vs：S波速度(m/s)，H：深度(m)，N：N値 

図-4.4.1 土質区分別にみたＮ値と S波速度の関係 

 

 

 図-4.4-2 より、調査地に分布する各地層の S波速度は、表-4.4.1 に示した測定例の分布範

囲にあり、洪積礫質土層(Dg層)は Vs=300～400m/s が得られている。図-4.4.2 に併記した「Ｎ

値から推定した値」と比較すると、深度 30.6m までの沖積層は推定値との対応もよい。Dg層

の下部については推定値に比べるとやや大きい値であるが、地盤深部の締まりの良い地質にお

ける S波速度しては概ね妥当な結果と判断される。 

出典：最新名古屋地盤図 地盤工学会中部支部 1998 
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図-4.4.2 PS 検層結果と N値による S波速度(推定値) 

 



 

23 

土質名 土粒子の密度ρs(g/cm
3)

豊浦砂 2.64

沖積砂質土 2.6～2.8

沖積粘性土 2.50～2.75

洪積砂質土 2.6～2.8

洪積粘性土 2.50～2.75

泥炭 1.4～2.3

関東ローム 2.7～3.0

まさ土 2.6～2.8

しらす 1.8～2.4

黒ぼく 2.3～2.6

4.5 室内土質試験 

本調査においては、沖積砂質土層の液状化危険度、軟弱な沖積粘性土層の物理・圧密・強度

特性を把握するため、次の試験を実施した。 

表-4.5.1 土質試験一覧表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 室内土質試験結果から読み取られる各土層の特徴について、以下に概説する。 

 

(1)土粒子の密度 

一般に、土粒子は無機質分と有機質分で構成されており、無

機質分の主な鉱物の密度は 2.7g/cm3程度といわれている。 

表-4.5.2 に示すように、我が国における一般的な土質の土

粒子密度は 2.5～2.8g/cm3 程度の範囲にあるといわれており、

泥炭や黒ぼくのように腐植物が多量に混入する特殊土は著し

く小さい密度を示すことが知られている。 

図-4.5.1 に示した試験結果によると、対象地に分布する各

土層は一般的な土粒子密度の範囲にあり、普通土として取り扱

うことが可能と判断される。 

表-4.5.2 主な土質の土粒子の密度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

試験方法 得られる主な結果

土粒子の密度試験 JIS A1202 土の基本特性

土の含水比試験 JIS A1203 土の基本特性

土の粒度試験 JIS A1204
土の粒度特性
液状化判定に用いる物性値

土の液性限界試験 JIS A1205

土の塑性限界試験 JIS A1205

土の湿潤密度試験 JIS A1225 土の単位体積重量

変形試験 土の圧密試験 JIS A1217 粘性土の圧密特性

力学試験 土の一軸圧縮試験 JIS A1216 一軸圧縮強さ(qu)、変形係数(E50)

土質試験項目

物理試験

土の分類、コンシステンシー特性
動的変形特性の推定(粘性土)

図-4.5.1 土粒子密度の深度分布 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

22

24

2.5 2.6 2.7 2.8

深
度

(G
L
-
m

)

土粒子の密度ρs(g/cm3)

Aus

ALc-1

AL2-2



 

24 

土層区分 含水比(%)

沖積粘性土 50～80

洪積粘性土 30～60

関東ローム 80～150

黒ぼく 30～270

泥炭 110～1300

(2)土の含水比 

土の含水比は、土粒子と土塊に含まれる水の質量の関係

を百分率で表したもので、主な土質の含水比は表-4.5.3 の

ようにまとめられている。 

表-4.5.3 土の含水比の測定例 
 

 

 

 

 

 

 

また、礫質土や砂質土層は、「建築基礎設計のための地盤

調査計画指針 1995 日本建築学会,p51」より、以下の数値が

目安となる。 

礫質土：5～10% 砂質土：10～30% 

これらの値と図-4.5.2 に示した含水比の深度分布図を比

較すると、沖積砂質土層(Aus)の含水比は 20～40%の範囲を

示し、含水量の多い土質状況、細粒分の混入割合に変化を

有する地層特性を反映し、一般的な砂質土に比べるとやや

大きい値を示す。 

ALc-1 層は概ね 40～50%を示し、一般的な沖積粘性土の値

を示す。ただし、図-4.5.3 より、砂分の割合が高く相対的

に細粒分含有率の低い試料のみ Wn<40%となり、砂質土と同

程度の値を示す。 

ALc-2 層は 60～70%の範囲にあり、一般的な沖積粘性土の上限付近の値である。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-4.5.3 含水比と細粒分含有率の関係 
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(3)粒度特性 

自然状態の土の粒子径は、鉱物の種類やその風化程度、

地質学的な運搬過程等によって異なり、粒度分布によって

土の力学特性が変化すると言われている。 

また、Ｎ値を用いて液状化の程度を評価する場合、粒度

から得られるパラメーターが有効であることが知られてい

る。「建築基礎構造設計指針 2019 日本建築学会,p50」では、

細粒分含有率(FC)≦35%を液状化判定の対象層に区分する

とともに、細粒分含有率(FC)で補正したＮ値から地震時地

盤要素のせん断強度を推定する方法がまとめられている。 

図-4.5.4 に示した細粒分含有率(FC)の深度分布図による

と、対象地では沖積砂質土層(Aus)の大半が液状化判定の対

象層に区分されるため、地震時の液状化に留意する必要が

ある。 

図-4.5.5 は、粒度試験結果を粒径加積曲線として整理し

たものである。この図によると、Aus 層は粒径にばらつきが

みられるものの、全体として細砂～中砂を主体とし礫分も

少ない。ALc-1 層は一部砂分の多い試料もあるが、シルトを

主体とした土質よりなる。ALc-2 層は砂分 5%以下の粘土～

シルトよりなり粒度分布は概ね均質である。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.5.4 FC の深度分布図 

図-4.5.5 各地層の粒径加積曲線集積図 
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(4)コンシステンシー特性 

砂質土や礫質土のように粗粒な土は、粒度分

布によって工学的性質が左右されることが知ら

れているが、粘土やシルトのような細粒土は含

水量によって土の状態が変化する。この土の状

態が変化する境界の含水比をコンシステンシー

限界と呼び、液状の最小含水比を液性限界(wL)、

塑性状の最小含水比を塑性限界(wp)、半固体状

の最小含水比を収縮限界(ws)で表している。 

また、自然状態の粘性土は塑性状態を保って

安定することが望ましく、塑性状態を示す範囲

として塑性指数(Ip＝wL－wp)が定義されている。 

これらの値を整理した塑性図から細粒土を分類し、概略の土性を把握することができる。 

試験結果を併記した塑性図を図-4.5.7 に示し、試験結果の概要を以下に記す。 

 

・ALc-1 層：砂分が混入する土質を反映し、中塑性のシルトを主体とする。 

・ALc-2 層：液性限界(wL)にばらつきがあるものの、WL>50%の高塑性粘土～シルトに区分さ

れ、圧縮性が高い土層と判断される。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.5.7 塑 性 図 
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図-4.5.6 コンシステンシー限界 

出典：土質試験 基本と手引き H29 地盤工学会 
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粘 性 土 砂 質 土

湿潤密度ρt(g/cm
3) 1.2～1.8 1.6～2.0 1.6～2.0 1.2～1.5 0.8～1.3

乾燥密度ρd(g/cm
3) 0.5～1.4 1.2～1.8 1.1～1.6 0.6～0.7 0.1～0.6

含水比 w　 (%) 30～150 10～30 20～40 80～180 80～1200

沖 積 層
洪積層粘性土 関東ローム 高有機質土

(5)単位体積重量 

土の密度は、土の締まり具合を表す目安の一つであり、同じ土質の場合、密度が大きい層は

固く良く締まっており、密度の小さい層は軟弱で緩い状態にあると想定される。また、一般的

な土質の密度の範囲は表-4.5.4 のとおりであり、地層により密度の範囲も異なる。 

 

表-4.5.4 我が国における密度のおおよその範囲 

 

 

 

 

 

出典：地盤材料試験の方法と解説 社団法人地盤工学会 

 

試験結果を表-4.5.5 に示す。 

土質試料の相違によるばらつきはなく、良好な試験結果が得られている。一般値と比較する

と、湿潤密度、乾燥密度ともに一般的な沖積層(粘性土)の中間付近の値である。 

 

表-4.5.5 湿潤密度試験結果一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.5.8 湿潤密度と乾燥密度の関係 
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地質記号 試料番号
採取深度
(GL-m)

地盤材料の
分類名

湿潤密度

(g/cm
3
)

乾燥密度

(g/cm
3
)

含水比Wn
(%)

間隙比e
飽和度Sr

(%)

2T-19
19.00～
20.00

シルト
(高液性限界)

1.593 0.964 65.2 1.741 99.1

4T-19
19.00～
20.00

シルト
(高液性限界)

1.593 0.967 61.3 1.738 98.6

ALc-2
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(6)一軸圧縮試験 

 一軸圧縮試験は、粘性土の強度を調べる最も簡便な方法であり、試験結果から非排水せん断

強さ(qu)や変形係数(E50)が得られるとともに、応力～ひずみ曲線からサンプリング試料の乱れ

の状態が評価できる。 

図-4.5.9 は、乱れを与えた試料の応

力～ひずみ曲線を示したものである。 

乱れの少ない試料は、ピーク強度が明

確でピーク時のひずみ量が小さいのに

対して、乱れの大きい試料はピーク強

度が不明確でひずみ量が大きい。 

一軸圧縮試験では、このような特性

を利用して、試料の乱れの状態を評価

することが可能であり、「建築基礎構造

設計指針 2019 日本建築学会」によれ

ば、破壊時のひずみが「洪積粘性土に

おいて 3%以下」、「沖積粘性土において

5%」であれば乱れは少ないといわれて

いるとの記載がある。 

 

 

 表-4.5.6 に土質試験で得られた一軸圧縮強さ(qu)と破壊ひずみ(εf)を示す。一軸圧縮強度

quは 110～150 kN/m2の範囲にあり試験値のばらつきは小さい。また、試験時の破壊ひずみεf

は 3%以下であることから、サンプリング試料の乱れは小さく、良好な試験結果が得られてい

ると判断される。 

 

表-4.5.6 一軸圧縮強さと破壊ひずみの一覧 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

地質記号 試料番号
地盤材料の

分類名

一軸圧縮強度

qu(kN/m
2
)

平均強度

qu(kN/m
2
)

破壊ひずみ
εf(%)

変形係数

E50(MN/m
2
)

144 2.83 8.77

129 2.36 8.81

112 2.01 10.30

131 1.96 9.73
122

2T-19

4T-19
シルト

(高液性限界)

ALc-2

136
シルト

(高液性限界)

図-4.5.9 試料の乱れと応力～ひずみ曲線 

出典：土質試験 基本と手引き H29 地盤工学会 
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(7)圧密試験 

圧密試験は粘性土の圧密特性を調べる試験であり、圧密沈下量や圧密時間の推定に必要な圧

密降伏応力(Pc)、圧縮指数(Cc)等の把握を目的とする。また、試料の採取深度における有効土被

り圧と圧密降伏応力(Pc)を比較することで現在の圧密状態も把握できる。 

 

 

 

 

 

圧密試験結果を表-4.5.7 に示す。また、ボーリング

No.2地点とNo.4地点で実施したサンプリングの中心

深度における有効土被り圧と圧密降伏効力(Pc)の関

係を図-4.5.11 に示す。 

図-4.5.11 より、試験結果は有効土被り圧に対し右

側に位置する。ただし、有効土被り圧の誤差を考慮す

れば有意な差はないといえ、試験対象の ALc-2 層は

「正規圧密状態」と判断される。よって、ALc-2 層は

現状の有効土被り圧よりも大きな荷重が作用すると

圧密沈下が発生する状態にあると判断される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-4.5.7 圧密試験結果一覧表 

地質記号 試料番号
深度

(GL-m)
地盤材料の

分類名
圧密降伏応力Pc

(kN/m2)
圧縮指数

Cc

2T-19
19.00～
20.00

シルト
(高液性限界)

223 0.82

7S-15
15.50～
16.40

シルト
(高液性限界)

215 0.84
ALc-2
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4T-19

B層

Auc層

Aus層

ALc-1層

ALc-2層

有効土被り圧 

図-4.5.10 圧密試験による圧縮曲線の例 

出典：土質試験 基本と手引き H29 地盤工学会 

図-4.5.11 有効土被り圧と圧密降伏応力(Pc)の関係 

※圧密試験結果から得られる主な数値 

・圧密降伏応力 PC：弾性状態と塑性状態の境界となる圧密圧力 

・圧縮指数 CC：圧力の増加に伴い間隙比が減少する割合を表す係数 
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５．考 察 
 

 ここでは、前述の調査結果を踏まえて、次の項目について考察する。 

          ・地盤定数の提案 

          ・地震時の液状化 

          ・支持地盤及び基礎形式 

          ・設計施工上の留意点 

 

5.1 地盤定数の提案 

 地盤定数の設定にあたっては、原位置試験結果や室内土質試験結果を優先するものとし、試験

を実施していない地層は、「建築基礎構造設計指針 日本建築学会(2019年版)」などを参考にして、

Ｎ値から推定した。 

 提案する地盤定数の一覧を表-5.1.1 に整理するとともに、各値の設定根拠を次頁以降に示す。 

 

表-5.1.1 地盤定数の提案値一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地質記号
代表
N値

湿潤単体

γt(kN/m
3
)

飽和単体

γsat(kN/m
3
)

ｃ

(kN/m2)

φ
（°)

E0

(MN/m
2
)

B 2 18 19 0 28 1.4

Auc 3 14 15 18 0 2.1

Aus 9 16 17 0 37 6.5

ALｃ-1 2 16 16 64 0 4.0

ALc-2 0 16 16 64 0 4.0

ALc-3 3 16 16 64 0 4.0

ALs 16 17 18 0 36 11.2

ALc-4 5 14 15 31 0 3.5

Dg 50 20 21 0 40 35.0

Dc 14 16 17 87 0 9.8

Ds 50 18 19 0 40 35.0
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(1)代表Ｎ値 

原則として、代表Ｎ値は各値層の平均Ｎ値から標準偏差の 1/2 を差し引いた値により設定す

るものとし、測定値が少ない地層は平均Ｎ値または実測Ｎ値を代表値として設定した。 

なお、地層境界を跨いで得られたＮ値は、それぞれの地層における打撃回数と貫入量をもと

にＮ値を換算して評価した。 

Ｎ値の統計量と代表Ｎ値を表-5.1.2 に示す。 

 

表-5.1.2 Ｎ値統計量と代表Ｎ値の設定根拠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Dg 層における過大値の除外について 

 一般に、砂礫を主体とした地層は礫打ちによる過大なＮ値が含まれる場合がある。このた

め、砂礫を主体とする Dg層は、換算Ｎ値※を求め頻度分布図に整理した(図-5.1.1)。 

この図より、Dg層のＮ値は 30～130 の範囲にあることがわかる。このため、300 以上の換算

Ｎ値は礫打撃による過大値と判定し、代表Ｎ値の設定から除外した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.1.1 換算Ｎ値による Dg層の頻度分布 

 

      ※換算Ｎ値：60回打撃時の累積貫入量が 30cm に満たない場合の 30cm 貫入相当の N値 

  

地層名 平均値 中央値 最頻値 標準偏差
平均N値

-標準偏差/2
最小値 最大値

データ
数

代表N値 備考

B 2 2 - 1 1 1 3 2 2 平均N値

Auc 4 3 3 2 3 2 8 8 3 平均N値-標準偏差/2

Aus 11 11 11 4 9 3 20 29 9 平均N値-標準偏差/2

ALｃ-1 2 2 2 1 2 0 6 32 2 平均N値-標準偏差/2

ALc-2 0 0 0 0 0 0 1 42 0 最頻値

ALc-3 4 4 4 1 3 2 6 15 3 平均N値-標準偏差/2

ALs 20 23 23 8 16 7 29 8 16 平均N値-標準偏差/2

ALc-4 7 7 7 3 5 3 15 14 5 平均N値-標準偏差/2

Dg 69 62 62 24 57 37 120 34 50 N値50を上限

Dc 20 15 - 12 14 8 38 5 14 平均N値-標準偏差/2

Ds 57 60 - 11 52 39 67 5 50 N値50を上限

0

2

4

6

8

10

頻
度

N値

Dg

換算 N値 450 

過大値と判定し除外 
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(2)単位体積重量 

単位体積重量は、土質試験(湿潤密度試験)結果、及び表-5.1.2 の一般値より推定した。 

 

表-5.1.2 土の単位体積重量（kN/m3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：建築基礎構造設計指針 2019 日本建築学会 

 

 

表-5.1-3 単位体積重量の推定値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湿潤単体γt 飽和単体γsat 湿潤密度ρt 飽和密度ρsat 湿潤単体γt 飽和単体γsat

B 2
18

(礫 ゆるい)
19

(礫 ゆるい)
18 19

Auc 3
14

(シルト やわらかい)
15

(シルト やわらかい)
14 15

Aus 9
16

(砂 ゆるい)
17

(砂 ゆるい)
16 17

ALｃ-1 2
14

(シルト やわらかい)
15

(シルト やわらかい)
16 16

ALc-2 0
14

(シルト やわらかい)
15

(シルト やわらかい)
1.593
1.593

1.598
1.601

16 16

ALc-3 3
14

(シルト やわらかい)
15

(シルト やわらかい)
16 16

ALs 16
17

(砂 中間値)
18

(砂 中間値)
17 18

ALc-4 5
14

(シルト やわらかい)
15

(シルト やわらかい)
14 15

Dg 50
20

(礫 密な)
21

(飽和 礫 密な)
20 21

Dc 14
16

(シルト かたい)
17

(シルト かたい)
16 17

Ds 50
18

(砂 密な)
19

(砂 密な)
18 19

※ALc-1層、ALc-3層はALc-2層と連続する軟弱粘性土層であることからALc-2層の試験結果を採用

推定値 (kN/m
3
)代表

N値
地質記号

一般値(表-5.1.2) (kN/m
3
) 湿潤密度試験(g/cm

3
)
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(3)粘着力(c) 

粘着力は、粘性土に対して設定するものとし、一軸圧縮強度 qu、及び代表Ｎ値もとに下式

から推定した。 

 

    c ＝ qu/2 ＝ 12.5Ｎ/2 ・・・・「地盤調査の方法と解説(地盤工学会),p308」 

 

表-5.1.4 粘着力 c(粘性土)の推定値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)内部摩擦角(φ) 

内部摩擦角は、粗粒土（砂質土及び礫質土）に対して設定するものとし、「建築基礎構造設

計指針 2019 日本建築学会,p30」を参考にして、下式から推定した。 

φ＝√20Ｎ1＋20°(Ｎ1≦20) 

φ＝40°    (20＜Ｎ1） 

ここに、 φ ：内部摩擦角（°） 

Ｎ1：有効上載圧(σv0’)で補正した換算Ｎ値：Ｎ1＝Ｎ/√(σv0’/100) 

 

 

表-5.1.5 内部摩擦角φ(粗粒土)の推定値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※推定値は調査地点別の平均値 

     ※調査地点別の計算結果は表-5.1.6～表-5.1.10 に示す。 

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5

B 2 - - - 30 26 28

Aus 9 36 37 37 37 37 37

ALs 16 38 38 32 33 39 36

Dg 50 40 40 40 40 40 40

Ds 50 - - - - 40 40

推定値
(°)

地質記号
代表
N値

ボーリング地点別の内部摩擦角φ（°）

地質記号
代表
N値

12.5*Ｎ/2 qu/2
推定値

(kN/m
2
)

Auc 3 18.8 18

ALｃ-1 2 12.5 64

ALc-2 0 -

144/2=72
129/2=64.5
112/2=56

131/2=65.5

64
(qu/2の平均値)

ALc-3 3 18.8 64

ALc-4 5 31.3 31

Dc 14 87.5 87

※ALc-1層、ALc-3層はALc-2層と連続する軟弱粘性土層であることからALc-2層の値を採用



 

34 

表-5.1.6 内部摩擦角算出結果(ボーリング No.1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-5.1.7 内部摩擦角算出結果(ボーリング No.2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-5.1.8 内部摩擦角算出結果(ボーリング No.3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

深度 湿潤密度 水中密度
有効

上載圧
N値 補正N値

せん断
抵抗角

x γt1 γ't2 σ'v N N1 φ

(GL-m) （kN/m3） （kN/m3） （kN/m2） (°）

1.000 B 18 9 18.00
2.800 Auc 14 5 29.25 粘性土層

3.310 16 7 32.82 3 5.24 30.2

4.300 16 7 39.75 9 14.27 36.9

5.300 16 7 46.75 18 26.33 40.0

6.300 16 7 53.75 11 15.00 37.3

7.300 16 7 60.75 15 19.25 39.6

8.300 16 7 67.75 20 24.30 40.0
8.700 16 7 70.55

15.700 ALc-1 14 5 105.55 粘性土層
24.400 ALc-2 16 7 166.45 粘性土層
27.100 ALc-3 14 5 179.95 粘性土層
27.300 17 8 181.55 9 6.68 31.6
27.800 17 8 185.55
30.600 ALc-4 14 5 199.55 粘性土層
31.300 20 11 207.25 51 35.43 40.0
32.300 20 11 218.25 42 28.43 40.0
33.300 20 11 229.25 37 24.44 40.0
34.300 20 11 240.25 62 40.00 40.0
35.265 20 11 250.87 78 49.25 40.0
36.270 20 11 261.93 75 46.34 40.0
37.235 20 11 272.55 106 64.21 40.0
38.250 20 11 283.72 90 53.43 40.0

地質記号 備考

Aus 平均φ=37°

ALｓ φ=32°

Dｇ φ=40°

地下水位 hw(GL-m) 1.25

深度 湿潤密度 水中密度
有効

上載圧
N値 補正N値

せん断
抵抗角

x γt1 γ't2 σ'v N N1 φ

(GL-m) （kN/m3） （kN/m3） （kN/m2） (°）

0.700 B 18 9 12.60
2.250 Auc 14 5 27.55 粘性土層

2.350 16 7 28.25 9 16.93 38.4

3.300 16 7 34.90 9 15.23 37.5

4.300 16 7 41.90 6 9.27 33.6

6.300 16 7 55.90 11 14.71 37.2

7.300 16 7 62.90 12 15.13 37.4

8.300 16 7 69.90 11 13.16 36.2
8.800 16 7 73.40

15.100 ALc-1 14 5 104.90 粘性土層
24.900 ALc-2 16 7 173.50 粘性土層
26.900 ALc-3 14 5 183.50 粘性土層
27.300 17 8 186.70 23 16.83 38.3
27.700 17 8 189.90
31.900 ALc-4 14 5 210.90 粘性土層

32.300 20 11 215.30 49 33.39 40.0

33.170 20 11 224.87 450 300.09 40.0
34.300 20 11 237.30 52 33.76 40.0
35.300 20 11 248.30 39 24.75 40.0
36.300 20 11 259.30 46 28.57 40.0
37.245 20 11 269.70 95 57.85 40.0

φ=40°

地下水位 hw(GL-m) 1.50

地質記号 備考

Aus

ALｓ

平均φ=37°

φ=38°

Dｇ

深度 湿潤密度 水中密度
有効

上載圧
N値 補正N値

せん断
抵抗角

x γt1 γ't2 σ'v N N1 φ

(GL-m) （kN/m3） （kN/m3） （kN/m2） (°）

0.800 B 18 9 14.40
2.900 Auc 14 5 37.05 粘性土層

3.300 16 7 39.85 13 20.59 40.0

4.300 16 7 46.85 10 14.61 37.1

5.300 16 7 53.85 4 5.45 30.4

6.300 16 7 60.85 11 14.10 36.8

7.300 16 7 67.85 9 10.93 34.8

8.300 16 7 74.85 8 9.25 33.6
9.150 16 7 80.80

15.900 ALc-1 14 5 114.55 粘性土層
24.600 ALc-2 16 7 175.45 粘性土層
26.900 ALc-3 14 5 186.95 粘性土層
27.300 17 8 190.15 23 16.68 38.3
27.900 17 8 194.95
32.100 ALc-4 14 5 215.95 粘性土層

32.250 20 11 217.60 90 61.01 40.0

33.190 20 11 227.94 64 42.39 40.0
34.105 20 11 238.01 86 55.74 40.0
35.300 20 11 251.16 40 25.24 40.0
36.105 20 11 260.02 86 53.33 40.0
37.145 20 11 271.46 62 37.63 40.0

地質記号 備考

Aus

ALｓ

地下水位 hw(GL-m) 2.15

Dｇ

平均φ=36°

φ=38°

φ=40°
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表-5.1.9 内部摩擦角算出結果(ボーリング No.4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-5.1.10 内部摩擦角算出結果(ボーリング No.5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深度 湿潤密度 水中密度
有効

上載圧
N値 補正N値

せん断
抵抗角

x γt1 γ't2 σ'v N N1 φ

(GL-m) （kN/m3） （kN/m3） （kN/m2） (°）

2.200 B 18 9 30.60 1 1.81 26.0 φ=26°
2.700 Auc 14 5 33.10 粘性土層

3.300 16 7 37.30 8 13.10 36.2

4.300 16 7 44.30 7 10.52 34.5

5.300 16 7 51.30 14 19.55 39.8

6.300 16 7 58.30 7 9.17 33.5

7.300 16 7 65.30 16 19.80 39.9

8.300 16 7 72.30 10 11.76 35.3
9.000 16 7 77.20

15.800 ALc-1 14 5 111.20 粘性土層
23.700 ALc-2 16 7 166.50 粘性土層
26.500 ALc-3 14 5 180.50 粘性土層
27.300 17 8 186.90 27 19.75 39.9
28.300 17 8 194.90 29 20.77 40.0
29.200 17 8 202.10 24 16.88 38.4
29.250 17 8 202.50
30.800 ALc-4 14 5 210.25 粘性土層
31.300 20 11 215.75 38 25.87 40.0
32.295 20 11 226.70 62 41.18 40.0
33.300 20 11 237.76 58 37.61 40.0
34.295 20 11 248.71 62 39.31 40.0
35.260 20 11 259.33 82 50.92 40.0
36.300 20 11 270.77 44 26.74 40.0
37.230 20 11 281.00 113 67.41 40.0
38.200 20 11 291.67 42 24.59 40.0
38.250 20 11 292.22
39.250 Dｃ 16 7 299.22 粘性土層
39.350 18 9 300.12 57 32.90 40.0
40.300 18 9 308.67 60 34.15 40.0
41.285 18 9 317.54 67 37.60 40.0
42.295 18 9 326.63 62 34.31 40.0
43.300 18 9 335.68 39 21.29 40.0

地質記号 備考

Aus 平均φ=37°

地下水位 hw(GL-m) 1.20

ALｓ 平均φ=39°

Dｇ φ=40°

Dｓ φ=40°

深度 湿潤密度 水中密度
有効

上載圧
N値 補正N値

せん断
抵抗角

x γt1 γ't2 σ'v N N1 φ

(GL-m) （kN/m3） （kN/m3） （kN/m2） (°）

1.700 B 18 9 30.60 3 5.42 30.4 φ=30°
2.600 Auc 14 5 36.81 粘性土層

3.300 16 7 41.71 13 20.13 40.0

5.300 16 7 55.71 15 20.10 40.0

6.300 16 7 62.71 15 18.94 39.5

7.300 16 7 69.71 12 14.37 37.0

8.300 16 7 76.71 8 9.13 33.5

9.200 16 7 83.01 6 6.59 31.5
9.250 16 7 83.36

15.800 ALc-1 14 5 116.11 粘性土層
23.800 ALc-2 16 7 172.11 粘性土層
28.250 ALc-3 14 5 194.36 粘性土層
28.350 17 8 195.16 18 12.88 36.0
29.300 17 8 202.76 7 4.92 29.9
29.800 17 8 206.76

30.600 ALc-4 14 5 210.76 粘性土層

31.300 20 11 218.46 45 30.45 40.0

32.145 20 11 227.76 95 62.95 40.0
33.150 20 11 238.82 90 58.24 40.0
34.140 20 11 249.71 62 39.24 40.0
35.125 20 11 260.55 120 74.34 40.0
36.095 20 11 271.22 95 57.68 40.0
37.115 20 11 282.44 78 46.41 40.0

地質記号 備考

Aus 平均φ=37°

地下水位 hw(GL-m) 1.89

ALｓ 平均φ=33°

φ=40°Dｇ
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(5)変形係数(E) 

変形係数は、「建築基礎構造設計指針 2019 日本建築学会,p30」を参考として、表-5.1.11

に示す変形係数の算定方法をもとに設定した。 

 

表-5.1.11 変形係数の算定方法 

 

 

 

 

 

 

 

表-5.1.12 変形係数の推定値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算定方法

①ボーリング孔内で測定した地盤の変形係数(Ep)

②一軸または三軸圧縮試験から求めた地盤の変形係数(E50)

③対象土層の平均N値よりE0=700Nで推定した地盤の変形係数（EN)

④PS検層から求めた微小ひずみ時の地盤の変形係数EPSよりE0=EPS/30

地層名
代表
N値

Ep

(MN/m2)

E50

(MN/m2)

EN=700N

(MN/m2)

Eps/30

(MN/m2)

推定値

(MN/m
2
)

B 2 1.4 6.3 1.4

Auc 3 2.1 4.9 2.1

Aus 9
7.675
5.452

6.3 4.1
6.5

(Epの平均)

ALｃ-1 2
4.904
3.219

1.4 2.7
4.0

(E p の平均)

ALc-2 0

8.77
8.81
10.3
9.73

- 4.1 4.0

ALc-3 3 2.1 5.7 4.0

ALs 16 11.2 6.1 11.2

ALc-4 5 3.5 5.0 3.5

Dg 50 35.0 31.4 35.0

Dc 14 9.8 - 9.8

Ds 50 35.0 - 35.0

※ALc-2層、ALc-3層はALc-1層に連続する軟弱粘性土層であることからALc-1層の値を採用
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τd αmax σz

σz' g σz'

τd ：水平面に生じる等価な繰り返しせん断応力振幅(kN/m2)

σz' ：検討深さにおける有効土被圧(kN/m2)

γn ：等価の繰返し回数に関する補正係数で0.1(M-1)

Ｍ ：マグニチュード

αmax ：地表面における設計用水平加速度(cm/s2)

g ：重力加速度(cm/s2)

σz ：検討深さにおける全土被圧(kN/m2)

γd ：地盤が剛体でないことによる低減係数(γd＝1-0.015z)

z ：地表面からの検討深さ(m)

＝ γn γd

Na ＝  N1 + ⊿Nf

Na ：対応する深度の補正N値

N1 ：換算N値( N1＝CN N )

CN ：拘束圧に関する換算係数(CN＝√100/σz
')

Ｎ ：自動落下法による実測N値

⊿Nf ：細粒土含有率に応じた補正N値増分(図①)

R ＝ τl /σz
'

R ：補正N値(Na)に対応する飽和土層
　(限界せん断ひずみ曲線5%使用 図②)

τl ：水平面における液状化抵抗

τl/σz
'

τd/σz
'

＝FL

5.2 地震時の液状化 

 「建築基礎構造設計指針 2019 日本建築学会,p50」では、液状化の判定を行うべき土層を次

のように定めている。 

・地表面から 20m 程度以浅の沖積層で、細粒土含有率が 35%以下の土 

・細粒土含有率が 35%以上であっても、粘土分含有率が 10%以下、または塑性指数が 15%以

下の埋立あるいは盛土地盤 

・細粒分を含む礫や透水性の低い土層に囲まれた礫 

ここでは、上記条件に照らし合わせて、現況地盤面から 20m 以浅に分布する沖積層を対象に

液状化判定を実施した。 

 

1)液状化の検討方法 

・繰返しせん断応力比(τd/σz’)  

 

 

 

 

 

 

 

 

・補正Ｎ値(Ｎa)  

 

 

 

 

・液状化強度比(R) 

 

 

 

・液状化発生に対する安全率(FL) 

 

 

 

図① 補正Ｎ値増分と細粒分の関係 

図② 液状化抵抗比と補正Ｎ値の関係 
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PL ＝ 　  F・W(x)dx   (1-FL)(10-0.5x)dx　　　

PL ：液状化指数
F ：液状化に対する安全率
　　FL≧1.0のときF＝1-FL
　　FL＞1.0のときF＝0

W(x) ：重み係数
　　W(x)＝10-0.5x

x ：地表面からの深さ(m)

∫∫
20  

0  

20  

0  
           

PL＝0

0＜PL≦5

5＜PL≦15

15＜PL

液状化の可能性はかなり低い

液状化の可能性は低い

液状化の可能性は高い

液状化の可能性は極めて高い

2)液状化程度の評価 

液状化の範囲や程度は、深さ方向の液状化層の分布状況や周辺との連続性を考慮して、総合

的に判断する必要がある。相対的な液状化危険度の評価手法としては、液状化抵抗率(FL)の深

度分布から液状化指数(PL 値)を求め、この値から液状化危険度を表①のように区分することが

できるとされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、図③から得られるγcyを鉛直方向に積分

して求められる地表変位(Dcy)から、液状化程度を

表②のように区分することができる。 

 

表②Dcyと液状化程度の関係 

 

 

 

 

 

図③補正Ｎ値と繰返しせん断ひずみの関係 

 

3)地震動の種類 

地表面水平加速度(αmax)は、「建築基礎構造設計指針 2019 日本建築学会 p50,p52」より、

以下の値とした。 

 

・レベル 1荷重： αmax＝ 2.0 m/s2 

（共用期間中に１回から数回遭遇する地震の規模） 

・レベル 2荷重： αmax＝ 3.5 m/s2 

     （想定される最大級の地震：1995 兵庫県南部地震相当） 

 

  ・地震のマグニチュード： Ｍ= 7.5 m/s2 

 

 

  

液状化の程度

なし

－ 05 軽微

05 － 10 小

10 － 20 中

20 － 40 大

40 － 甚大

Dcy(cm)

0

表①PL 値による液状化危険度の評価 
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4)計算条件 

判定計算にはボーリング調査で得られた実測Ｎ値(地層境界をまたぐ深度は各層における換

算Ｎ値)、及び初期地下水位を用い、補正Ｎ値の算定に必要な細粒分含有率などの物理特性は室

内土質試験で得られた値を用いた。ただし、試験値を得ていない表層の地質(B層、Auc 層)は下

表の参考値を用いた。 

 

表③ 土質別の参考値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※道路橋示方書 Ⅴ耐震設計編(平成 2年 2月)による概略値を引用 
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5)液状化判定結果 

判定結果の詳細は巻末資料に添付し、判定結果の一覧を表-5.2.2～表-5.2.6 に示す。 

判定結果より、レベル 1においては、Aus 層で液状化抵抗率(FL)が 1以下となる区間がある。

ただし、液状化指数(PL)と地表変位(Dcy)から判断すると、レベル1の PL値は 0＜PL≦5であり、

表①より、「液状化の可能性は低い」となり、地表変位(液状化による沈下量)も 1～2cm と小さ

い。よって、レベル 1相当の地震によって Aus 層内で局部的に液状化が生じても構造物への影

響は小さいと考えられる。 

一方、レベル 2は Aus 層の大半で液状化抵抗率(FL)＜1となる。PL値は 5＜PL≦15 であり、

「液状化の可能性は高い」に相当する値である。地表変位も 5～8cm とレベル 1 に比べて大き

い。よって、レベル 2相当の大規模地震が生じると Aus 層で液状化が生じる可能性は高いと判

断され、液状化による構造物への影響に留意が必要と考える。 

 

表-5.2.1 液状化判定による液状化指数(PL)と地表変位(Dcy)の一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液状化指数PL
地表変位Dcy

(m)
液状化指数PL

地表変位Dcy
(m)

No.1 2.652 0.025 13.103 0.069

No.2 1.649 0.012 12.683 0.057

No.3 1.996 0.014 8.874 0.038

No.4 0.930 0.010 7.359 0.029

No.5 2.886 0.025 15.636 0.077

地点
番号

レベル1 レベル2
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表-5.2.2 液状化判定結果一覧表(ボーリング No.1) 

表-5.2.3 液状化判定結果一覧表(ボーリング No.2) 
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表-5.2.4 液状化判定結果一覧表(ボーリング No.3) 

表-5.2.5 液状化判定結果一覧表(ボーリング No.4) 
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3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-5.2.6 液状化判定結果一覧表(ボーリング No.5) 
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5.3 支持地盤及び基礎形式の選定 

 支持地盤や基礎形式の選定においては、上部構造を安全に支持し、建物そのものやその機

能に重大な障害が生じないようにしなければならない。そのためには、建築物や地盤の特性

を十分に検討した上で、確実に施工できる基礎形式や基礎工法を選定する必要がある。また

基礎構造は上部構造の建築費と比較したときに、経済的なバランスを失しないよう留意する

とともに、周辺に与える影響についても十分に考慮する必要がある。 

本調査で確認された地質の層厚とそのＮ値を表-5.3.1 にまとめる。 

 

表-5.3.1 地質の層厚とＮ値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表-5.3.1 に示す地質状況より、調査地の支持地盤について以下に記す。 

 

(1)支持地盤の条件 

 支持地盤は、構造物の重要度や大きさによって異なるものの、一般的には層厚 5m 以上で

下記の地盤条件が良質な支持地盤の目安とされている。 

 

良質な支持地盤の目安 

・粘 性 土 層 ：Ｎ値 20 以上 

・砂及び砂礫層：Ｎ値 30 以上 

 

(2)支持地盤の選定 

 表-5.3.1 に示した調査地の地質を上記の支持地盤条件を照らし合わせると、調査地にお

ける支持地盤は標高-30～32m を上面とする Dg 層に求めることが適当と考える(図 5-3.1)。

ただし、Dg 層の出現高さは調査地の東側（現消防署側）と西側で約 2m の高低差を有してお

り、支持層は西側へ緩やかに傾斜していると推定される。このため杭基礎においては支持層

(Dg 層)への十分な根入れの確保に留意されたい。 

 

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5

シルト混じり砂礫 B 0.80 0.70 1.00 1.70 2.20 1.28
2

(1～3)

礫混じり粘土 Auc 2.10 1.55 1.80 0.90 0.50 1.37
3

(2～8)

砂～シルト混じり砂 Aus 6.25 6.55 5.90 6.65 6.30 6.33
9

（3～20)

砂質シルト ALc-1 6.75 6.30 7.00 6.55 6.80 6.68
2

(0～6)

シルト ALc-2 8.70 9.80 8.70 8.00 7.90 8.62
0

(0～1)

砂混じりシルト ALc-3 2.30 2.00 2.70 4.45 2.80 2.85
3

(2～6)

砂～シルト混じり砂 ALs 1.00 0.80 0.70 1.55 2.75 1.36
16

(7～29)

粘土 ALC-4 4.20 4.20 2.80 0.80 1.55 2.71
5

(3～15)

礫混じり砂～砂礫 Dg 6.15 6.00 8.10 6.63 7.45 6.87
50以上

(37～50以上)

砂質シルト Dｃ - - - - 1.00 1.00
14

(8～38)

シルト混じり細砂 Ds - - - - 4m以上 4m以上
50以上

(39～50以上)

層厚(m)
地質記号主な土質名

代表N値
(N値の範囲)

平均
層厚
(m)
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図-5.3.1 想定支持層線（H=1:800、V=1:400） 

 

 

 

 

 

支持層・・・Dg 層（層厚 5m 以上、且つＮ値＞30） 
※支持層線は西側へ緩やかに傾斜 

支持層線 
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(3)基礎形式の選定 

調査地で確認した地層構成及び支持地盤(Dg 層)の出現高さより、構造物の基礎形式は｢杭

基礎｣形式が適していると考えられる。 

ここでは、(社)東京都建築士事務所協会から示されている基礎形式の選定表(表-5.3.2)を参

考にして、Dg層を支持地盤とした場合の基礎形式について、地盤条件から考察する。 

【地盤条件】 

 ①支持層の深さ 

 本調査結果より、支持層深さは GL-30.0～32.0m である。 

②中間層(層厚 4～5m程度)の状態 

 支持地盤の上位に堆積する比較的安定した層厚を有する中間層は、Aus 層、ALc-1 層～

ALc-4 層がある。これら地層のＮ値は以下のとおりである。 

  ・Aus 層：概ねＮ値＜15の緩い砂質土層 

  ・ALc-1 層～ALc-4 層：Ｎ値＜4の軟弱な粘性土層 

③支持層の状態 

 支持層はＮ値 30～50 以上の礫質土層。礫分はφ30mm 前後以下を主体とし最大でφ100mm

の玉石が混入する。 

④地下水の状態 

 ボーリング掘採時には、Dg層の掘削中に泥水逸水が認められる。 

⑤その他 

 対象地の周辺には宅地や工場があるため、騒音振動に注意が必要である。 

 

 

 

上記の地盤条件より、表-5.3.2 を参考にすると、調査地では既成杭を用いた「中掘り工

法」、「回転工法」または場所打ちコンクリート杭工法である「アースドリル」、「オールケーシ

ング」の適用性がある。また、支持層にφ100mm 前後の玉石が混入することも考慮すると、

「オールケーシング工法」が最も適用性の高い工法になる可能性がある。なお、最終的な基礎

形式の決定にあたっては、上部構造の形状・構造・剛性及び経済性等にも留意して選定された

い。 
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表-5.3.2 基礎形式選定表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：建築構造設計指針 2001 社)東京都建築士事務所協会 
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5.4 設計・施工上の留意点 

 調査地における地層の分布やその性状を踏まえ、設計・施工上の留意点を以下に記す。 

(1)地層構成と分布状況について 

 調査地の地質は、上位より、盛土(B)、沖積層上部(Auc,Aus)、沖積層下部(ALc-1～ALc-3, 

ALs,ALc-4)、第一礫層(Dg)、熱田層上部(Dc,Ds)が水平に近い構造で分布する。 

 主な地層の特徴を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上の地層状況を踏まえた構造物の建設にあたっての留意点を(2)以降に記す。 

 

(2)構造物の支持地盤について 

基礎工は、GL-30～32m 付近から出現する洪積礫質土(Dg 層)に支持力を求める長尺な杭基礎

形式が想定される。 

Dg 層の出現区間ではボーリング掘削中に逸水を確認しているため、施工時は安定液やセメ

ントの流出に留意されたい。 

 

(3)支持地盤上位に堆積する中間層について 

①地震時の液状化 

  支持地盤上位には、地震時の液状化が懸念される砂質土層(Aus 層)がやや厚く堆積してお

り、大規模地震が発生した場合、地盤の液状化で構造物へ影響を及ぼす可能性が高いと判断

される(表-5.4.1)。このため、液状化対策について十分な検討が望まれる。 

 

表-5.4.1 液状化判定結果一覧(表-5.2.1 再掲) 

 

 

 

 

 

 

・沖積上部粘性土(Auc) ： 礫や砂の混じる不均質なシルト。盛土(B)も含めた層厚は 2m前後。 

・沖積上部砂質土(Aus) ： 緩い細砂～中砂を主体とし、層厚は 6m前後。地震時に液状化が懸念される。 

・沖積下部粘性土(ALc-1～ALc-3) ： 砂質シルト～シルトよりなり、3層を合わせた平均層厚は 18m。 

                 上部の ALc-1 層は層厚 6～7m。砂分の多い軟弱粘性土。 

                 中間の ALc-2 層は層厚 8～10m。Ｎ値 0回の超軟弱粘性土。 

                 下部の ALc-3 層は粘性土と砂質土の互層よりなる。 

・沖積下部砂質土(ALs) ： 層厚は 1m程度。土質は粗中砂主体でＮ値は 16前後主体。 

・沖積下部粘性土(ALc-4) ： 沖積下部層の最下層。黒色の粘土主体で軟質 

・洪積礫質土(Dg) ： 砂礫～礫混じり砂よりなり、礫径は 30mm 前後以下主体。 

Ｎ値は 30以上、且つ層厚 5m以上を有する調査地の支持層。 

最大 100mm 程の玉石も混じる。ボーリング作業中に逸水を確認。 

・洪積粘性土(Dc) ： Dg 層と Ds層の境界に分布。砂質シルトよりなり、層厚は 1m前後。 

・洪積砂質土(Ds) ： シルト混じり細砂を主体。Ｎ値は 30以上。 

液状化指数PL
地表変位Dcy

(m)
液状化指数PL

地表変位Dcy
(m)

No.1 2.652 0.025 13.103 0.069

No.2 1.649 0.012 12.683 0.057

No.3 1.996 0.014 8.874 0.038

No.4 0.930 0.010 7.359 0.029

No.5 2.886 0.025 15.636 0.077

地点
番号

レベル1 レベル2
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②荷重増加に伴う圧密沈下 

  支持地盤上位には、Ｎ値ゼロの超軟弱な粘性土層(ALc-2 層)が厚く堆積する。 

この地層は、サンプリング試料の圧密試験結果から、現状で正規圧密状態と判断されるた

め、盛土造成等の荷重増加に伴う圧密沈下に留意する必要がある。 

 

(5)基礎掘削について 

 調査地の表層地質は盛土(B)と沖積上部粘性土(Auc 層)の層厚が 2m程度を薄いことから、基

礎設置に伴う掘削範囲に出現する地質は、地下水位以深の沖積上部砂質土(Aus 層)が主体にな

ると想定される。 

基礎の掘削施工に伴う地下水の排水処理工法は、図-5.4.1 に示す Aus 層の粒度分布と各種

排水工法の適用範囲の比較から、釜場工法等の比較的簡易な重力排水工法で対応可能と考えら

れる。なお、基礎掘削にあたっては、ボイリングやパイピングによる基礎底面の破壊にも留意

されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.4.1 排水工法の適用範囲と粒度分布の関係図 

出典：山留め設計施工指針 日本建築学会 ※粒度試験結果(青線)を加筆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.4.2 地下水処理工法の一般的分類 

出典：山留め設計施工指針 日本建築学会 



 
 

 

 

 

 

 

【 巻 末 資 料 】 
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現 場
代 理 人

神 田 　 大 介
コ ア
鑑 定 者

風 間 　 大
ボｰリング
責 任 者

恒 川 　 晃 慶

孔 口 標 高 0.20m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

0°

使
用
機
種

試 錐 機 D 0 - D
ハンマー
落下用具

半 自 動

エンジン N F D 7 ポ ン プ V 4総 掘 進 長  38.45m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

 -0.50

 -2.05

 -6.60

 -8.60

-10.40

-12.70

-13.60

-14.90

-22.90

-24.70

-26.05

-26.70

-27 50

層

厚

(m)

  0.70

  1.55

  4.55

  2.00

  1.80

  2.30

  0.90

  1.30

  8.00

  1.80

  1.35

  0.65

0 80

深

度

(m)

0.70

2.25

6.80

8.80

10.60

12.90

13.80

15.10

23.10

24.90

26.25

26.90

27 70

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

表層ｱｽﾌｧﾙﾄ厚さ5cm。
0.2mまで砕石。
礫はφ20～50mmの亜円礫。

盛土(粘
土質砂礫
)

茶
緩

い

粗砂の混じる不均質な粘性土。
粘性高い。含水は中位。

砂

質

粘

土

灰

軟

ら

か

い

砂は中砂を主体とし、細粒分が少量
混じる。
粒径は概ね均質。
含水は中位。
5m以深は細砂の割合が高くなる。

中

砂
灰

緩

い

砂は細砂を主体とし、細粒分が混じ
る。
粒径は概ね均質。
シルトの薄層を挟む。
含水は低い。

シルト混
じり細砂 灰

中

ぐ

ら

い

細砂に富む粘性土よりなる。
粘性は低い含水は中位。
腐植物片が少量混じる。

砂

質

シ

ル

ト

黒

灰

軟

ら

か

い

細砂の多い粘性土。
粘性は中位。
含水は中位。

砂

混

じ

り

シ

ル

ト

暗

灰

軟

ら

か

い

概ね均質な粘性土よりなる。
粘性は高い。含水は中位。

シルト
暗

灰
軟ら
かい

細砂に富む粘性土よりなる。
粘性は低い。含水はやや高い。

砂質シル
ト 灰

中

位

概ね均質な粘性土よりなり、著しく
軟質。
粘性は高い。
含水は中位。
貝殻片が少量混じる。

シ

ル

ト

暗

灰

軟

ら

か

い

細中砂の混じる粘性土よりなる。
粘性は高い。
含水は中位。
貝殻片が少量混じる。

砂混じり
シルト

暗

灰

軟

ら

か

い

砂分に富む粘性土。
粘性は高い。含水はやや高い。
粗砂も混じる。

砂質シル
ト

暗

灰

軟

ら

か

い

細砂の混じる粘性土よりなる。
粘性は中位。含水は中位。

砂混じり
シルト 暗灰

軟ら
かい

砂は粗中砂よりなる。
φ5mm程の礫が僅かに混じる。

粗中砂 灰
中ぐ
らい

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

1.50
8/22

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.65

1.95

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.52

10.15

10.45

11.15

11.55

13.00

13.45

14.15

14.45

15.15

15.55
16.00

16.70

17.00

17.55
18.00

18.50

20.00

20.50

21.00

21.50

22.00

22.50

23.00

23.50

24.00

24.45

25.15

25.45

26.15

26.45

27.15

27 45

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

20
1

3

2

3

4

4

1

17

1

15

1

15

3

0

30

0

35

0

25

1

1

7

10

～

20

1

3

3

2

4

4

3

1

2

15

1

25

1

1

40

1

15

1

20

1

1

8

20

～

30

3

3

2

4

4

4

1

2

1

2

8

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

2

30
7

30

9

30

6

30

11

30

12

30

11

30

3

37

3

30

2

40

0

45モンケン自沈

6

30

0

40モンケン自沈

1

70

0

55モンケン自沈

0

50モンケン自沈

1

50

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

1

45

3

30

4

30

23

30

N     値

0 10 20 30 40 50 60

2

7

9

6

11

12

11

2

3

2

0

6

0

0

0

0

1

0

0

0

1

3

4

23

原 位 置 試 験

深

度

(m)

4.50

5.50

11.50

12.50

試 験 名

および結果

孔内載荷試験
E=7675kN/m2

孔内載荷試験
E=4904kN/m2

試 料 採 取

深

度

(m)

4.15

4.45

7.15

7.45

9.15

9.52

11.15

11.55

14.15

14.45

19.00

20.00

試

料

番

号

2P-4

2P-7

2P-9

2P-11

2P-14

2T-19

採

取

方

法

○-

○-

○-

○-

○-

○T

室
内
試
験

(

 
 
 

)

比重 
含水 
粒度

比重 
含水 
粒度

比重 
含水 
粒度 
液塑性

比重 
含水 
粒度 
液塑性

比重 
含水 
粒度

比重含
水粒度
液塑性
圧密一
軸

掘

進

月

日

8

22

8

23

8

26



27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

-26.70

-27.50

-30.30

-31.70

-37.70

-38.25

  0.65

  0.80

  2.80

  1.40

  6.00

  0.55

26.90

27.70

30.50

31.90

37.90

38.45

粘性は中位。含水は中位。シルト 暗灰 かい

砂は粗中砂よりなる。
φ5mm程の礫が僅かに混じる。

粗中砂 灰
中ぐ
らい

概ね均質な粘性土よりなる。
粘性は高い。
含水は中位。
腐植物が僅かに混じる。
30m付近は暗灰色を呈する。

粘

土

黒

灰

中

位

砂は細砂を主体とし、細粒分がやや
多い。
含水はやや高い。

シルト質
細砂 灰

緩

い

基質は粗中砂を主体とする。
礫はφ5～25mmの亜角礫～亜円礫主
体。
最大礫径はφ100mm。
含水は中位。
34m付近は礫分が少なく礫混じり砂
よりなる。
34.5m付近で逸水あり。
34.5m以深はφ50～100mmの玉石が多
くなる。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

灰
密

な

やや硬い粘性土よりなる。
粘性は中位。含水は低い。

砂質シル
ト 灰 中位

27.15

27.45

28.15

28.45

29.15

29.45

30.15

30.45

31.15

31.45

32.15

32.45

33.15

33.19

34.15

34.45

35.15

35.45

36.15

36.45

37.15

37.34

38.15

38.45

7

2

2

15

2

2

15

60

4

24

17

21

31

3

8

2

2

15

2

2

17

14

12

13

29

9

3

8

4

3

3

17

14

10

12

2

23

30

8

30

4

30

7

30

7

30

49

30

60

4

52

30

39

30

46

30

60

19

8

30

23

8

4

7

7

49

450

52

39

46

95

8

8

26

8

27

8

28

8

29



ボーリング柱状図

調 査 名 海 部 東 部 消 防 組 合 新 庁 舎 整 備 に 伴 う 地 質 調 査 業 務

事業・工事名

ボーリング名 N o . 3 調査位置 愛 知 県 　 あ ま 市 七 宝 町 遠 島 十 坪 　 地 内 北 緯 3 5 ° 1 1 ’ 5 . 5 2 ”

東 経 1 3 6°47’49 . 4 7”発 注 機 関 海 部 東 部 消 防 組 合 消 防 本 部 調査期間 令和  6年  8月  5日  ～  6年  8月  2 0 日

調 査 業 者 名
基礎地盤コンサルタンツ株式会社

電話 ( 0 5 2 - 5 8 9 - 1 0 5 1 )
主任技師 深 井 　 晴 夫

現 場
代 理 人

神 田 　 大 介
コ ア
鑑 定 者

風 間 　 大
ボｰリング
責 任 者

恒 川 　 晃 慶

孔 口 標 高 0.52m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

0° 地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

3°

使
用
機
種

試 錐 機 D 0 - D
ハンマー
落下用具

半 自 動

エンジン N F D 7 ポ ン プ V 4総 掘 進 長  39.45m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

 -0.48

 -1.58

 -2.28

 -3.18

 -8.18

-10.28

-15.18

-23.28

-23.88

-26.58

27 28

層

厚

(m)

  1.00

  1.10

  0.70

  0.90

  5.00

  2.10

  4.90

  8.10

  0.60

  2.70

0 70

深

度

(m)

1.00

2.10

2.80

3.70

8.70

10.80

15.70

23.80

24.40

27.10

27 80

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

表層ｱｽﾌｧﾙﾄ厚さ5cm
0.2mまで砕石。
礫はφ10～50mm。木片混じる。

盛土(粘
土質砂礫
)

茶
緩

い

砂は中砂主体。
礫はφ5～20mmの亜円礫主体。
含水は中位。

礫混じり
砂 灰

緩

い

微細砂の混じる粘性土。
粘性は高い。含水は中位。

砂混じり
粘土 灰

軟ら
かい

砂は細砂～中砂よりなる。
φ2mm程の礫が僅かに混じる。
含水は高い。

シルト混
じり砂 灰

非常
に緩
い

砂は中砂を主体を主体とし、粒径は
概ね均質。
シルトの薄層を挟む区間がある。
含水は高い。
8m付近は少量の貝殻片が混じる。

中

砂
灰

中

ぐ

ら

い

細砂に富む粘性土よりなる。
粘性は低い。
含水は中位。
貝殻片が少量混じる。

砂

質

シ

ル

ト

灰

軟

ら

か

い

微細砂を多く含む粘性土。
粘性は中位。
含水は中位。
貝殻片が少量混じる。
14m付近は砂分少なく軟質。

砂

質

シ

ル

ト

暗

灰

軟

ら

か

い

概ね均質な粘性土よりなり、著しく
軟質。
粘性は高い。
含水は中位。
貝殻片が混じる。

シ

ル

ト

暗

灰

軟

ら

か

い

細中砂の混じる粘性土。
粘性は中位。含水は中位。

砂質シル
ト 暗灰

軟ら
かい

砂は細中砂を主体とする。
細粒分が多く、部分的に粘性を有す
る。
含水は中位。
貝殻片が少量混じる。

シ

ル

ト

質

細

砂

暗

灰

非

常

に

緩

い

細粒分の混じる細中砂よりなる。
含水は中位

シルト混
じり砂 暗灰

緩

い

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

1.25
8/5

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.65

1.95

2.15

2.45

3.15

3.47

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.48

12.15

12.45

13.15

13.60

14.00

14.65

15.00

15.50

16.00

16.50

17.00

17.50

18.00

18.50

19.00

19.50

20.00

20.50

21.00

21.50

22.00

22.50

23.00

23.50

24.00

24.50

25.15

25.45

26.15

26.45

27.15

27 45

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

4

1

1

20

3

5

3

5

6

1

1

1

20

1

1

45

0

25

0

30

0

40

1

1

2

10

～

20

2

1

2

12

3

6

4

5

7

2

12

2

1

13

1

1

25

1

20

1

1

1

3

20

～

30

2

1

3

7

4

5

7

1

8

2

1

1

15

1

2

4

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

8

30
3

30

3

32

9

30

18

30

11

30

15

30

20

30

4

30

5

30

2

33

3

30

1

45

2

65

1

50

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

1

50

3

30

4

30

9

30

N     値

0 10 20 30 40 50 60

8

3

3

9

18

11

15

20

4

5

2

3

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

1

3

4

9

原 位 置 試 験

深

度

(m)

1.00

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

3.15

3.47

6.15

6.45

9.15

9.45

13.15

13.60

18.00

18.50

試

料

番

号

3P-3

3P-6

3P-9

3P-13

3P-18

採

取

方

法

○-

○-

○-

○-

○-

室
内
試
験

(

 
 
 

)

比重 
含水 
粒度

比重 
含水 
粒度

比重 
含水 
粒度

比重 
含水 
粒度 
液塑性

比重 
含水 
粒度 
液塑性

掘

進

月

日

8

5

8

6

8

7



27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

-26.58

-27.28

-28.08

-30.08

-33.28

-38.18

-38.93

  2.70

  0.70

  0.80

  2.00

  3.20

  4.90

  0.75

27.10

27.80

28.60

30.60

33.80

38.70

39.45

砂

細粒分の混じる細中砂よりなる。
含水は中位。

シルト混
じり砂 暗灰

緩

い

細砂の混じる粘性土。
粘性は中位。含水は中位。

砂混じり
シルト 暗灰

軟ら
かい

やや硬い粘性土よりなる。
粘性は中位。
含水は中位。
29m付近は黒色を呈する。

粘

土

黒

灰

中

位

基質は粗中砂を主体とする。
礫はφ5～30mmの亜角～亜円礫主体。
最大礫径はφ40mm。
含水は中位。

砂

礫
灰

密

な

基質は粗中砂を主体とする。
礫はφ10～30mmの亜角～亜円礫主
体。
最大礫径はφ100mm。
含水は中位。
34m付近及び36m以深はφ50～100mm
の玉石が多い。
34.8m付近で逸水あり。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

灰

非

常

に

密

な

細砂に富む粘性土よりなる。
粘性は低い。含水は低い。

砂質シル
ト 暗灰

硬

い

27.15

27.45

28.15

28.45

29.15

29.45

30.15

30.45

31.15

31.45

32.15

32.45

33.15

33.45

34.15

34.44

35.15

35.38

36.15

36.39

37.15

37.32

38.15

38.35

39.15

39.45

2

1

1

2

15

17

7

22

24

24

34

24

5

3

2

1

2

17

12

15

19

24

25

26

7

36

5

4

1

1

3

19

13

15

19

9

12

3

11

4

5

9

30

4

30

3

30

7

30

51

30

42

30

37

30

60

29

60

23

60

24

60

17

60

20

15

30

9

4

3

7

51

42

37

62

78

75

106

90

15
39.00

PS検層

8

8

8

9

8

19

8

20



ボーリング柱状図

調 査 名 海 部 東 部 消 防 組 合 新 庁 舎 整 備 に 伴 う 地 質 調 査 業 務

事業・工事名

ボーリング名 N o . 4 調査位置 愛 知 県 　 あ ま 市 七 宝 町 遠 島 十 坪 　 地 内 北 緯 3 5 ° 1 1 ’ 6 . 1 6 ”

東 経 1 3 6°47’51 . 0 7”発 注 機 関 海 部 東 部 消 防 組 合 消 防 本 部 調査期間 令和 6年  9月  2 4日  ～ 6年  9月  2 7日

調 査 業 者 名
基礎地盤コンサルタンツ株式会社

電話 ( 0 5 2 - 5 8 9 - 1 0 5 1 )
主任技師 深 井 　 晴 夫

現 場
代 理 人

神 田 　 大 介
コ ア
鑑 定 者

風 間 　 大
ボｰリング
責 任 者

近 藤 　 義 美

孔 口 標 高 0.44m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

0°

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5
ハンマー
落下用具

半 自 動

エンジン N F D 9 - K ポ ン プ V 4総 掘 進 長  37.23m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

 -0.66

 -1.26

 -2.16

 -7.36

 -8.81

-13.06

-15.36

-23.36

-25.26

-27 26

層

厚

(m)

  1.10

  0.60

  0.90

  5.20

  1.45

  4.25

  2.30

  8.00

  1.90

2 00

深

度

(m)

1.10

1.70

2.60

7.80

9.25

13.50

15.80

23.80

25.70

27 70

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

表層ｱｽﾌｧﾙﾄ厚さ5cm。
礫はφ5～15mm主体。
φ100～130mmの玉石点在。

盛土(玉
石混じり
粘土質砂
礫)

暗褐
茶

緩

い

礫はφ2～5mm主体で不均質。
含水は低い。

盛土(礫
混じりシ
ルト質砂
)

茶

灰

緩

い

概ね均質な粘性土よりなる。
粘性は中位。含水は中位。

砂混じり
シルト 暗灰 軟ら

かい

砂は細砂主体～中砂主体を繰り返
す。
細粒分が少量混じる。
含水は高い。
6m以深は細粒分がやや増える。

細

中

砂

灰

中

ぐ

ら

い

砂は細砂を主体とし、細粒分が混じ
る。
粒径は概ね均質。
含水は中位。

シルト混
じり細砂 灰

緩

い

微細砂に富む粘性土。
粒径は概ね均質だが、深度が増すに
つれて砂分が少なくなる。
粘性は中位。
含水は中位。
貝殻片が少量混じる。

砂

質

シ

ル

ト

暗

灰

軟

ら

か

い

微細砂の混じる粘性土。
粒径は概ね均質。
粘性は中位。
含水は中位。
貝殻片が少量混じる。

砂

混

じ

り

シ

ル

ト

暗

灰

軟

ら

か

い

概ね粒径の均質な粘性土よりなり、
著しく軟質。
粘性は高い。
含水は中位。
貝殻片が少量混じる。
16～17m間は細砂の薄層を挟む。

シ

ル

ト

暗

灰

軟

ら

か

い

細粒分に富む微細砂よりなる。
粒径は概ね均質。
細粒分が多く部分的に粘性を有す
る。
含水は中位。

シ
ル
ト
質
細
砂

灰

非

常

に

緩

い

微細砂の混じる粘性土よりなる。
粘性は中位。
含水は中位。
腐植物が少量混じる。

砂混じり
シルト

暗

灰

軟

ら

か

い

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

1.89
9/24

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.35

1.65

2.15

2.47

3.15

3.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.49

10.15

10.51

12.15

12.49

13.15

13.45

14.15

14.49

15.15

15.46

16.15

16.46

17.00

17.50

18.00

18.50

20.00

20.50

21.00

21.50

22.00

22.50

23.00

23.50

24.15

24.45

25.15

25.45

26.15

26.45

27.15

27 45

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

1

11

4

4

4

3

1

2

1

14

1

18

1

19

1

34

1

16

0

19

1

1

1

7

1

8

10

～

20

1

1

11

4

6

6

4

3

1

1

12

1

16

1

11

1

15

1

12

2

1

2

23

2

12

20

～

30

1

1

5

5

5

5

4

2

14

1

1

2

2

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

3

30

3

32

13

30

15

30

15

30

12

30

8

30

5

34

3

36

2

34

2

30

1

34

2

31

1

31

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

4

30

4

30

3

30

5

30

N     値

0 10 20 30 40 50 60

3

3

13

15

15

12

8

4

3

2

2

1

2

1

0

0

0

0

0

0

4

4

3

5

原 位 置 試 験

深

度

(m)

3.50

4.50

10.50

11.50

試 験 名

および結果

孔内載荷試験
E=5452kN/m2

孔内載荷試験
E=3219kN/m2

試 料 採 取

深

度

(m)

3.15

3.45

6.15

6.45

8.15

8.45

12.15

12.49

14.15

14.49

19.00

20.00

試

料

番

号

4P-3

4P-6

4P-8

4P-12

4P-14

4T-19

採

取

方

法

○-

○-

○-

○-

○-

○T

室
内
試
験

(

 
 
 

)

比重 
含水 
粒度

比重 
含水 
粒度

比重 
含水 
粒度

比重 
含水 
粒度 
液塑性

比重 
含水 
粒度 
液塑性

比重含
水粒度
液塑性
圧密一
軸

掘

進

月

日

9

24

9

25



27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

-27.26

-27.81

-29.36

-30.16

-31.26

-36.79

  2.00

  0.55

  1.55

  0.80

  1.10

  5.53

27.70

28.25

29.80

30.60

31.70

37.23

粘性は中位。
含水は中位。
腐植物が少量混じる。

砂混じり
シルト

暗

灰

ら

か

い

やや硬い粘性土よりなる。
粘性中位。含水は中位。

粘土 黒灰 中位

細粒分に富む細中砂よりなる。
含水は中位。
29m付近はシルトの薄層を挟む。

シルト質
細砂

暗

灰

緩

い

やや硬い粘性土よりなる。
粘性は中位。含水は中位。

粘

土
灰

中

位

砂は粗中砂主体。
礫はφ2～5mm主体。
含水は中位。

礫混じり
砂 灰

密

な

基質は粗中砂を主体とする。
礫はφ5～15mmの亜角礫～亜円礫主
体。
最大礫径はφ70mm。
含水は高い。
33.8m付近で逸水あり。
35m以深はφ30～50mmの礫が多くな
る。

砂

礫
灰

非

常

に

密

な

27.15

27.45

28.15

28.45

29.15

29.45

30.15

30.45

31.15

31.45

32.05

32.24

33.05

33.25

34.05

34.34

35.05

35.20

36.00

36.19

37.00

37.23

1

8

2

2

2

13

28

29

14

42

31

21

2

12

6

3

2

14

32

9

31

24

18

5

29

9

25

2

6

2

2

18

22

9

14

3

5

30

14

30

7

30

6

30

45

30

60

19

60

20

60

29

60

15

60

19

60

23

5

14

7

6

45

95

90

62

120

95

78

9

26

9

27



ボーリング柱状図

調 査 名 海 部 東 部 消 防 組 合 新 庁 舎 整 備 に 伴 う 地 質 調 査 業 務

事業・工事名

ボーリング名 N o . 5 調査位置 愛 知 県 　 あ ま 市 七 宝 町 遠 島 十 坪 　 地 内 北 緯 3 5 ° 1 1 ’ 5 . 4 1 ”

東 経 1 3 6°47’50 . 9 8”発 注 機 関 海 部 東 部 消 防 組 合 消 防 本 部 調査期間 令和 6年 9月  1 0日  ～ 6年  9月  1 7日

調 査 業 者 名
基礎地盤コンサルタンツ株式会社

電話 ( 0 5 2 - 5 8 9 - 1 0 5 1 )
主任技師 深 井 　 晴 夫

現 場
代 理 人

神 田 　 大 介
コ ア
鑑 定 者

風 間 　 大
ボｰリング
責 任 者

神 出 　 浩 二

孔 口 標 高 0.51m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

0°

使
用
機
種

試 錐 機 D 0 - D
ハンマー
落下用具

半 自 動

エンジン T F - 9 0 M ポ ン プ B G - 4総 掘 進 長  43.45m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

 -0.39

 -1.69

 -2.19

 -4.29

 -6.19

 -8.49

-13.09

-15.29

-23.19

-24.39

-25.29

-25.99

層

厚

(m)

  0.90

  1.30

  0.50

  2.10

  1.90

  2.30

  4.60

  2.20

  7.90

  1.20

  0.90

  0.70

深

度

(m)

0.90

2.20

2.70

4.80

6.70

9.00

13.60

15.80

23.70

24.90

25.80

26.50

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

表層ｱｽﾌｧﾙﾄは厚さ5cm。
0.4mまで砕石。
礫はφ30～50mm。

盛土(粘
土質砂礫
)

褐

茶

緩

い

基質はシルト質細砂。
礫はφ2～100mm。
コンがら、アスがら混じる。

盛土(シ
ルト質砂
礫)

暗

茶

非常
に緩
い

細中砂の混じる不均質な粘性土。
砂混じり
シルト 茶灰 軟ら

かい

砂は細砂よりなり、粒径は概ね均
質。
細粒分が僅かに混じる。
腐植物が少量混じる。
含水は高い。

細

砂
灰

緩

い

砂は中砂を主体とし、粗砂も混じ
る。
シルトの薄層を挟む。
含水は高い。

中

砂
灰

中

ぐ

ら

い

細粒分の少量混じる細砂よりなり、
粒径は概ね均質。
含水は中位。
8m付近に腐植物の薄層を挟む。

シ
ル
ト
混
じ
り
細
砂

灰

中

ぐ

ら

い

細砂に富む粘性土よりなる。
粘性は低い。
含水は中位。
貝殻片が少量混じる。
部分的にシルト質微細砂よりなる区
間がある。
11m以深は貝殻片がやや多くなる。

砂

質

シ

ル

ト

暗

灰

軟

ら

か

い

微細砂の混じる粘性土よりなる。
粘性は中位。
含水は中位。
部分的に微細砂の薄層を挟む。

砂
混
じ
り
シ
ル
ト

暗

灰

軟

ら

か

い

概ね均質な粘性土よりなり、著しく
軟質。
粘性は高い。
含水は中位。
貝殻片が少量混じる。
16m付近は僅かに砂が混じる。
17m付近は貝殻片がやや多い。
23m付近は細砂を脈状に挟む。

シ

ル

ト

暗

灰

軟

ら

か

い

細中砂に富む粘性土よりなる。
粘性は低い。
含水は中位。

砂質シル
ト

暗

灰

軟
ら
か
い

細粒分に富む細砂。
含水は中位。

シルト質
細砂 灰

非常
に緩
い

微細砂に富む粘性土。
粘性は低い。含水は中位。

砂質シル
ト 暗灰

軟ら
かい

砂は細砂を主体とし、粒径は概ね均
質

シ
ル
ト
混

灰

中

ぐ

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

1.20
9/10

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.35

1.85

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.50

13.15

13.50

14.15

14.55

15.15

15.45

16.15

16.45

17.00

17.50

18.00

18.50

19.00

19.50

20.00

20.50

21.00

21.50

22.00

22.50

23.00

23.50

24.15

24.45

25.15

25.45

26.15

26.45

27.15

27 45

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

50
1

2

2

4

2

4

3

1

1

1

1

20

1

20

1

20

1

30

0

20

1

1

7

10

～

20

1

2

2

4

2

5

3

2

1

1

1

15

1

15

1

20

2

1

1

9

20

～

30

1

4

3

6

3

7

4

1

1

2

2

2

11

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

1

50
3

30

8

30

7

30

14

30

7

30

16

30

10

30

4

30

3

30

4

30

2

35

2

35

2

40

1

30

0

30モンケン自沈

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

0

50モンケン自沈

2

30

4

30

4

30

27

30

N     値

0 10 20 30 40 50 60

1

3

8

7

14

7

16

10

4

3

4

2

2

2

1

0

0

0

0

0

0

0

0

2

4

4

27

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

4.15

4.45

7.15

7.45

11.15

11.45

14.15

14.55

18.00

18.50

試

料

番

号

5P-4

5P-7

5P-11

5P-14

5P-18

採

取

方

法

○-

○-

○-

○-

○-

室
内
試
験

(

 
 
 

)

比重 
含水 
粒度

比重 
含水 
粒度

比重 
含水 
粒度 
液塑性

比重 
含水 
粒度 
液塑性

比重 
含水 
粒度 
液塑性

掘

進

月

日

9

10



27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

-28.39

-28.74

-29.79

-30.29

-31.19

-37.74

-38.74

-39.09

-41.39

-42.94

  2.40

  0.35

  1.05

  0.50

  0.90

  6.55

  1.00

  0.35

  2.30

  1.55

28.90

29.25

30.30

30.80

31.70

38.25

39.25

39.60

41.90

43.45

砂は細砂を主体とし、粒径は概ね均
質。
含水は中位。
一部、シルトの薄層を挟む。

シ
ル
ト
混
じ
り
細
砂

灰

中

ぐ

ら

い

粗砂も混じる中砂。含水は高い。中砂 灰 中ぐ
らい

やや硬い粘性土。
粘性は中位。含水は中位。

シルト
暗

灰

硬

い

細中砂に富む粘性土よりなる。
砂質シル
ト 暗灰 硬い

砂は粗中砂主体。
礫はφ2～5mm主体。

礫混じり
砂 灰

密

な

基質は粗中砂を主体とする。
礫はφ2～10mmの亜角礫～亜円礫主
体。
最大礫径はφ70mm。
含水は高い。
34.8m付近は礫少なく、礫混じり砂
よりなる。
34.8m以深はφ30～50mmの礫が多く
なる。
34.9m付近で逸水あり。
36.0～36.5m間で逸水あり。
37.5m付近でコア長70mmの礫が混じ
る。

砂

礫
灰

非

常

に

密

な

半固結状の粘性土よりなり硬い。
粘性は低い。含水は低い。
38.3m付近は凝灰質で灰白色を呈す
る。

砂質シル
ト 灰 固結

した

細粒分に富む細砂。
含水は低い。

シルト質
細砂 灰 密な

砂は細砂を主体とし、細粒分が少量
混じる。
粒径は概ね均質。
含水は低い。

シルト混
じり細砂 灰

非

常

に

密

な

細砂主体で中砂も混じる。
粒径は概ね均質。
含水は低い。

細

砂
灰

密

な

27.15

27.45

28.15

28.45

29.15

29.45

30.15

30.45

31.15

31.45

32.15

32.44

33.15

33.45

34.15

34.44

35.15

35.37

36.15

36.45

37.15

37.31

38.15

38.45

39.15

39.45

40.15

40.45

41.15

41.42

42.15

42.44

43.15

43.45

7

9

8

2

10

24

18

21

18

12

40

14

8

14

20

16

10

9

10

3

2

13

21

16

20

32

15

20

6

7

15

21

23

23

13

11

10

3

3

15

15

9

24

19

9

10

2

17

18

23

25

17

7

21

9

16

27

30

29

30

14

30

7

30

38

30

60

29

58

30

60

29

60

22

44

30

60

16

39

30

46

30

60

30

60

27

60

29

39

30

27

29

14

7

38

62

58

62

82

44

113

39

46

60

67

62

39

9

11

9

12

9

17



 
 

 

 

 

 

 

・孔内水平載荷試験結果



半径　ｒ　（ｃｍ）

圧
力

　
Ｐ

ｅ
 

（
ｋ

Ｎ
／

ｍ
２

）
孔内水平載荷試験

地 質 名

使用ゴム管

測定月日

測定番号

調査件名

Ｎ 値

時 間

深 度

試験装置

試験時の
状況

静止土圧

Po (kN/m
２
)

降伏圧

Py (kN/m
２
)

破壊圧

PL (kN/m
２
)

地盤係数

Km (kN/m
３
)

変形係数

Ｅ (kN/m
２
)

Ｋ値を求めた
中間半径
ｒm (cm )

ΔH ( c m)

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う

地質調査業務委託

No.2 -5 m

2 0 24 /8 / 23

ハイカー

GL-5 .0 m

1 0 :0 0

6

中砂

Aut o LL T2

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5

3.00 3.50 4.00 4.50 5.00 5.50 6.00
    0.0

  100.0

  200.0

  300.0

  400.0

  500.0

  600.0

  700.0

   111.1     73.1    218.1    122140      7675     4.83

Po

Py'

ΔP

r0r1

Δr

PL'



ＬＬＴ測定データシート

セル圧

P(kN/㎡)

スタン ドパ イプ 読み Ｈ’ ( c m )

15 30 60 120

ΔH(cm) H (cm)   PG  PG-P   Pe   r

(kN/㎡) (kN/㎡) (kN/㎡)  (cm)

地 質 名

使用ゴム管

測定月日

測定番号

調査件名

Ｎ値

時間

深度

測 定 者

記 録 者

機械番号

自然水位

孔内水位

タンク高さ

初期スタンドパイプの水位　 Ｈo

挿入後スタンドパイプの水位 Ｈo’

[注記] 1) PGは使用ゴムに応じてあらかじめ定めたH-PG曲線により求める。

2) Psは(PG-P)を求め、その最大値とする。　Ps =          (kN/㎡)

3) Peは次式から求める。  　Pe = P + Ps - PG

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う

地質調査業務委託

No.2- 5 m

2 02 4/ 8 /2 3

ハイカー

GL-5. 0m

10 : 00

6

中砂

風間　大

風間　大

01

GL-1.50m

GL-1.50m

GL+0.9m

0.742  cm

0.755  cm

2.508

H '
60
- H '

30
H '

60
- H o

   0.00   0.755   0.014    2.29    2.29    0.22  3.0012

   5.62   0.956   0.957   0.978   0.021   0.236    8.10    2.48    0.03  3.0208

  24.77   1.710   1.731   1.773   0.042   1.031   27.28    2.51    0.00  3.0896

  45.26   2.666   2.766   2.866   0.100   2.124   47.37    2.12    0.39  3.1819

  64.59   4.051   4.172   4.249   0.078   3.508   66.99    2.40    0.11  3.2950

  85.29   5.764   5.987   6.200   0.213   5.458   87.24    1.95    0.55  3.4481

 104.44   8.462   8.896   9.110   0.214   8.369  106.82    2.38    0.13  3.6647

 125.11  13.203  13.849  14.841   0.992  14.099  126.59    1.48    1.03  4.0575

 144.46  20.178  20.699  21.148   0.449  20.406  141.06   -3.40    5.91  4.4500

 164.76  23.480  23.764  24.002   0.238  23.261  148.01  -16.75   19.26  4.6166

 184.83  25.129  25.291  25.448   0.157  24.706  151.81  -33.02   35.53  4.6987

 204.65  26.095  26.173  26.263   0.090  25.521  154.63   52.53  4.7444

 224.21  26.626  26.654  26.714   0.060  25.973  156.20   70.52  4.7695

 244.13  26.979  27.002  27.042   0.040  26.301  157.33   89.31  4.7877

 266.88  27.280  27.304  27.331   0.028  26.590  158.34  111.06  4.8037

 284.40  27.553  27.566  27.589   0.022  26.847  159.23  127.68  4.8178

 304.88  27.814  27.830  27.855   0.026  27.114  160.15  147.24  4.8325

 325.91  28.096  28.097  28.131   0.034  27.390  161.25  167.17  4.8476

 344.27  28.367  28.388  28.421   0.034  27.680  162.65  184.13  4.8634

 366.64  28.664  28.681  28.707   0.026  27.965  164.03  205.13  4.8789

 385.51  28.948  28.970  29.012   0.043  28.271  165.50  222.52  4.8954

 404.07  29.275  29.303  29.348   0.045  28.606  167.11  239.47  4.9135

 423.84  29.622  29.655  29.700   0.045  28.958  168.81  257.54  4.9324

 445.00  29.986  30.013  30.068   0.055  29.326  170.59  276.92  4.9522

 466.04  30.370  30.403  30.461   0.059  29.720  172.81  295.74  4.9731

 485.73  30.743  30.797  30.858   0.061  30.116  175.30  312.94  4.9942

 504.54  31.146  31.200  31.272   0.072  30.531  177.90  329.15  5.0161

 525.12  31.555  31.630  31.703   0.073  30.961  180.60  347.03  5.0388

 544.90  31.976  32.054  32.145   0.091  31.404  183.38  364.02  5.0620
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孔内水平載荷試験

地 質 名

使用ゴム管

測定月日

測定番号

調査件名

Ｎ 値

時 間

深 度

試験装置

試験時の
状況

静止土圧

Po (kN/m
２
)

降伏圧

Py (kN/m
２
)

破壊圧

PL (kN/m
２
)

地盤係数

Km (kN/m
３
)

変形係数

Ｅ (kN/m
２
)

Ｋ値を求めた
中間半径
ｒm (cm )

ΔH ( c m)

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う

地質調査業務委託

No.2 -1 2 m

2 0 24 /8 / 23

ハイカー

GL-1 2. 0 m

1 5 :0 0

2

砂質シルト

Auto LL T2

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5

3.00 3.50 4.00 4.50 5.00 5.50 6.00
    0.0

  100.0

  200.0

  300.0

  400.0

  500.0

  600.0

  700.0

    62.9     70.3    161.3    106152      4904     3.55

Po

Py'

ΔP

r0 r1

Δr

PL'



ＬＬＴ測定データシート

セル圧

P(kN/㎡)

スタン ドパ イプ 読み Ｈ’ ( c m )

15 30 60 120

ΔH(cm) H (cm)   PG  PG-P   Pe   r

(kN/㎡) (kN/㎡) (kN/㎡)  (cm)

地 質 名

使用ゴム管

測定月日

測定番号

調査件名

Ｎ値

時間

深度

測 定 者

記 録 者

機械番号

自然水位

孔内水位

タンク高さ

初期スタンドパイプの水位　 Ｈo

挿入後スタンドパイプの水位 Ｈo’

[注記] 1) PGは使用ゴムに応じてあらかじめ定めたH-PG曲線により求める。

2) Psは(PG-P)を求め、その最大値とする。　Ps =          (kN/㎡)

3) Peは次式から求める。  　Pe = P + Ps - PG

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う

地質調査業務委託

No.2- 1 2m

2 02 4/ 8 /2 3

ハイカー

GL-12 .0 m

15 : 00

2

砂質シルト

風間　大

風間　大

01

GL-1.50m

GL-1.50m

GL+0.9m

0.303  cm

0.303  cm

1.845

H '
60
- H '

30
H '

60
- H o

   0.00   0.303   0.000    0.00    0.00    1.85  3.0000

  -0.05   0.305   0.305   0.305   0.000   0.002    0.45    0.50    1.35  3.0002

  12.91   0.737   0.758   0.796   0.038   0.494   14.75    1.85    0.00  3.0432

  33.98   1.601   1.649   1.725   0.075   1.422   34.98    1.00    0.84  3.1229

  53.29   2.671   2.746   2.787   0.041   2.484   53.11   -0.18    2.03  3.2117

  72.82   3.966   4.151   4.229   0.078   3.926   72.13   -0.69    2.54  3.3284

  92.70   5.599   5.725   5.834   0.109   5.531   87.84   -4.87    6.71  3.4537

 112.93   6.244   6.260   6.298   0.038   5.995   91.61  -21.33   23.17  3.4891

 132.74   6.477   6.479   6.513   0.034   6.210   93.21  -39.54   41.38  3.5054

 155.70   6.666   6.671   6.713   0.042   6.410   94.70   62.85  3.5204

 172.34   6.873   6.872   6.911   0.039   6.609   96.17   78.01  3.5353

 193.03   7.075   7.084   7.120   0.036   6.817   97.73   97.15  3.5509

 213.33   7.297   7.315   7.346   0.031   7.043   99.41  115.77  3.5677

 232.57   7.552   7.561   7.602   0.040   7.299  101.28  133.13  3.5866

 254.43   7.824   7.844   7.886   0.042   7.583  102.75  153.52  3.6075

 272.99   8.146   8.168   8.215   0.047   7.912  104.46  170.38  3.6316

 294.25   8.494   8.528   8.596   0.068   8.293  106.43  189.67  3.6592

 312.14   8.910   8.960   9.036   0.075   8.733  108.70  205.28  3.6909

 333.56   9.375   9.429   9.549   0.119   9.246  111.30  224.11  3.7275

 352.34   9.937  10.011  10.141   0.130   9.838  113.46  240.73  3.7693

 371.76  10.575  10.677  10.831   0.154  10.528  115.97  257.64  3.8175

 393.37  11.307  11.440  11.642   0.203  11.340  118.93  276.29  3.8733

 412.37  12.154  12.317  12.578   0.261  12.275  121.87  292.35  3.9367

 431.10  13.145  13.372  13.693   0.321  13.390  124.75  308.19  4.0110

 451.70  14.323  14.642  15.054   0.411  14.751  128.27  325.27  4.0998

 473.82  15.701  16.109  16.629   0.520  16.326  132.13  343.53  4.2003

 490.60  17.328  17.853  18.512   0.658  18.209  136.25  356.19  4.3173

 513.33  19.286  19.951  20.743   0.792  20.440  141.13  374.05  4.4520

 532.61  21.519  22.248  23.084   0.835  22.781  146.84  387.61  4.5890
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孔内水平載荷試験

地 質 名

使用ゴム管

測定月日

測定番号

調査件名

Ｎ 値

時 間

深 度

試験装置

試験時の
状況

静止土圧

Po (kN/m
２
)

降伏圧

Py (kN/m
２
)

破壊圧

PL (kN/m
２
)

地盤係数

Km (kN/m
３
)

変形係数

Ｅ (kN/m
２
)

Ｋ値を求めた
中間半径
ｒm (cm )

ΔH ( c m)

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う

地質調査業務

No.4 -4 . 0m

2 0 24 /9 / 24

ハイカー

GL-4 .0 m

1 4 :0 0

1 3

細中砂

Auto LL T2

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5

3.00 3.50 4.00 4.50 5.00 5.50 6.00
    0.0

  100.0

  200.0

  300.0

  400.0

  500.0

  600.0

  700.0

    58.9    118.9    284.6    133192      5452     3.15

Po

Py'

ΔP

r0 r1

Δr

PL'



ＬＬＴ測定データシート

セル圧

P(kN/㎡)

スタン ドパ イプ 読み Ｈ’ ( c m )

15 30 60 120

ΔH(cm) H (cm)   PG  PG-P   Pe   r

(kN/㎡) (kN/㎡) (kN/㎡)  (cm)

地 質 名

使用ゴム管

測定月日

測定番号

調査件名

Ｎ値

時間

深度

測 定 者

記 録 者

機械番号

自然水位

孔内水位

タンク高さ

初期スタンドパイプの水位　 Ｈo

挿入後スタンドパイプの水位 Ｈo’

[注記] 1) PGは使用ゴムに応じてあらかじめ定めたH-PG曲線により求める。

2) Psは(PG-P)を求め、その最大値とする。　Ps =          (kN/㎡)

3) Peは次式から求める。  　Pe = P + Ps - PG

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う

地質調査業務

No.4- 4 .0 m

2 02 4/ 9 /2 4

ハイカー

GL-4. 0m

14 : 00

13

細中砂

風間　大

風間　大

01

GL-1.89m

GL-1.89m

GL+0.90m

0.398  cm

0.398  cm

0.243

H '
60
- H '

30
H '

60
- H o

   0.00   0.398   0.000    0.00    0.00    0.24  3.0000

   6.79   0.517   0.544   0.593   0.049   0.196    7.03    0.24    0.00  3.0172

  27.47   0.940   0.973   1.014   0.041   0.616   17.89   -9.58    9.82  3.0539

  48.49   1.264   1.263   1.291   0.027   0.893   24.39  -24.10   24.34  3.0778

  68.48   1.448   1.449   1.461   0.012   1.064   27.96  -40.52   40.76  3.0924

  89.48   1.598   1.599   1.599   0.000   1.201   30.84   58.88  3.1042

 108.17   1.728   1.728   1.748   0.020   1.351   33.66   74.76  3.1169

 128.87   1.874   1.874   1.873  -0.001   1.476   35.97   93.14  3.1275

 148.54   2.007   2.009   2.006  -0.003   1.608   38.44  110.34  3.1387

 167.43   2.157   2.156   2.156   0.000   1.759   41.23  126.45  3.1513

 188.99   2.300   2.300   2.301   0.000   1.903   43.65  145.58  3.1634

 209.84   2.482   2.482   2.482   0.001   2.084   46.70  163.38  3.1786

 227.40   2.659   2.658   2.662   0.003   2.264   49.72  177.93  3.1935

 247.65   2.831   2.831   2.844   0.013   2.447   52.58  195.32  3.2086

 266.27   3.051   3.051   3.067   0.015   2.669   55.74  210.77  3.2269

 287.47   3.276   3.280   3.295   0.014   2.897   58.98  228.73  3.2455

 306.35   3.499   3.509   3.519   0.010   3.122   62.10  244.49  3.2638

 326.23   3.740   3.742   3.768   0.026   3.370   65.25  261.22  3.2839

 346.02   4.015   4.027   4.063   0.036   3.665   68.99  277.27  3.3076

 366.27   4.294   4.322   4.352   0.029   3.954   72.43  294.08  3.3306

 389.03   4.594   4.620   4.672   0.052   4.275   75.96  313.31  3.3560

 406.10   4.936   4.967   5.014   0.047   4.617   79.73  326.61  3.3829

 425.95   5.285   5.325   5.381   0.056   4.983   83.31  342.88  3.4114

 449.77   5.664   5.712   5.776   0.064   5.378   86.58  363.44  3.4419

 466.64   6.073   6.120   6.200   0.081   5.803   90.09  376.79  3.4744

 486.84   6.523   6.575   6.664   0.089   6.266   93.62  393.46  3.5096

 507.60   6.984   7.054   7.156   0.102   6.758   97.29  410.56  3.5465
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孔内水平載荷試験

地 質 名

使用ゴム管

測定月日

測定番号

調査件名

Ｎ 値

時 間

深 度

試験装置

試験時の
状況

静止土圧

Po (kN/m
２
)

降伏圧

Py (kN/m
２
)

破壊圧

PL (kN/m
２
)

地盤係数

Km (kN/m
３
)

変形係数

Ｅ (kN/m
２
)

Ｋ値を求めた
中間半径
ｒm (cm )

ΔH ( c m)

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う

地質調査業務

No.4 -1 1 m

2 0 24 /9 / 25

ハイカー

GL-1 1. 0 m

9 : 30

3

砂質シルト

Auto LL T2

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5

3.00 3.50 4.00 4.50 5.00 5.50 6.00
    0.0

  100.0

  200.0

  300.0

  400.0

  500.0

  600.0

  700.0

    17.7    154.4    273.5     79405      3219     3.12

Po

Py'

ΔP

r0 r1

Δr

PL'



ＬＬＴ測定データシート

セル圧

P(kN/㎡)

スタン ドパ イプ 読み Ｈ’ ( c m )

15 30 60 120

ΔH(cm) H (cm)   PG  PG-P   Pe   r

(kN/㎡) (kN/㎡) (kN/㎡)  (cm)

地 質 名

使用ゴム管

測定月日

測定番号

調査件名

Ｎ値

時間

深度

測 定 者

記 録 者

機械番号

自然水位

孔内水位

タンク高さ

初期スタンドパイプの水位　 Ｈo

挿入後スタンドパイプの水位 Ｈo’

[注記] 1) PGは使用ゴムに応じてあらかじめ定めたH-PG曲線により求める。

2) Psは(PG-P)を求め、その最大値とする。　Ps =          (kN/㎡)

3) Peは次式から求める。  　Pe = P + Ps - PG

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う

地質調査業務

No.4- 1 1m

2 02 4/ 9 /2 5

ハイカー

GL-11 .0 m

9: 3 0

3

砂質シルト

風間　大

風間　大

01

GL-1.89m

GL-1.89m

GL+0.90m

0.814  cm

0.814  cm

13.068

H '
60
- H '

30
H '

60
- H o

   0.00   0.814   0.000    0.00    0.00   13.07  3.0000

  -8.58   0.814   0.814   0.812  -0.002  -0.002   -0.44    8.14    4.92  2.9998

 -13.75   0.811   0.811   0.811  -0.001  -0.003   -0.68   13.07    0.00  2.9997

  -5.98   0.861   0.861   0.877   0.015   0.063    3.56    9.54    3.53  3.0055

  12.90   1.044   1.043   1.058   0.015   0.244    8.30   -4.60   17.67  3.0214

  33.74   1.255   1.256   1.256   0.000   0.442   13.43  -20.30   33.37  3.0388

  52.81   1.446   1.449   1.462   0.013   0.648   18.70  -34.11   47.18  3.0566

  73.95   1.663   1.665   1.669   0.004   0.855   23.59   63.43  3.0745

  96.60   1.855   1.854   1.872   0.019   1.058   27.85   81.82  3.0920

 113.20   2.076   2.076   2.089   0.013   1.274   32.25   94.03  3.1104

 133.33   2.281   2.283   2.300   0.018   1.486   36.17  110.22  3.1284

 155.06   2.524   2.524   2.545   0.021   1.731   40.72  127.40  3.1490

 173.55   2.762   2.761   2.787   0.026   1.973   44.83  141.79  3.1693

 193.93   3.017   3.027   3.064   0.038   2.250   49.49  157.51  3.1924

 212.86   3.306   3.316   3.349   0.034   2.535   53.84  172.08  3.2159

 234.89   3.596   3.619   3.663   0.045   2.849   58.31  189.65  3.2416

 255.45   3.942   3.964   4.036   0.071   3.221   63.36  205.16  3.2719

 273.67   4.325   4.355   4.427   0.073   3.613   68.33  218.41  3.3034

 291.93   4.736   4.777   4.864   0.087   4.050   73.48  231.52  3.3382

 315.43   5.200   5.245   5.348   0.103   4.534   78.82  249.68  3.3764

 333.55   5.691   5.754   5.875   0.121   5.060   83.95  262.67  3.4174

 352.28   6.247   6.341   6.484   0.143   5.670   88.99  276.36  3.4643

 372.56   6.907   7.015   7.187   0.172   6.372   94.41  291.22  3.5176

 393.20   7.638   7.781   8.005   0.224   7.190  100.51  305.76  3.5786

 412.68   8.516   8.699   8.955   0.256   8.141  105.64  320.11  3.6482

 432.04   9.516   9.754  10.107   0.353   9.293  111.47  333.64  3.7308

 454.15  10.729  11.065  11.512   0.448  10.698  116.59  350.63  3.8293

 474.86  12.186  12.621  13.219   0.598  12.405  122.21  365.72  3.9454
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・PS 検層結果
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Ｐ波 Ｓ波
振源距離（ｍ） 2.30 1.60

比高差（ｍ） 0.00 0.00

深度
読取値 距離補正値 読取値 距離補正値
（msec） （msec） （msec） （msec）

1.0 4.00 1.59 9.69 5.13
2.0 4.82 3.16 13.25 10.34
3.0 5.97 4.74 17.20 15.18
4.0 6.92 6.00 22.64 21.02
5.0 7.45 6.77 28.76 27.40
6.0 8.03 7.50 34.67 33.50
7.0 8.61 8.18 41.05 40.02
8.0 9.27 8.91 47.74 46.81
9.0 9.97 9.66 54.66 53.82
10.0 10.50 10.23 61.43 60.65
11.0 11.25 11.01 69.64 68.91
12.0 11.90 11.69 76.93 76.26
13.0 12.59 12.40 85.40 84.76
14.0 13.22 13.05 93.01 92.41
15.0 13.92 13.76 100.82 100.25
16.0 14.54 14.39 107.84 107.30
17.0 15.20 15.06 114.36 113.86
18.0 15.80 15.68 120.88 120.41
19.0 16.60 16.48 127.41 126.96
20.0 17.22 17.10 133.80 133.37
21.0 17.92 17.81 139.88 139.47
22.0 18.66 18.56 146.57 146.18
23.0 19.36 19.26 153.29 152.92
24.0 20.02 19.92 159.72 159.37
25.0 20.67 20.59 165.12 164.78
26.0 21.27 21.19 170.50 170.18
27.0 21.99 21.91 175.46 175.15
28.0 22.65 22.58 180.63 180.33
29.0 23.27 23.20 185.80 185.51
30.0 24.01 23.94 191.27 191.00
31.0 24.60 24.53 195.53 195.27
32.0 25.18 25.11 198.87 198.62
33.0 25.73 25.66 202.13 201.89
34.0 26.36 26.30 205.09 204.87
35.0 26.99 26.93 207.56 207.35
36.0 27.54 27.48 209.84 209.63
37.0 28.20 28.14 212.51 212.31
38.0 28.75 28.70 214.88 214.69
39.0 29.33 29.28 218.03 217.84

表    －    ＰＳ検層  読み取り・補正 (No.3)

Ｐ波 Ｓ波

（ｍ）
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10

15
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35

(m)

50 100
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(msec)



層 土質性状 Ｖｐ Ｖｓ 密度 ポアソン比 剛性率 ヤング率
(m/s) (m/s) (t/m3) (kＮ/m2) (kＮ/m2)

1 0.00 - 3.70 盛土・礫混じり砂 640 190 0.452
2 3.70 - 8.70 中砂 1400 160 0.493
3 8.70 - 15.70 砂質シルト 1460 130 0.496
4 15.70 - 24.40 シルト 1460 160 0.494
5 24.40 - 30.60 シルト質細砂 1510 190 0.492
6 30.60 - 33.80 砂礫 1600 310 0.480
7 33.80 - 39.00 玉石混じり砂礫 1720 400 0.471

表－　　　ＰＳ検層　結果一覧（層区間）_No.3
各層の平均

(ｍ)
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シルト混じり砂

シ
ル
ト
質
細
砂

No.3
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640190

1400160

1460130

1460160

1510190

1600310

1720400
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・室内土質試験データシート



土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2025年 2月 13日

大橋 翔

1P-4

(4.15～4.45m)

2.650

26.2

0.0

88.8

11.2

-

0.3042

2

0.1541

細粒分まじり砂

(S-F)

1P-7

(7.15～7.45m)

2.644

38.6

0.1

82.4

17.5

-

0.1467

4.75

0.0863

細粒分質砂

(SF)

1P-11

(11.15～11.45m)

2.643

45.4

0.2

14.8

59.5

25.5

-

0.0169

4.75

0.0025

45.8

30.1

15.7

砂まじりシルト

(ML-S)

（低液性限界）

1P-14

(14.15～14.45m)

2.655

49.2

0.1

11.3

56.6

32.0

-

0.0129

4.75

-

42.4

29.5

12.9

砂まじりシルト

(ML-S)

（低液性限界）

1P-19

(19.15～19.45m)

2.675

64.2

0.2

2.3

38.0

59.5

-

0.0029

4.75

-

53.4

28.9

24.5

粘土

(CH)

（高液性限界）

5 0 ％ 粒 径D50

2 0 ％ 粒 径D20

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

mm

mm

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2



土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2025年 2月 13日

大橋 翔

2P-4

(4.15～4.45m)

2.645

26.4

0.2

84.0

15.8

-

0.3017

4.75

0.1275

細粒分質砂

(SF)

2P-7

(7.15～7.45m)

2.646

32.8

0.1

77.8

22.1

-

0.1281

4.75

-

細粒分質砂

(SF)

2P-9

(9.15～9.52m)

2.631

45.1

0.1

22.0

57.7

20.2

-

0.0292

4.75

0.0048

44.2

32.1

12.1

砂質シルト

(MLS)

（低液性限界）

2P-11

(11.15～11.55m)

2.629

48.6

0.3

8.0

63.1

28.6

-

0.0152

4.75

0.0015

50.9

31.9

19.0

砂まじりシルト

(MH-S)

（高液性限界）

2P-14

(14.15～14.45m)

2.654

32.2

0.1

48.1

34.7

17.1

-

0.0692

4.75

0.0084

ＮＰ

ＮＰ

－

砂質シルト

(MS)

2T-19

(19.00～20.00m)

1.593

0.964

2.640

65.2

1.741

99.1

0.0

0.5

38.3

61.2

-

0.0025

0.850

-

59.7

31.6

28.1

シルト

(MH)

144

129

0.82

223

土の段階載荷による圧密試験

（高液性限界）

5 0 ％ 粒 径D50

2 0 ％ 粒 径D20

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

mm

mm

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2



土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2025年 2月 13日

大橋 翔

3P-3

(3.15～3.47m)

2.642

28.5

7.5

67.4

25.1

-

0.2268

4.75

-

礫まじり

(SF-G)

細粒分質砂

3P-6

(6.15～6.45m)

2.650

24.7

0.0

83.3

16.7

-

0.2384

2

0.1037

細粒分質砂

(SF)

3P-9

(9.15～9.45m)

2.639

48.3

0.0

20.2

57.9

21.9

-

0.0290

2

0.0037

ＮＰ

ＮＰ

－

砂質シルト

(MS)

3P-13

(13.15～13.60m)

2.653

44.3

0.0

17.3

50.5

32.2

-

0.0172

2

0.0013

47.8

28.8

19.0

砂質シルト

(MLS)

（低液性限界）

3P-18

(18.00～18.50m)

2.721

64.7

0.0

5.6

34.7

59.7

-

0.0028

2

-

76.9

35.9

41.0

砂まじりシルト

(MH-S)

（高液性限界）

5 0 ％ 粒 径D50

2 0 ％ 粒 径D20

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

mm

mm

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2



土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2025年 2月 13日

大橋 翔

4P-3

(3.15～3.45m)

2.653

25.5

0.0

89.1

10.9

-

0.3084

2

0.1769

細粒分まじり砂

(S-F)

4P-6

(6.15～6.45m)

2.656

25.0

0.0

90.6

9.4

4.75

0.3490

2

0.1969

細粒分まじり砂

(S-F)

4P-8

(8.15～8.45m)

2.634

37.8

0.0

61.1

25.9

13.0

-

0.1289

2

0.0179

ＮＰ

ＮＰ

－

細粒分質砂

(SF)

4P-12

(12.15～12.49m)

2.628

44.5

0.0

35.2

42.6

22.2

-

0.0395

2

0.0029

41.3

28.4

12.9

砂質シルト

(MLS)

（低液性限界）

4P-14

(14.15～14.49m)

2.636

49.7

0.0

13.1

57.8

29.1

-

0.0171

2

0.0020

46.4

30.7

15.7

砂まじりシルト

(ML-S)

（低液性限界）

4T-19

(19.00～20.00m)

1.593

0.967

2.648

61.3

1.738

98.6

0.0

1.3

39.2

59.5

-

0.0031

2

-

53.0

31.8

21.2

シルト

(MH)

112

131

0.84

215

土の段階載荷による圧密試験

（高液性限界）

5 0 ％ 粒 径D50

2 0 ％ 粒 径D20

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

mm

mm

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2



土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2025年 2月 13日

大橋 翔

5P-4

(4.15～4.45m)

2.650

29.2

0.0

83.1

16.9

-

0.1787

2

0.1029

細粒分質砂

(SF)

5P-7

(7.15～7.45m)

2.652

27.5

0.0

89.7

10.3

-

0.1950

2

0.1330

細粒分まじり砂

(S-F)

5P-11

(11.15～11.45m)

2.637

36.3

0.1

32.8

49.9

17.2

25.3

0.0398

4.75

0.0065

42.7

28.8

13.9

砂質シルト

(MLS)

（低液性限界）

5P-14

(14.15～14.55m)

2.644

47.6

0.1

8.3

57.5

34.1

-

0.0126

4.75

-

50.2

29.4

20.8

砂まじりシルト

(MH-S)

（高液性限界）

5P-18

(18.00～18.50m)

2.677

60.6

0.0

6.0

35.0

59.0

-

0.0028

2

-

73.1

33.9

39.2

砂まじり粘土

(CH-S)

（高液性限界）

5 0 ％ 粒 径D50

2 0 ％ 粒 径D20

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

mm

mm

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2



J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾 燥 質 量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾 燥 質 量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾 燥 質 量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2025年 2月 4日

石原 聖子

1P-4 (4.15～4.45m)

355

132.529

12.5

0.99944

117.698

A355

89.422

65.581

23.841

2.645

356

140.404

12.5

0.99944

125.748

A356

91.762

68.247

23.515

2.653

2.650

357

137.274

12.5

0.99944

124.144

A357

88.542

67.469

21.073

2.652

1P-7 (7.15～7.45m)

358

133.353

12.5

0.99944

122.459

A358

83.953

66.469

17.484

2.652

359

133.844

12.5

0.99944

125.002

A359

82.091

67.854

14.237

2.637

2.644

360

133.575

12.5

0.99944

124.176

A360

81.428

66.315

15.113

2.643

1P-11 (11.15～11.45m)

1

137.722

12.5

0.99944

125.750

A1

85.476

66.224

19.252

2.643

2

136.217

12.5

0.99944

123.787

A2

87.858

67.869

19.989

2.643

2.643

3

131.251

12.5

0.99944

118.316

A3

87.445

66.641

20.804

2.642

1P-14 (14.15～14.45m)

4

137.703

12.5

0.99944

125.199

A4

85.834

65.771

20.063

2.653

5

136.575

12.5

0.99944

122.044

A5

90.766

67.470

23.296

2.656

2.655

6

136.933

12.5

0.99944

123.525

A6

91.037

69.534

21.503

2.655

1P-19 (19.15～19.45m)

7

138.860

12.5

0.99944

126.298

A7

88.048

67.960

20.088

2.668

8

135.501

12.5

0.99944

124.596

A8

82.850

65.473

17.377

2.683

2.675

9

134.074

12.5

0.99944

123.650

A9

82.628

65.987

16.641

2.675



J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾 燥 質 量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾 燥 質 量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾 燥 質 量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 17日

石原 聖子

2P-4 (4.15～4.45m)

49

130.774

23.0

0.99754

120.133

A49

83.010

65.932

17.078

2.647

50

136.241

23.0

0.99754

122.173

A50

90.884

68.288

22.596

2.643

2.645

51

137.020

23.0

0.99754

125.461

A51

83.933

65.369

18.564

2.644

2P-7 (7.15～7.45m)

52

132.301

22.5

0.99765

124.200

A52

78.783

65.751

13.032

2.637

53

131.134

22.5

0.99765

122.350

A53

79.130

65.049

14.081

2.652

2.646

54

130.351

22.5

0.99765

122.891

A54

80.342

68.374

11.968

2.649

2P-9 (9.15～9.52m)

55

132.825

22.5

0.99765

125.812

A55

81.641

70.347

11.294

2.632

56

128.945

22.5

0.99765

120.252

A56

79.419

65.419

14.000

2.632

2.631

57

132.576

22.5

0.99765

122.912

A57

84.341

68.764

15.577

2.628

2P-11 (11.15～11.55m)

58

131.916

22.5

0.99765

122.912

A58

78.341

63.827

14.514

2.628

59

131.968

22.5

0.99765

123.643

A59

79.290

65.858

13.432

2.624

2.629

60

128.996

22.5

0.99765

120.343

A60

79.526

65.598

13.928

2.634

2P-14 (14.15～14.45m)

61

132.668

22.5

0.99765

123.702

A61

80.893

66.547

14.346

2.660

62

137.014

22.5

0.99765

124.030

A62

88.353

67.542

20.811

2.653

2.654

63

131.863

22.5

0.99765

119.628

A63

85.872

66.251

19.621

2.650

2T-19 (19.00～20.00m)

64

128.459

22.5

0.99765

120.735

A64

78.489

66.039

12.450

2.628

65

126.875

22.5

0.99765

118.076

A65

80.048

65.926

14.122

2.647

2.640

66

132.510

22.5

0.99765

124.785

A66

79.095

66.689

12.406

2.644



J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾 燥 質 量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾 燥 質 量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾 燥 質 量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 17日

石原 聖子

3P-3 (3.15～3.47m)

67

131.240

22.5

0.99765

117.359

A67

88.421

66.145

22.276

2.647

68

134.808

22.5

0.99765

122.656

A68

85.510

65.955

19.555

2.635

2.642

69

133.761

22.5

0.99765

119.768

A69

87.928

65.457

22.471

2.644

3P-6 (6.15～6.45m)

70

130.703

22.5

0.99765

121.020

A70

81.355

65.815

15.540

2.647

71

135.789

22.5

0.99765

126.215

A71

84.602

69.252

15.350

2.651

2.650

72

129.467

22.5

0.99765

121.156

A72

80.077

66.752

13.325

2.651

3P-9 (9.15～9.45m)

73

131.143

22.5

0.99765

120.319

A73

83.468

66.061

17.407

2.638

74

130.422

22.5

0.99765

119.792

A74

83.216

66.108

17.108

2.635

2.639

75

133.892

22.5

0.99765

122.859

A75

83.783

66.059

17.724

2.643

3P-13 (13.15～13.60m)

76

132.937

22.5

0.99765

120.246

A76

86.667

66.327

20.340

2.653

77

128.069

22.5

0.99765

118.104

A77

82.149

66.174

15.975

2.652

2.653

78

131.182

22.5

0.99765

120.294

A78

83.482

66.036

17.446

2.654

3P-18 (18.00～18.50m)

79

131.755

22.5

0.99765

121.704

A79

81.233

65.363

15.870

2.721

80

134.827

22.5

0.99765

124.433

A80

81.679

65.233

16.446

2.711

2.721

81

135.426

22.5

0.99765

126.946

A81

86.133

72.772

13.361

2.731



J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾 燥 質 量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾 燥 質 量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾 燥 質 量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 17日

石原 聖子

4P-3 (3.15～3.45m)

82

134.624

22.5

0.99765

123.306

A82

84.333

66.197

18.136

2.654

83

129.221

22.5

0.99765

119.244

A83

82.079

66.117

15.962

2.661

2.653

84

133.661

22.5

0.99765

120.506

A84

86.914

65.794

21.120

2.645

4P-6 (6.15～6.45m)

85

130.633

22.5

0.99765

117.113

A85

88.256

66.641

21.615

2.664

86

134.590

22.5

0.99765

120.188

A86

89.150

66.064

23.086

2.652

2.656

87

130.147

22.5

0.99765

119.637

A87

82.986

66.133

16.853

2.651

4P-8 (8.15～8.45m)

88

130.149

22.5

0.99765

119.949

A88

82.609

66.178

16.431

2.631

89

133.236

22.5

0.99765

123.097

A89

81.746

65.425

16.321

2.634

2.634

90

132.116

22.5

0.99765

123.834

A90

83.457

70.132

13.325

2.636

4P-12 (12.15～12.49m)

91

132.389

22.5

0.99765

123.064

A91

79.893

64.874

15.019

2.631

92

134.838

22.5

0.99765

126.517

A92

82.130

68.679

13.451

2.616

2.628

93

132.607

22.5

0.99765

120.592

A93

80.633

61.303

19.330

2.636

4P-14 (14.15～14.49m)

94

131.610

22.5

0.99765

120.379

A94

84.585

66.509

18.076

2.635

95

132.540

22.5

0.99765

122.508

A95

82.164

66.031

16.133

2.638

2.636

96

132.637

22.5

0.99765

122.792

A96

82.521

66.675

15.846

2.634

4T-19 (19.00～20.00m)

97

127.886

22.5

0.99765

119.363

A97

79.902

66.220

13.682

2.646

98

132.853

22.5

0.99765

124.515

A98

80.640

67.277

13.363

2.653

2.648

99

125.902

22.5

0.99765

118.445

A99

76.206

64.231

11.975

2.644



J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾 燥 質 量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾 燥 質 量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉 乾 燥 質 量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 17日

石原 聖子

5P-4 (4.15～4.45m)

100

132.629

22.5

0.99765

120.029

A100

86.896

66.683

20.213

2.649

101

131.139

22.5

0.99765

120.185

A101

83.773

66.206

17.567

2.650

2.650

102

136.425

22.5

0.99765

124.543

A102

87.127

68.079

19.048

2.652

5P-7 (7.15～7.45m)

103

131.010

22.5

0.99765

121.375

A103

82.379

66.933

15.446

2.652

104

130.438

22.5

0.99765

119.201

A104

83.684

65.684

18.000

2.655

2.652

105

130.232

22.5

0.99765

120.441

A105

81.939

66.234

15.705

2.649

5P-11 (11.15～11.45m)

106

134.147

22.5

0.99765

123.657

A106

85.926

69.048

16.878

2.636

107

131.595

22.5

0.99765

121.506

A107

79.996

63.786

16.210

2.642

2.637

108

134.240

22.5

0.99765

119.649

A108

88.631

65.146

23.485

2.634

5P-14 (14.15～14.55m)

109

132.683

22.5

0.99765

124.376

A109

79.213

65.842

13.371

2.634

110

132.593

22.5

0.99765

124.052

A110

81.388

67.683

13.705

2.648

2.644

111

133.726

22.5

0.99765

125.298

A111

80.112

66.597

13.515

2.651

5P-18 (18.00～18.50m)

112

130.794

22.5

0.99765

123.206

A112

81.477

69.348

12.129

2.665

113

129.594

22.5

0.99765

119.867

A113

81.243

65.764

15.479

2.685

2.677

114

129.140

22.5

0.99765

120.248

A114

79.592

65.431

14.161

2.681



J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2025年 2月 3日

石原 聖子

26.2

1P-4 (4.15～4.45m)

C91

83.58

71.02

23.65

26.5

C92

83.77

71.30

23.74

26.2

C93

81.14

69.27

23.63

26.0

38.6

1P-7 (7.15～7.45m)

C94

74.34

60.47

24.53

38.6

C95

73.39

59.22

22.60

38.7

C96

75.39

60.69

22.50

38.5

45.4

1P-11 (11.15～11.45m)

C97

77.35

60.83

24.18

45.1

C98

75.43

58.88

22.54

45.5

C99

75.65

59.18

23.14

45.7

49.2

1P-14 (14.15～14.45m)

C100

102.77

76.65

23.00

48.7

C101

98.84

73.85

22.30

48.5

C102

101.68

74.77

21.44

50.5

64.2

1P-19 (19.15～19.45m)

C103

76.47

55.48

22.69

64.0

C104

81.10

57.93

21.98

64.5

C105

80.07

57.50

22.36

64.2



J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 16日

石原 聖子

26.4

2P-4 (4.15～4.45m)

C292

76.47

65.59

24.37

26.4

C293

72.62

62.53

24.43

26.5

C294

72.50

62.43

24.12

26.3

32.8

2P-7 (7.15～7.45m)

C295

87.08

71.45

23.92

32.9

C296

96.99

78.97

23.86

32.7

C297

98.46

80.21

24.49

32.8

45.1

2P-9 (9.15～9.52m)

C298

83.91

65.35

23.74

44.6

C299

92.44

71.04

24.11

45.6

C300

96.06

73.67

24.04

45.1

48.6

2P-11 (11.15～11.55m)

C1

82.69

62.79

21.59

48.3

C2

90.11

67.64

21.94

49.2

C3

84.44

63.79

21.09

48.4

32.2

2P-14 (14.15～14.45m)

C4

64.21

53.87

21.57

32.0

C5

58.82

49.79

21.74

32.2

C6

71.10

58.95

21.57

32.5

65.2

2T-19 (19.00～20.00m)

C7

85.30

60.12

21.98

66.0

C8

72.80

52.59

21.81

65.7

C9

76.62

55.34

21.99

63.8



J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 16日

石原 聖子

28.5

3P-3 (3.15～3.47m)

C10

55.49

47.98

21.62

28.5

C11

60.53

51.95

22.00

28.6

C12

66.75

56.80

21.91

28.5

24.7

3P-6 (6.15～6.45m)

C13

66.18

57.23

21.77

25.2

C14

57.50

50.41

21.64

24.6

C15

64.12

55.79

21.42

24.2

48.3

3P-9 (9.15～9.45m)

C16

82.93

63.28

22.08

47.7

C17

84.14

63.27

21.77

50.3

C18

87.12

66.18

21.51

46.9

44.3

3P-13 (13.15～13.60m)

C19

79.69

62.12

22.23

44.0

C20

74.13

57.90

21.68

44.8

C21

86.07

66.54

22.40

44.2

64.7

3P-18 (18.00～18.50m)

有機物が多くバラつき有り

C22

65.90

48.09

21.29

66.5

C23

91.98

65.60

21.55

59.9

C24

67.44

49.16

22.19

67.8



J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 16日

石原 聖子

25.5

4P-3 (3.15～3.45m)

C28

56.94

49.87

21.66

25.1

C29

73.76

63.74

21.88

23.9

C30

61.94

53.19

21.49

27.6

25.0

4P-6 (6.15～6.45m)

C31

56.30

49.85

23.44

24.4

C32

60.81

53.32

22.96

24.7

C33

57.73

50.50

22.46

25.8

37.8

4P-8 (8.15～8.45m)

C34

70.04

57.26

22.46

36.7

C35

73.96

59.64

22.17

38.2

C36

96.79

76.36

23.25

38.5

44.5

4P-12 (12.15～12.49m)

C37

86.13

67.04

23.01

43.4

C38

80.85

63.11

23.53

44.8

C39

83.48

64.65

22.97

45.2

49.7

4P-14 (14.15～14.49m)

C40

86.39

65.42

22.52

48.9

C41

72.82

56.11

22.76

50.1

C42

84.14

63.85

23.37

50.1

61.3

4T-19 (19.00～20.00m)

C43

82.53

60.00

23.23

61.3

C44

74.37

55.06

23.27

60.7

C45

76.08

55.93

23.40

61.9



J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 16日

石原 聖子

29.2

5P-4 (4.15～4.45m)

C46

91.41

75.71

22.18

29.3

C47

90.71

75.63

23.55

29.0

C48

92.62

77.15

24.10

29.2

27.5

5P-7 (7.15～7.45m)

C49

86.17

72.66

23.52

27.5

C50

125.65

103.48

23.08

27.6

C51

90.06

75.61

23.12

27.5

36.3

5P-11 (11.15～11.45m)

C52

85.45

68.44

21.79

36.5

C53

83.30

67.41

23.59

36.3

C54

83.18

67.21

22.79

36.0

47.6

5P-14 (14.15～14.55m)

C55

88.23

67.57

24.11

47.5

C56

90.99

69.37

23.48

47.1

C57

104.10

77.49

22.25

48.2

60.6

5P-18 (18.00～18.50m)

C58

91.36

65.76

23.10

60.0

C59

102.10

71.69

22.58

61.9

C60

84.47

61.63

23.53

59.9



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2025年 2月 5日

石原 聖子

1P-4

(4.15～4.45m)

100.0

98.5

70.5

38.9

13.8

11.2

1P-4

(4.15～4.45m)

0

0

0

1.5

59.6

27.7

11.2

100.0

70.5

11.2

2

0.3581

0.3042

0.2069

-

-

-

-

-

0.1541

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

1P-4



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2025年 2月 5日

石原 聖子

1P-7

(7.15～7.45m)

100.0

99.9

99.7

98.9

96.0

25.5

17.5

1P-7

(7.15～7.45m)

0

0

0.1

0.2

3.7

78.5

17.5

99.9

98.9

17.5

4.75

0.1602

0.1467

0.1176

-

-

-

-

-

0.0863

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

1P-7



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2025年 2月 5日

石原 聖子

1P-11

(11.15～11.45m)

100.0

99.8

99.6

99.4

99.1

92.5

85.0

0.0522 77.8

0.0376 70.7

0.0243 60.3

0.0145 45.6

0.0105 37.1

0.0075 30.9

0.0038 22.8

0.0016 17.9

1P-11

(11.15～11.45m)

0

0

0.2

0.2

0.5

14.1

59.5

25.5

99.8

99.4

85.0

4.75

0.0241

0.0169

0.0071

-

-

-

2.643

ヘキサメタりん酸ナトリウム飽和溶液

20% ，10ml

0.0025

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

1P-11



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2025年 2月 5日

石原 聖子

1P-14

(14.15～14.45m)

100.0

99.9

99.8

99.5

99.0

95.4

88.6

0.0523 81.3

0.0375 75.2

0.0243 64.9

0.0144 52.9

0.0103 44.5

0.0074 37.6

0.0038 29.1

0.0016 22.2

1P-14

(14.15～14.45m)

0

0

0.1

0.1

0.8

10.4

56.6

32.0

99.9

99.5

88.6

4.75

0.0197

0.0129

0.0042

-

-

-

2.655

ヘキサメタりん酸ナトリウム飽和溶液

20% ，10ml

-

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

1P-14



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2025年 2月 5日

石原 聖子

1P-19

(19.15～19.45m)

100.0

99.8

99.5

99.2

98.8

98.1

97.5

0.0500 96.6

0.0355 95.1

0.0227 90.4

0.0134 80.5

0.0096 73.2

0.0069 65.9

0.0035 53.1

0.0015 40.2

1P-19

(19.15～19.45m)

0

0

0.2

0.3

0.7

1.3

38.0

59.5

99.8

99.2

97.5

4.75

0.0051

0.0029

-

-

-

-

2.675

ヘキサメタりん酸ナトリウム飽和溶液

20% ，10ml

-

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

1P-19



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

2P-4

(4.15～4.45m)

100.0

99.8

99.2

76.8

38.7

18.2

15.8

2P-4

(4.15～4.45m)

0

0

0.2

0.6

60.5

22.9

15.8

99.8

76.8

15.8

4.75

0.3430

0.3017

0.1996

-

-

-

-

-

0.1275

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005
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粒径加積曲線

2P-4



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

2P-7

(7.15～7.45m)

100.0

99.9

99.6

99.3

98.0

35.9

22.1

2P-7

(7.15～7.45m)

0

0

0.1

0.3

1.6

75.9

22.1

99.9

99.3

22.1

4.75

0.1430

0.1281

0.0935

-

-

-

-

-

-

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005
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粒径加積曲線

2P-7



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

2P-9

(9.15～9.52m)

100.0

99.9

99.7

99.5

98.9

87.6

77.9

0.0514 67.1

0.0373 57.6

0.0244 44.7

0.0145 32.3

0.0104 27.7

0.0074 23.7

0.0037 18.2

0.0015 13.9

2P-9

(9.15～9.52m)

0

0

0.1

0.2

0.8

21.0

57.7

20.2

99.9

99.5

77.9

4.75

0.0405

0.0292

0.0125

-

-

-

2.631

ヘキサメタりん酸ナトリウム飽和溶液

20% ，10ml

0.0048

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005
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2P-9



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

2P-11

(11.15～11.55m)

100.0

99.7

99.6

99.5

99.4

96.7

91.7

0.0494 83.6

0.0358 74.8

0.0234 62.3

0.0140 47.9

0.0101 39.9

0.0073 33.4

0.0037 26.0

0.0015 20.1

2P-11

(11.15～11.55m)

0

0

0.3

0.1

0.2

7.7

63.1

28.6

99.7

99.5

91.7

4.75

0.0217

0.0152

0.0057

-

-

-

2.629

ヘキサメタりん酸ナトリウム飽和溶液

20% ，10ml

0.0015

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005
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粒径加積曲線

2P-11



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

2P-14

(14.15～14.45m)

100.0

99.9

99.8

99.6

97.6

62.9

51.8

0.0544 45.2

0.0391 38.6

0.0251 32.7

0.0147 26.7

0.0105 21.9

0.0075 19.3

0.0038 16.2

0.0015 13.6

2P-14

(14.15～14.45m)

0

0

0.1

0.1

2.2

45.8

34.7

17.1

99.9

99.6

51.8

4.75

0.0984

0.0692

0.0194

-

-

-

2.654

ヘキサメタりん酸ナトリウム飽和溶液

20% ，10ml

0.0084

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005
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0
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100

粒径加積曲線

2P-14



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

2T-19

(19.00～20.00m)

100.0

99.9

99.9

99.7

99.5

0.0508 98.8

0.0361 96.4

0.0232 89.7

0.0136 80.9

0.0097 75.7

0.0070 68.1

0.0036 55.8

0.0015 44.2

2T-19

(19.00～20.00m)

0

0

0

0

0.1

0.4

38.3

61.2

100.0

99.9

99.5

0.850

0.0047

0.0025

-

-

-

-

2.640

ヘキサメタりん酸ナトリウム飽和溶液

20% ，10ml

-

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005
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0
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90

100

粒径加積曲線

2T-19



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

3P-3

(3.15～3.47m)

100.0

92.5

87.9

84.5

55.8

26.9

25.1

3P-3

(3.15～3.47m)

0

0

7.5

4.6

32.1

30.7

25.1

92.5

84.5

25.1

4.75

0.2668

0.2268

0.1349

-

-

-

-

-

-

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005
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0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

3P-3



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

3P-6

(6.15～6.45m)

100.0

99.4

83.6

52.7

20.3

16.7

3P-6

(6.15～6.45m)

0

0

0

0.6

46.7

36.0

16.7

100.0

83.6

16.7

2

0.2825

0.2384

0.1544

-

-

-

-

-

0.1037

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005
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90

100

粒径加積曲線

3P-6



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

3P-9

(9.15～9.45m)

100.0

99.7

99.5

98.4

88.2

79.8

0.0521 68.5

0.0378 58.0

0.0246 45.4

0.0146 33.0

0.0104 27.9

0.0074 24.7

0.0037 20.0

0.0015 15.5

3P-9

(9.15～9.45m)

0

0

0

0.3

1.3

18.6

57.9

21.9

100.0

99.5

79.8

2

0.0403

0.0290

0.0122

-

-

-

2.639

ヘキサメタりん酸ナトリウム飽和溶液

20% ，10ml

0.0037

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0
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100

粒径加積曲線

3P-9



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

3P-13

(13.15～13.60m)

100.0

99.8

99.6

99.3

90.1

82.7

0.0512 73.2

0.0370 64.9

0.0239 56.3

0.0141 46.2

0.0101 40.6

0.0072 36.3

0.0037 28.9

0.0015 20.6

3P-13

(13.15～13.60m)

0

0

0

0.2

0.5

16.6

50.5

32.2

100.0

99.6

82.7

2

0.0292

0.0172

0.0041

-

-

-

2.653

ヘキサメタりん酸ナトリウム飽和溶液

20% ，10ml

0.0013

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005
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100

粒径加積曲線

3P-13



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

3P-18

(18.00～18.50m)

100.0

97.5

96.6

96.0

95.0

94.4

0.0501 93.1

0.0356 90.8

0.0227 86.1

0.0133 77.9

0.0095 72.0

0.0068 65.4

0.0035 53.6

0.0015 41.9

3P-18

(18.00～18.50m)

0

0

0

2.5

1.5

1.6

34.7

59.7

100.0

96.6

94.4

2

0.0051

0.0028

-

-

-

-

2.721

ヘキサメタりん酸ナトリウム飽和溶液

20% ，10ml

-

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
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粒径加積曲線

3P-18



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

4P-3

(3.15～3.45m)

100.0

99.5

74.8

35.0

12.9

10.9

4P-3

(3.15～3.45m)

0

0

0

0.5

64.5

24.1

10.9

100.0

74.8

10.9

2

0.3497

0.3084

0.2287

-

-

-

-

-

0.1769

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

4P-3



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

4P-6

(6.15～6.45m)

100.0

99.2

64.7

29.3

11.2

9.4

4P-6

(6.15～6.45m)

0

0

0

0.8

69.9

19.9

9.4

100.0

64.7

9.4

2

0.3996

0.3490

0.2535

0.0842

4.75

1.9

-

-

0.1969

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

4P-6



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

4P-8

(8.15～8.45m)

100.0

99.6

97.9

80.7

44.2

38.9

0.0556 35.4

0.0397 31.3

0.0256 24.1

0.0149 18.5

0.0106 16.0

0.0075 14.4

0.0038 12.2

0.0016 10.5

4P-8

(8.15～8.45m)

0

0

0

0.4

18.9

41.8

25.9

13.0

100.0

97.9

38.9

2

0.1652

0.1289

0.0367

-

-

-

2.634

ヘキサメタりん酸ナトリウム飽和溶液

20% ，10ml

0.0179

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

4P-8



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

4P-12

(12.15～12.49m)

100.0

99.2

97.8

93.9

75.8

64.8

0.0534 56.8

0.0384 49.4

0.0247 41.7

0.0145 34.6

0.0104 29.9

0.0074 25.9

0.0037 20.7

0.0015 17.9

4P-12

(12.15～12.49m)

0

0

0

0.8

5.3

29.1

42.6

22.2

100.0

97.8

64.8

2

0.0618

0.0395

0.0105

-

-

-

2.628

ヘキサメタりん酸ナトリウム飽和溶液

20% ，10ml

0.0029

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

4P-12



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

4P-14

(14.15～14.49m)

100.0

99.8

99.4

99.1

94.2

86.9

0.0510 77.5

0.0368 69.3

0.0239 58.1

0.0142 46.1

0.0102 40.0

0.0073 34.0

0.0037 26.0

0.0015 18.4

4P-14

(14.15～14.49m)

0

0

0

0.2

0.7

12.2

57.8

29.1

100.0

99.4

86.9

2

0.0258

0.0171

0.0054

-

-

-

2.636

ヘキサメタりん酸ナトリウム飽和溶液

20% ，10ml

0.0020

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

4P-14



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

4T-19

(19.00～20.00m)

100.0

99.9

99.8

99.6

99.1

98.7

0.0502 97.7

0.0357 95.1

0.0230 87.6

0.0135 79.1

0.0097 72.7

0.0069 66.0

0.0036 53.0

0.0015 39.9

4T-19

(19.00～20.00m)

0

0

0

0.1

0.3

0.9

39.2

59.5

100.0

99.8

98.7

2

0.0051

0.0031

-

-

-

-

2.648

ヘキサメタりん酸ナトリウム飽和溶液

20% ，10ml

-

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

4T-19



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

5P-4

(4.15～4.45m)

100.0

99.5

94.7

74.2

20.5

16.9

5P-4

(4.15～4.45m)

0

0

0

0.5

25.3

57.3

16.9

100.0

94.7

16.9

2

0.2038

0.1787

0.1337

-

-

-

-

-

0.1029

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

5P-4



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

5P-7

(7.15～7.45m)

100.0

99.9

98.9

72.3

12.0

10.3

5P-7

(7.15～7.45m)

0

0

0

0.1

27.6

62.0

10.3

100.0

98.9

10.3

2

0.2175

0.1950

0.1544

-

-

-

-

-

0.1330

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

5P-7



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

5P-11

(11.15～11.45m)

100.0

99.9

99.7

99.2

97.0

77.7

67.1

0.0523 57.3

0.0379 48.8

0.0246 38.7

0.0145 29.5

0.0104 25.5

0.0074 21.4

0.0038 14.6

0.0016 7.6

5P-11

(11.15～11.45m)

0

0

0.1

0.2

2.7

29.9

49.9

17.2

99.9

99.2

67.1

4.75

0.0581

0.0398

0.0150

0.0023

25.3

1.7

2.637

ヘキサメタりん酸ナトリウム飽和溶液

20% ，10ml

0.0065

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

5P-11



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

5P-14

(14.15～14.55m)

100.0

99.9

99.8

99.8

99.5

96.3

91.6

0.0500 84.0

0.0361 76.4

0.0235 64.8

0.0140 52.3

0.0100 45.2

0.0072 39.2

0.0037 30.7

0.0015 22.6

5P-14

(14.15～14.55m)

0

0

0.1

0.1

0.3

7.9

57.5

34.1

99.9

99.8

91.6

4.75

0.0195

0.0126

0.0035

-

-

-

2.644

ヘキサメタりん酸ナトリウム飽和溶液

20% ，10ml

-

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

5P-14



J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 18日

石原 聖子

5P-18

(18.00～18.50m)

100.0

97.7

96.7

96.0

94.9

94.0

0.0501 92.7

0.0355 91.1

0.0226 87.6

0.0133 79.1

0.0095 72.1

0.0068 64.7

0.0035 53.4

0.0015 42.1

5P-18

(18.00～18.50m)

0

0

0

2.3

1.7

2.0

35.0

59.0

100.0

96.7

94.0

2

0.0053

0.0028

-

-

-

-

2.677

ヘキサメタりん酸ナトリウム飽和溶液

20% ，10ml

-

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

5P-18



土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）
J I S A 1 2 0 5

J G S 0 1 4 1

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2025年 2月 5日

石原 聖子

1P-11 (11.15～11.45m)

35 45.2

28 45.5

24 45.7

20 46.1

16 46.8

12 47.7

30.2

30.0

30.2

45.8

30.1

15.7

1P-14 (14.15～14.45m)

34 41.9

30 42.1

24 42.5

19 42.8

14 43.5

10 44.3

29.1

29.7

29.7

42.4

29.5

12.9

1P-19 (19.15～19.45m)

37 52.7

28 53.2

24 53.4

21 53.7

13 54.5

10 55.1

29.5

29.0

28.3

53.4

28.9

24.5

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

42

44

46

48

50

45.8 %

If =  5.4

41

42

43

44

45

42.4 %

If =  4.5

51.5

52.5

53.5

54.5

55.5

53.4 %

If =  4.2



土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）
J I S A 1 2 0 5

J G S 0 1 4 1

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 23日

石原 聖子

2P-9 (9.15～9.52m)

39 42.9

32 43.6

27 43.9

23 44.3

17 45.5

12 46.4

32.5

31.7

32.0

44.2

32.1

12.1

2P-11 (11.15～11.55m)

33 50.2

28 50.6

23 51.0

20 51.7

14 52.3

10 53.6

31.8

32.5

31.3

50.9

31.9

19.0

2P-14 (14.15～14.45m)

ＮＰ

ＮＰ

－

2T-19 (19.00～20.00m)

9 63.6

14 61.7

19 60.4

33 59.0

27 59.2

32.2

31.6

30.9

59.7

31.6

28.1

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

40

42

44

46

48

44.2 %

If =  6.9

47

49

51

53

55

50.9 %

If =  6.4

ＮＰ

56

58

60

62

64

59.7 %

If =  8.4



土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）
J I S A 1 2 0 5

J G S 0 1 4 1

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 23日

石原 聖子

3P-9 (9.15～9.45m)

ＮＰ

ＮＰ

－

3P-13 (13.15～13.60m)

31 47.6

26 47.7

21 48.1

18 48.4

15 48.8

12 49.6

28.0

29.2

29.3

47.8

28.8

19.0

3P-18 (18.00～18.50m)

40 74.7

31 75.3

28 75.9

24 77.4

21 78.1

17 78.9

34.7

36.5

36.5

76.9

35.9

41.0

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

ＮＰ

44

46

48

50

52

47.8 %

If =  4.8

70

74

78

82

86

76.9 %

If =  12.4



土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）
J I S A 1 2 0 5

J G S 0 1 4 1

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 23日

石原 聖子

4P-8 (8.15～8.45m)

ＮＰ

ＮＰ

－

4P-12 (12.15～12.49m)

35 40.9

26 41.3

22 41.5

16 41.9

13 42.4

9 43.1

28.5

27.9

28.9

41.3

28.4

12.9

4P-14 (14.15～14.49m)

35 46.1

27 46.3

24 46.5

18 46.7

13 47.3

9 48.1

31.1

30.4

30.5

46.4

30.7

15.7

4T-19 (19.00～20.00m)

33 52.5

27 52.7

24 53.0

19 53.4

14 54.5

9 55.3

31.1

31.7

32.7

53.0

31.8

21.2

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

ＮＰ

39.5

40.5

41.5

42.5

43.5

41.3 %

If =  3.7

45

46

47

48

49

46.4 %

If =  3.4

51.5

52.5

53.5

54.5

55.5

53.0 %

If =  5.3



土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）
J I S A 1 2 0 5

J G S 0 1 4 1

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 23日

石原 聖子

5P-11 (11.15～11.45m)

37 42.1

29 42.6

26 42.7

18 43.1

15 43.3

9 44.6

29.5

28.3

28.5

42.7

28.8

13.9

5P-14 (14.15～14.55m)

34 49.4

26 50.2

22 50.3

17 51.1

14 51.5

11 52.3

29.8

29.9

28.5

50.2

29.4

20.8

5P-18 (18.00～18.50m)

33 72.4

26 72.8

23 73.0

20 73.7

14 76.3

9 78.6

33.7

33.5

34.4

73.1

33.9

39.2

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

38

40

42

44

46

42.7 %

If =  3.8

46

48

50

52

54

50.2 %

If =  5.7

66

70

74

78

82

73.1 %

If =  11.9



J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2025年 2月 10日

石原 聖子

1P-4

(4.15～4.45m)

0.0

88.8

11.2

2

-

細粒分まじり砂

(S-F)

○

1P-7

(7.15～7.45m)

0.1

82.4

17.5

4.75

-

細粒分質砂

(SF)

◎

1P-11

(11.15～11.45m)

0.2

14.8

85.0

59.5

25.5

4.75

-

45.8

30.1

15.7

砂まじりシルト

（低液性限界）

(ML-S)

●

1P-14

(14.15～14.45m)

0.1

11.3

88.6

56.6

32.0

4.75

-

42.4

29.5

12.9

砂まじりシルト

（低液性限界）

(ML-S)

△

1P-19

(19.15～19.45m)

0.2

2.3

97.5

38.0

59.5

4.75

-

53.4

28.9

24.5

粘土

（高液性限界）

(CH)

▲

0 20 50 100 150 200
  0
  6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(   -20)

B線:  =50

I p L

L

w
w

●
△

▲

三角座標

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

  
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

  0

 50

 85

100

0

15

50

100

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細
粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○

◎

●
△

▲



J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 30日

石原 聖子

2P-4

(4.15～4.45m)

0.2

84.0

15.8

4.75

-

細粒分質砂

(SF)

○

2P-7

(7.15～7.45m)

0.1

77.8

22.1

4.75

-

細粒分質砂

(SF)

◎

2P-9

(9.15～9.52m)

0.1

22.0

77.9

57.7

20.2

4.75

-

44.2

32.1

12.1

砂質シルト

（低液性限界）

(MLS)

●

2P-11

(11.15～11.55m)

0.3

8.0

91.7

63.1

28.6

4.75

-

50.9

31.9

19.0

砂まじりシルト

（高液性限界）

(MH-S)

△

2P-14

(14.15～14.45m)

0.1

48.1

51.8

34.7

17.1

4.75

-

ＮＰ

ＮＰ

－

砂質シルト

(MS)

▲

2T-19

(19.00～20.00m)

0.0

0.5

99.5

38.3

61.2

0.850

-

59.7

31.6

28.1

シルト

（高液性限界）

(MH)

□
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（
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満
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）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)
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(S-F)

(S)

○
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□



J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 30日

石原 聖子

3P-3

(3.15～3.47m)

7.5

67.4

25.1

4.75

-

礫まじり

細粒分質砂

(SF-G)

○

3P-6

(6.15～6.45m)

0.0

83.3

16.7

2

-

細粒分質砂

(SF)

◎

3P-9

(9.15～9.45m)

0.0

20.2

79.8

57.9

21.9

2

-

ＮＰ

ＮＰ

－

砂質シルト

(MS)

●

3P-13

(13.15～13.60m)

0.0

17.3

82.7

50.5

32.2

2

-

47.8

28.8

19.0

砂質シルト

（低液性限界）

(MLS)

△

3P-18

(18.00～18.50m)

0.0

5.6

94.4

34.7

59.7

2

-

76.9

35.9

41.0

砂まじりシルト

（高液性限界）

(MH-S)

▲
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）
（
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） 細
粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○

◎

●
△

▲



J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 30日

石原 聖子

4P-3

(3.15～3.45m)

0.0

89.1

10.9

2

-

細粒分まじり砂

(S-F)

○

4P-6

(6.15～6.45m)

0.0

90.6

9.4

2

4.75

細粒分まじり砂

(S-F)

◎

4P-8

(8.15～8.45m)

0.0

61.1

38.9

25.9

13.0

2

-

ＮＰ

ＮＰ

－

細粒分質砂

(SF)

●

4P-12

(12.15～12.49m)

0.0

35.2

64.8

42.6

22.2

2

-

41.3

28.4

12.9

砂質シルト

（低液性限界）

(MLS)

△

4P-14

(14.15～14.49m)

0.0

13.1

86.9

57.8

29.1

2

-

46.4

30.7

15.7

砂まじりシルト

（低液性限界）

(ML-S)

▲

4T-19

(19.00～20.00m)

0.0

1.3

98.7

39.2

59.5

2

-

53.0

31.8

21.2

シルト

（高液性限界）

(MH)

□
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）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)
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(GS-F)

(GFS)
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(FS)
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(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)
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□



J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 30日

石原 聖子

5P-4

(4.15～4.45m)

0.0

83.1

16.9

2

-

細粒分質砂

(SF)

○

5P-7

(7.15～7.45m)

0.0

89.7

10.3

2

-

細粒分まじり砂

(S-F)

◎

5P-11

(11.15～11.45m)

0.1

32.8

67.1

49.9

17.2

4.75

25.3

42.7

28.8

13.9

砂質シルト

（低液性限界）

(MLS)

●

5P-14

(14.15～14.55m)

0.1

8.3

91.6

57.5

34.1

4.75

-

50.2

29.4

20.8

砂まじりシルト

（高液性限界）

(MH-S)

△

5P-18

(18.00～18.50m)

0.0

6.0

94.0

35.0

59.0

2

-

73.1

33.9

39.2

砂まじり粘土

（高液性限界）

(CH-S)

▲
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(a) 中分類用三角座標
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{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標
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J I S A 1 2 2 5

J G S 0 1 9 1
土 の 湿 潤 密 度 試 験 （ ノ ギ ス 法 ）

調査件名

試料番号（深さ）

試験年月日

試 験 者

供 試 体 No.

供 試 体 の 質 量 m g

供

試

体

体

積

直

径

高

さ

上 部 cm

中 部 cm

下 部 cm

平 均 値 D cm

cm

平 均 値 H cm

体 積 V ＝（πD 2 /4）H cm3

含

水

比

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

湿潤密度ρt＝m /V g/cm3

乾燥密度ρd＝ρt/(1+w/100) g/cm3

間 隙 比 e ＝(ρs/ρd)－1

飽 和 度 S r＝wρs/(e ρw） ％

土粒子の密度 ρs g/cm3

平 均 値 ρd g/cm3

平 均 値 w ％

平 均 値 e

平均値 ρt g/cm3

平均値 S r ％

特記事項

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 24日

2T-19 (19.00～20.00m) 大橋 翔

1

310.35

4.982

4.982

4.993

4.978

5.004

5.003

4.990

10.003

10.006

10.005

195.66

2

315.26

4.998

4.976

4.986

4.983

4.997

5.002

4.990

10.006

10.009

10.008

195.72

3

308.41

4.978

4.972

4.970

4.986

4.994

4.984

4.981

9.994

10.003

9.999

194.84

T352

382.35

257.69

72.00

67.1

T353

387.15

266.72

71.89

61.8

T354

379.42

255.38

71.01

67.3

67.1 61.8 67.3

1.586

0.949

1.782

99.4

1.611

0.996

1.651

98.8

1.583

0.946

1.791

99.2

2.640

0.964

65.4

1.741

1.593

99.1



J I S A 1 2 2 5

J G S 0 1 9 1
土 の 湿 潤 密 度 試 験 （ ノ ギ ス 法 ）

調査件名

試料番号（深さ）

試験年月日

試 験 者

供 試 体 No.

供 試 体 の 質 量 m g

供

試

体

体

積

直

径

高

さ

上 部 cm

中 部 cm

下 部 cm

平 均 値 D cm

cm

平 均 値 H cm

体 積 V ＝（πD 2 /4）H cm3

含

水

比

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

湿潤密度ρt＝m /V g/cm3

乾燥密度ρd＝ρt/(1+w/100) g/cm3

間 隙 比 e ＝(ρs/ρd)－1

飽 和 度 S r＝wρs/(e ρw） ％

土粒子の密度 ρs g/cm3

平 均 値 ρd g/cm3

平 均 値 w ％

平 均 値 e

平均値 ρt g/cm3

平均値 S r ％

特記事項

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 24日

4T-19 (19.00～20.00m) 大橋 翔

1

309.47

4.998

4.982

4.978

4.983

5.006

4.989

4.989

9.998

10.005

10.002

195.53

2

314.88

4.979

4.986

4.984

4.981

4.990

4.996

4.986

9.993

10.002

9.998

195.21

3

309.23

4.988

5.010

4.971

4.984

4.978

4.990

4.987

9.997

10.002

10.000

195.33

T355

381.50

259.37

72.03

65.2

T356

386.93

265.76

72.05

62.6

T357

381.39

258.06

72.16

66.3

65.2 62.6 66.3

1.583

0.958

1.764

97.9

1.613

0.992

1.669

99.3

1.583

0.952

1.782

98.5

2.648

0.967

64.7

1.738

1.593

98.6



J I S A 1 2 1 6

J G S 0 5 1 1
土 の 一 軸 圧 縮 試 験（強度・変形特性）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

液 性 限 界 w L
1) ％

塑 性 限 界 w p
1) ％

ひずみ速度 ％/min

特記事項 1) 必要に応じて記載する。

E50 =

q u

2

ε50

/10

供 試 体 No.

試 料 の 状 態

高 さ H 0 cm

直 径 D 0 cm

質 量 m g

湿 潤 密 度 ρt
1) g/cm3

含 水 比 w ％

一軸圧縮強さ q u kN/m2

破壊ひずみ εf ％

変 形 係 数 E 50
1) MN/m2

鋭 敏 比 S t
1)

平均強度 kN/m2

供試体の

破壊状況

No.

No.

No.

No.

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 24日

2T-19 (19.00～20.00m) 大橋 翔

シルト（高液性限界） (MH)

59.7

31.6

1.0

1

乱さない

10.005

4.990

310.35

1.586

67.1

144

2.83

8.77

136

2

乱さない

10.008

4.990

315.26

1.611

61.8

129

2.36

8.81

1

2

圧 縮 ひ ず み ε (％)

圧
縮

応
力

σ
(
k
N
/
m
2
)

0 2 4 6 8 10 12 14
0

20

40
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80
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140

160

応力－ひずみ曲線

1

2

0.13



J I S A 1 2 1 6

J G S 0 5 1 1
土 の 一 軸 圧 縮 試 験（強度・変形特性）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

液 性 限 界 w L
1) ％

塑 性 限 界 w p
1) ％

ひずみ速度 ％/min

特記事項 1) 必要に応じて記載する。

E50 =

q u

2

ε50

/10

供 試 体 No.

試 料 の 状 態

高 さ H 0 cm

直 径 D 0 cm

質 量 m g

湿 潤 密 度 ρt
1) g/cm3

含 水 比 w ％

一軸圧縮強さ q u kN/m2

破壊ひずみ εf ％

変 形 係 数 E 50
1) MN/m2

鋭 敏 比 S t
1)

平均強度 kN/m2

供試体の

破壊状況

No.

No.

No.

No.

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 24日

4T-19 (19.00～20.00m) 大橋 翔

シルト（高液性限界） (MH)

53.0

31.8

1.0

1

乱さない

10.002

4.989

309.47

1.583

65.2

112

2.01

10.3

122

2

乱さない

9.998

4.986

314.88

1.613

62.6

131

1.96

9.73

1

2

圧 縮 ひ ず み ε (％)

圧
縮

応
力

σ
(
k
N
/
m
2
)

0 2 4 6 8 10 12 14
0

20

40

60

80

100

120

140

160

応力－ひずみ曲線

1
2

0.03



J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1
土の段階載荷による圧密試験 （計算書）

調査件名

試料番号 （深さ）

試験年月日

試 験 者

試 験 機 No.

最低～最高室温 ℃

土 質 名 称

土粒子の密度 ρs g/cm3

液 性 限 界 w L ％

塑 性 限 界 w p ％

供

試

体

直 径 D cm

断 面 積 A cm2

高 さ H 0 cm

質 量 m 0 g

炉乾燥質量 m s g

実 質 高 さ H s cm

初

期

状

態

含水比 w0 ％

間隙比e 0 ，体積比f 0

湿潤密度 ρt g/cm
3

飽和度 S r0 ％

圧 縮 指 数 C c

圧密降伏応力 p c kN/m2

0

0

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

8

9

9

10

10

載荷

段階

圧密圧力p

kN/m2

圧力増分Δp

kN/m2

圧 密 量 ΔH

cm

供試体高さ H

cm

平均供試体高さH

cm

圧 縮 ひ ず み

Δε=ΔH/H × 100％

体積圧縮係数 m v

m2/kN

間隙比e= H /H s- 1

体積比f= H /H s

載荷

段階

平均圧密圧力p

kN/m2

t90 ，t50

min

圧 密 係 数 c v

cm2/d

透 水 係 数 k

m/s

一次圧密量ΔH 1

cm

一 次 圧 密 比

r = ΔH 1 /ΔH

補正圧密係数

c′v = rc v cm2/d

透水係数 k′

m/s

特記事項 H s = m s/(     )ρs A

H = H′- ΔH

H =(      )/2H + H′

m v=(    /100)/Δε Δp

S r0 = w 0ρs/(    )e0ρw

p = p・p′

√法：t cv =305× H
2
/t90

曲線定規法：c v =70.9× H
2
/t 50

k = c vm vγw/(8.64×10 )8

k′= c′vm vγw/(8.64×10 )8

ただし，γw≒9.81kN/m3

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 16日

2T-19 (19.00～20.00m) 松本 勝己

1

20-20

シルト（高液性限界） (MH)

2.640

59.7

31.6

6.000

28.27

2.000

91.68

56.17

0.7526

63.2

1.657

1.621

100.7

0.82

223

0.0

20.0

40.0

80.0

160.0

320.0

640.0

1280.0

2560.0

20.0

20.0

20.0

40.0

80.0

160.0

320.0

640.0

1280.0

-2540.0

0.0050

0.0089

0.0164

0.0277

0.1179

0.1793

0.1475

0.1295

-0.1007

2.000

1.995

1.986

1.970

1.942

1.824

1.645

1.498

1.369

1.470

1.998

1.991

1.978

1.956

1.883

1.735

1.572

1.434

1.420

0.250

0.447

0.829

1.416

6.261

10.334

9.383

9.031

-7.092

1.25E-4

2.24E-4

2.07E-4

1.77E-4

3.91E-4

3.23E-4

1.47E-4

7.06E-5

2.79E-5

1.657

1.651

1.639

1.618

1.580

1.424

1.186

0.990

0.819

0.953

10.0

28.3

56.6

113.1

226.3

452.5

905.1

1810.2

226.3

0.39

0.44

0.56

0.67

1.17

6.87

3.62

2.68

3124.82

2750.35

2132.86

1743.26

925.15

133.76

208.40

234.24

4.4E-9

7.0E-9

5.0E-9

3.5E-9

4.1E-9

4.9E-10

3.5E-10

1.9E-10

0.0015

0.0027

0.0057

0.0121

0.0549

0.1129

0.0843

0.0725

0.300

0.303

0.348

0.437

0.466

0.630

0.572

0.560

937.45

833.36

742.24

761.80

431.12

84.27

119.20

131.17

1.3E-9

2.1E-9

1.7E-9

1.5E-9

1.9E-9

3.1E-10

2.0E-10

1.1E-10



J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1
土 の 段 階 載 荷 に よ る 圧 密 試 験 (圧縮曲線)

調 査 件 名 試験年月日

試 料 番 号(深さ) 試 験 者

土粒子の密度

ρs g/cm
3

液 性 限 界

w L ％

塑 性 限 界

w p ％

初 期 含 水 比

w 0 ％

初期間隙比 e0

初期体積比 f0

圧 縮 指 数

C c

圧密降伏応力

pc kN/m2
ひずみ速度 1)

％/min

透水係数 k (m/s)2)

圧密圧力 p (kN/m )2

特記事項 1)定ひずみ速度載荷による圧密試験の時のみ記入する。
2)定ひずみ速度載荷による圧密試験の時のみ使用する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 16日

松本 勝己2T-19 (19.00～20.00m)

2.640 59.7 31.6 63.2 1.657 0.82 223

間
隙

比
e

1 100002 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000 5000

2.4

2.3

2.2

2.1

2.0

1.9

1.8

1.7

1.6

1.5

1.4

1.3

1.2

1.1

1.0

0.9

0.8

0.7

0.6

0.5

e 0 = 1.657

p c = 223 k N / m2



J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1
土 の 段 階 載 荷 に よ る 圧 密 試 験 (cv ，mv - p 関係)

調 査 件 名

試料番号(深さ)

試験年月日

試 験 者

圧
密

係
数

c v
，c

v
′

(
c
m
/
d
)

2

体
積

圧
縮

係
数

m
v
(
m
/
k
N
)

2

平 均 圧 密 圧 力 p (kN/m )2

特記事項

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 16日

2T-19 (19.00～20.00m) 松本 勝己

c v ，c v
′

m v

1 100002 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000 5000
102

103

104

105

10-5

10-4

10-3

10-2

pc = 223 kN/m2



J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1
土の段階載荷による圧密試験 （計算書）

調査件名

試料番号 （深さ）

試験年月日

試 験 者

試 験 機 No.

最低～最高室温 ℃

土 質 名 称

土粒子の密度 ρs g/cm3

液 性 限 界 w L ％

塑 性 限 界 w p ％

供

試

体

直 径 D cm

断 面 積 A cm2

高 さ H 0 cm

質 量 m 0 g

炉乾燥質量 m s g

実 質 高 さ H s cm

初

期

状

態

含水比 w0 ％

間隙比e 0 ，体積比f 0

湿潤密度 ρt g/cm
3

飽和度 S r0 ％

圧 縮 指 数 C c

圧密降伏応力 p c kN/m2

0

0

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

8

9

9

10

10

載荷

段階

圧密圧力p

kN/m2

圧力増分Δp

kN/m2

圧 密 量 ΔH

cm

供試体高さ H

cm

平均供試体高さH

cm

圧 縮 ひ ず み

Δε=ΔH/H × 100％

体積圧縮係数 m v

m2/kN

間隙比e= H /H s- 1

体積比f= H /H s

載荷

段階

平均圧密圧力p

kN/m2

t90 ，t50

min

圧 密 係 数 c v

cm2/d

透 水 係 数 k

m/s

一次圧密量ΔH 1

cm

一 次 圧 密 比

r = ΔH 1 /ΔH

補正圧密係数

c′v = rc v cm2/d

透水係数 k′

m/s

特記事項 H s = m s/(     )ρs A

H = H′- ΔH

H =(      )/2H + H′

m v=(    /100)/Δε Δp

S r0 = w 0ρs/(    )e0ρw

p = p・p′

√法：t cv =305× H
2
/t90

曲線定規法：c v =70.9× H
2
/t 50

k = c vm vγw/(8.64×10 )8

k′= c′vm vγw/(8.64×10 )8

ただし，γw≒9.81kN/m3

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 16日

4T-19 (19.00～20.00m) 松本 勝己

2

20-20

シルト（高液性限界） (MH)

2.648

53.0

31.8

6.000

28.27

2.000

91.90

56.30

0.7521

63.2

1.659

1.625

100.9

0.84

215

0.0

20.0

40.0

80.0

160.0

320.0

640.0

1280.0

2560.0

20.0

20.0

20.0

40.0

80.0

160.0

320.0

640.0

1280.0

-2540.0

0.0014

0.0058

0.0176

0.0296

0.1274

0.1840

0.1483

0.1292

-0.1279

2.000

1.999

1.993

1.975

1.945

1.818

1.634

1.486

1.357

1.485

2.000

1.996

1.984

1.960

1.882

1.726

1.560

1.422

1.421

0.070

0.291

0.887

1.510

6.769

10.660

9.506

9.086

-9.001

3.50E-5

1.46E-4

2.22E-4

1.89E-4

4.23E-4

3.33E-4

1.49E-4

7.10E-5

3.54E-5

1.659

1.658

1.650

1.626

1.586

1.417

1.173

0.976

0.804

0.974

10.0

28.3

56.6

113.1

226.3

452.5

905.1

1810.2

226.3

0.21

0.30

0.42

0.50

1.23

8.17

5.07

3.50

5814.86

4054.13

2861.10

2345.53

879.09

111.32

146.53

176.37

2.3E-9

6.7E-9

7.2E-9

5.0E-9

4.2E-9

4.2E-10

2.5E-10

1.4E-10

0.0003

0.0016

0.0057

0.0108

0.0544

0.1181

0.0903

0.0761

0.214

0.276

0.324

0.365

0.427

0.642

0.609

0.589

1244.38

1118.94

927.00

856.12

375.37

71.47

89.24

103.88

4.9E-10

1.9E-9

2.3E-9

1.8E-9

1.8E-9

2.7E-10

1.5E-10

8.4E-11



J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1
土 の 段 階 載 荷 に よ る 圧 密 試 験 (圧縮曲線)

調 査 件 名 試験年月日

試 料 番 号(深さ) 試 験 者

土粒子の密度

ρs g/cm
3

液 性 限 界

w L ％

塑 性 限 界

w p ％

初 期 含 水 比

w 0 ％

初期間隙比 e0

初期体積比 f0

圧 縮 指 数

C c

圧密降伏応力

pc kN/m2
ひずみ速度 1)

％/min

透水係数 k (m/s)2)

圧密圧力 p (kN/m )2

特記事項 1)定ひずみ速度載荷による圧密試験の時のみ記入する。
2)定ひずみ速度載荷による圧密試験の時のみ使用する。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 16日

松本 勝己4T-19 (19.00～20.00m)

2.648 53.0 31.8 63.2 1.659 0.84 215

間
隙

比
e

1 100002 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000 5000

2.4

2.3

2.2

2.1

2.0

1.9

1.8

1.7

1.6

1.5

1.4

1.3

1.2

1.1

1.0

0.9

0.8

0.7

0.6

0.5

e 0 = 1.659

p c = 215 k N / m2



J I S A 1 2 1 7

J G S 0 4 1 1
土 の 段 階 載 荷 に よ る 圧 密 試 験 (cv ，mv - p 関係)

調 査 件 名

試料番号(深さ)

試験年月日

試 験 者

圧
密

係
数

c v
，c

v
′

(
c
m
/
d
)

2

体
積

圧
縮

係
数

m
v
(
m
/
k
N
)

2

平 均 圧 密 圧 力 p (kN/m )2

特記事項

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務  2024年 10月 16日

4T-19 (19.00～20.00m) 松本 勝己

c v ，c v
′

m v

1 100002 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000 5000
101

102

103

104

10-5

10-4

10-3

10-2

pc = 215 kN/m2



 
 

 

 

 

 

 

・液状化判定検討書



液状化判定 検討書

(地点名： No.1)

業務名： 海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務

地区名：

備考  ：



1. 設計条件

：適用基準 「建築基礎構造設計指針　2019.11　(一社)日本建築学会」

No.1：地点名

レベル1およびレベル2：設計地震動

7.5=M：マグニチュード

(m/s2) (レベル2)3.5(m/s2) (レベル1)2.0=αmax ：設計水平加速度

考慮しない：N値補正係数(Csb) 

(kN/m2) －   ：上載荷重

(m)2.150=hw ：地下水位

(m)23.000：耐震設計上の基盤面

(m)以内20.000：液状化の判定深度

2. 土質条件

2.1 地層データ

適用堆積 単位体積重量深度
非層厚地層

(調査) 時代 有効水位下水位上土質
液状化

γ't2 γt2 γt1 Hi zNo
層

(m)(m) (kN/m3)(kN/m3)(kN/m3)

－9.019.018.00.800礫質土沖積世0.8001層

－5.015.014.01.300砂質土沖積世2.1002層

○5.015.014.00.800粘性土沖積世2.9003層

－7.017.016.02.350砂質土沖積世5.2504層

－7.017.016.03.900砂質土沖積世9.1505層

○6.016.016.06.750粘性土沖積世15.9006層

○6.016.016.07.100粘性土沖積世23.0007層

(kN/m3))10.0=水の単位体積重量：(γw γw γt2- =γ't2 



2.2 N値データ

適用堆積深度深度
平均N値層厚地層N値

(調査)(調査) 時代 土質No
Ni Hi zNoNz

(m)(m)(m)

51.3001 4.500沖積世 砂質土 1.3002.1002層

32.3002 5.300沖積世 粘性土 0.8002.9003層

133.3003

104.3004 9.700沖積世 砂質土 2.3505.2504層

45.3005

116.3006

97.3007

88.3008 8.200沖積世 砂質土 3.9009.1505層

59.3009

310.30010

311.30011

212.30012

213.30013

114.30014

115.30015 2.300沖積世 粘性土 6.75015.9006層

016.30016

017.30017

018.30018

019.30019

020.30020

021.30021

022.30022

023.30023 0.000沖積世 粘性土 7.10023.0007層



2.3 試験データ

50%粘土分 塑性細粒分深度 液状化抵抗比
粒径含有率(調査) 指数含有率 σ'z /τL No
D50 Cc Ip FC z

(試験値)(N値)(mm)(%)(%)(m)

25.050.0 －  ○0.8001

25.050.0 －  ○2.1002

30.065.0 －  ○2.9003

5.011.2 －  ○5.2504

8.017.5 －  ○9.1505

25.5 15.785.0 －  ○15.9006

59.5 24.597.5 －  ○23.0007

N値から算出・・・(N値) 



3. 液状化の判定

本適用基準では、液状化の判定を行う必要がある土層として、次のように示されている。

液状化の判定を行う必要がある飽和土層は、原則的に地表面から20m程度以浅の土層で、考慮すべき土

20%以下の土とする。ただし、埋立地盤等の造成地盤で、地表面から m程度35の種類は、細粒分含有率が

また、埋立地盤等の以深まで連続している場合には、造成地盤の下端まで液状化判定を行う必要がある。

造成地盤では、細粒分含有率が %以上の低塑性シルト、液性限界に近い含水比を持ったシルトなどが35

%以下、液状化した事例も報告されているので、粘土分(0.005mm以下の粒径を持つ土粒子)含有率が 10

 以下の埋立地盤あるいは盛土地盤については液状化の検討を行う。または塑性指数が 15

以下に液状化判定の必要性を検討し、該当する土層については液状化の判定を行う。

(m)2.150=hw ：地下水位

(m)23.000：耐震設計上の基盤面

(m)以内20.000：液状化の判定深度

適用 (FL算出) 粘土分堆積 液状化判定塑性細粒分深度
N値

判定深度(調査) %土質 35指数含有率含有率時代 Fc≦
No

以内の %N 10Cc≦Cc 結果Ip Fc z
飽和土層 15(%) Ip≦(%)(m)

5 砂質土 25.0沖積世 －○－50.01.3001

3 粘性土 30.0沖積世 －○○65.02.3002

13 砂質土 5.0沖積世 する○○11.23.3003

10 砂質土 5.0沖積世 する○○11.24.3004

4 砂質土 8.0沖積世 する○○17.55.3005

11 砂質土 8.0沖積世 する○○17.56.3006

9 砂質土 8.0沖積世 する○○17.57.3007

8 砂質土 8.0沖積世 する○○17.58.3008

5 粘性土 25.5沖積世 －－○15.785.09.3009

3 粘性土 25.5沖積世 －－○15.785.010.30010

3 粘性土 25.5沖積世 －－○15.785.011.30011

2 粘性土 25.5沖積世 －－○15.785.012.30012

2 粘性土 25.5沖積世 －－○15.785.013.30013

1 粘性土 25.5沖積世 －－○15.785.014.30014

1 粘性土 25.5沖積世 －－○15.785.015.30015

0 粘性土 59.5沖積世 －－○24.597.516.30016

0 粘性土 59.5沖積世 －－○24.597.517.30017

0 粘性土 59.5沖積世 －－○24.597.518.30018

0 粘性土 59.5沖積世 －－○24.597.519.30019

○：該当する　－：該当しない



4. 深度毎の土被り圧

σ'z(および σ'zb)は、次式により求める。 深度毎の全土被り圧σz、有効土被り圧 

(水位より上層の場合)

{
σzi-1 Hi+ γt1 

=σz 
Hi+ (水位より下層の場合)σzi-1 γt2 

Hi+ (水位より上層の場合)

{
σ'zi-1 γt1 

=σ'z 
Hi+ (水位より下層の場合)σ'zi-1 γ't2 

Hi+ (水位より上層の場合)

{
σ'zbi-1 γt1 

=σ'zb 
Hi+ (水位より下層の場合)σ'zbi-1 γ't2 

全土被り圧(kN/m2) ：σz 

有効土被り圧(kN/m2) ：σ'z 

標準貫入試験を行ったときの地表面からの深さにおける有効土被り圧(kN/m2) ：σ'zb 

地下水位面より浅い位置での土の単位体積重量(kN/m3)：γt1 

地下水位面より深い位置での土の単位体積重量(kN/m3)：γt2 

地下水位面より深い位置での土の有効単位体積重量(kN/m3) ：γ't2 

層厚(m)：Hi 

有効土被り圧境界 有効単位体積重量深度
全土被り圧層厚

(調査)(調査) 土被り圧有効水位下水位上
No

σ'zb σz σ'z γ't2 γt2 γt1 Hi z
(kN/m2)(kN/m2)(kN/m2)(m)(m) (kN/m3)(kN/m3)(kN/m3)

－  0.000.00－  0.0001

14.4014.4014.409.019.018.00.8000.8002

21.4021.4021.400.5001.3003

32.6032.6032.605.015.014.00.8002.1004

33.30水位 33.3033.300.0502.1505

34.0534.0535.550.1502.3006

37.0537.0544.555.015.014.00.6002.9007

39.8539.8551.350.4003.3008

46.8546.8568.351.0004.3009

53.5053.5084.507.017.016.00.9505.25010

53.8553.8585.350.0505.30011

60.8560.85102.351.0006.30012

67.8567.85119.351.0007.30013

74.8574.85136.351.0008.30014

80.8080.80150.807.017.016.00.8509.15015

81.7081.70153.200.1509.30016

87.7087.70169.201.00010.30017

93.7093.70185.201.00011.30018

99.7099.70201.201.00012.30019

105.70105.70217.201.00013.30020

111.70111.70233.201.00014.30021

117.70117.70249.201.00015.30022

121.30121.30258.806.016.016.00.60015.90023

123.70123.70265.200.40016.30024

129.70129.70281.201.00017.30025



有効土被り圧境界 有効単位体積重量深度
全土被り圧層厚

(調査)(調査) 土被り圧有効水位下水位上
No

σ'zb σz σ'z γ't2 γt2 γt1 Hi z
(kN/m2)(kN/m2)(kN/m2)(m)(m) (kN/m3)(kN/m3)(kN/m3)

135.70135.70297.201.00018.30026

141.70141.70313.201.00019.30027

147.70147.70329.206.016.016.01.00020.30028



5. 繰返しせん断応力比

繰返しせん断応力比τd/σ'zは、次式により求める。

σz αmax τd 
rd rn =

σ'z gσ'z 

1.0-0.015z=rd 

τd/σ'z 繰返しせん断応力比：

0.65 )：rn 等価の繰返し回数に関する補正係数で0.1(M-1)で算出(=

7.5)マグニチュード(=：M

(m/s2) (レベル2)3.5(m/s2) (レベル1)2.0= ）(：αmax 地表面における設計水平加速度

(m/s2)) 9.8重力加速度(=：g

全土被り圧(kN/m2) ：σz 

有効土被り圧(kN/m2) ：σ'z 

地盤が剛体でないことによる低減係数：rd 

深度(m)：z

有効 (レベル2)(レベル1)深度
全土被り圧 低減係数N値

(調査) 土被り圧 せん断応力比せん断応力比
No

τd/σ'z τd/σ'z rd N σz σ'z z
(kN/m2)(kN/m2)(m)

－  －  －  5 21.4021.401.3001

－  －  －  3 34.0535.552.3002

0.2840.1630.95113 39.8551.353.3003

0.3170.1810.93610 46.8568.354.3004

0.3390.1940.9214 53.8585.355.3005

0.3540.2020.90611 60.85102.356.3006

0.3640.2080.8919 67.85119.357.3007

0.3700.2120.8768 74.85136.358.3008

－  －  －  5 81.70153.209.3009

－  －  －  3 87.70169.2010.30010

－  －  －  3 93.70185.2011.30011

－  －  －  2 99.70201.2012.30012

－  －  －  2 105.70217.2013.30013

－  －  －  1 111.70233.2014.30014

－  －  －  1 117.70249.2015.30015

－  －  －  0 123.70265.2016.30016

－  －  －  0 129.70281.2017.30017

－  －  －  0 135.70297.2018.30018

－  －  －  0 141.70313.2019.30019



6. 液状化抵抗比

τL/σ'zを求める。下図の限界せん断ひずみ曲線5%を用いて、補正N値(Na)に対する液状化抵抗比 

n

)( 16 Na 16 Na }{τL 
+aCr =

Cs 100σ'z 

：τL/σ'z 液状化抵抗比

a ：係数(=0.45)

係数(=0.57)Cr ：

94-19log10γ Cs= 係数：Cs 

γ せん断ひずみ(片)振幅(%)：

Na 補正N値：

n ：係数(=14)

、0.07の場合は6.00ここで、Na＜ τL/σ'z＝ 

0.60σ'z＝ 26.00 の場合はτL/ とする。Na＞ 

補正N値と液状化抵抗、動的せん断ひずみの関係

また、補正N値(Na)は、次式により求める。 

N1+ ⊿Nf Na =

CN・N N1 =

100/σ'zb =CN 

Na 補正N値：

N1 換算N値：

CN 拘束圧に関する換算係数：

標準貫入試験から得られるN値：N

標準貫入試験を行ったときの地表面からの：σ'zb 

深さにおける有効土被り圧 (kN/m2) 

細粒分含有率に応じた補正N値増分：⊿Nf 

( 5%＜Fc≦10%) 1.2Fc-6 

{ (10%＜Fc≦20%) 0.2Fc+4 ⊿Nf =

(20%＜Fc≦50%) 0.1Fc+6 

⊿Nf=0、ここで、Fc≦5%の場合は 細粒分含有率とN値の補正係数

⊿Nf=11とする。 Fc＞50%の場合は 



50% N値換算有効土被り 補正換算細粒分深度
液状化抵抗比N値

粒径(調査) N値N値係数含有率 増分圧(調査)
No

D50 τL/σ'z ⊿Nf CN σ'zb Na N1 N Fc ｚ
(mm) (kN/m2)(%)(m)

－  －  －  21.400 －  －  －  5 50.01.3001

－  －  －  34.050 －  －  －  3 65.02.3002

－  6.2401.58439.850 0.60026.83220.59213 11.23.3003

－  6.2401.46146.850 0.25120.85014.61010 11.24.3004

－  7.5001.36353.850 0.15012.9525.4524 17.55.3005

－  7.5001.28260.850 0.27221.60214.10211 17.56.3006

－  7.5001.21467.850 0.20318.42610.9269 17.57.3007

－  7.5001.15674.850 0.18216.7489.2488 17.58.3008

－  －  －  81.700 －  －  －  5 85.09.3009

－  －  －  87.700 －  －  －  3 85.010.30010

－  －  －  93.700 －  －  －  3 85.011.30011

－  －  －  99.700 －  －  －  2 85.012.30012

－  －  －  105.700 －  －  －  2 85.013.30013

－  －  －  111.700 －  －  －  1 85.014.30014

－  －  －  117.700 －  －  －  1 85.015.30015

－  －  －  123.700 －  －  －  0 97.516.30016

－  －  －  129.700 －  －  －  0 97.517.30017

－  －  －  135.700 －  －  －  0 97.518.30018

－  －  －  141.700 －  －  －  0 97.519.30019



7. 液状化に対する安全率

液状化に対する安全率FLは次式により算出し、この値が1.0以下の土層については液状化するとみなすものと 

する。

τL/σ'z 
FL =

τd/σ'z 

FL 液状化に対する安全率：

τL/σ'z 液状化抵抗比：

τd/σ'z 繰返しせん断応力比：

(レベル2)液状化 (レベル1)深度
液状化N値

(調査) 抵抗比 せん断 安全率せん断 安全率
判定No

応力比応力比 FL τL/σ'z FL Nｚ
(FL算出) 

τd/σ'z τd/σ'z (m)

－  －  －  －  －  －51.3001

－  －  －  －  －  －32.3002

2.1130.2843.6810.1630.600する133.3003

0.7920.3171.3870.1810.251する104.3004

0.4420.3390.7730.1940.150する45.3005

0.7680.3541.3470.2020.272する116.3006

0.5580.3640.9760.2080.203する97.3007

0.4920.3700.8580.2120.182する88.3008

－  －  －  －  －  －59.3009

－  －  －  －  －  －310.30010

－  －  －  －  －  －311.30011

－  －  －  －  －  －212.30012

－  －  －  －  －  －213.30013

－  －  －  －  －  －114.30014

－  －  －  －  －  －115.30015

－  －  －  －  －  －016.30016

－  －  －  －  －  －017.30017

－  －  －  －  －  －018.30018

－  －  －  －  －  －019.30019



8. 液状化指数

液状化の範囲、程度については、深さ方向の分布および周辺地盤の状況等から総合的に判断する必要がある。

この場合、次式より算定される液状化指数PL(液状化抵抗率の深さ方向の変化から、液状化の激しさの程度を表 

す指標)が目安となる。

20

∫(1-FL)(10-0.5x)dx =PL 
0

この積分は、FL値が連続的でないために次式にて算出する。 

pLi pLi-1+ 
Σ Hi =PL 

2

(1-FL)(10-0.5x) =pLi 

液状化指数(m2)：PL 

深度xに対する液状化指数(m)：pLi 

FL=1とする)FL 液状化に対する抵抗率(FL≧1の場合は：

層厚(m)：Hi 

深度(m)：x

境界 (レベル2)(レベル1)深度
層厚

(調査) 液状化指数液状化指数 液状化液状化
No

抵抗率抵抗率 PL pLi PL pLi Hi x
(m2) (m2) (m)(m) FL FL (m)(m)

－  －  －  －  －  －  1.3001.3001

水位 －  －  －  －  －  －  0.8502.1502

－  －  －  －  －  －  0.1502.3003

0.0000.0002.1130.0000.0003.6811.0003.3004

0.8171.6330.7920.0000.0001.3871.0004.3005

2.8674.1010.4420.8341.6680.7731.0005.3006

2.8451.5890.7680.8340.0001.3471.0006.3007

2.1982.8070.5580.0760.1520.9761.0007.3008

2.8902.9720.4920.4920.8310.8581.0008.3009

1.486－  －  0.416－  －  1.0009.30010

－  －  －  －  －  －  1.00010.30011

－  －  －  －  －  －  1.00011.30012

－  －  －  －  －  －  1.00012.30013

－  －  －  －  －  －  1.00013.30014

－  －  －  －  －  －  1.00014.30015

－  －  －  －  －  －  1.00015.30016

－  －  －  －  －  －  1.00016.30017

－  －  －  －  －  －  1.00017.30018

－  －  －  －  －  －  1.00018.30019

－  －  －  －  －  －  1.00019.30020

20m －  －  －  －  －  －  0.70020.00021

計計 13.1032.652



9. FL分布図 

深度 (レベル2)(レベル1)N値
(調査) 液状化液状化

N 判定結果判定結果z 安全率安全率
(m) FL FL 

1.300 －－ －  5 －  

2.300 －－ －  3 －  

3.300 しないしない 2.11313 3.681

4.300 液状化するしない 0.79210 1.387

5.300 液状化する液状化する 0.4424 0.773

6.300 液状化するしない 0.76811 1.347

7.300 液状化する液状化する 0.5589 0.976

8.300 液状化する液状化する 0.4928 0.858

9.300 －－ －  5 －  

10.300 －－ －  3 －  

11.300 －－ －  3 －  

12.300 －－ －  2 －  

13.300 －－ －  2 －  

14.300 －－ －  1 －  

15.300 －－ －  1 －  

16.300 －－ －  0 －  

17.300 －－ －  0 －  

18.300 －－ －  0 －  

19.300 －－ －  0 －  



FL 10. 各地層毎の

については各地層の平均値とし、次式により求める。FL 地層毎の

Wi ) / ΣWi ･FLi Σ(=FL 

(直上、直下に境界が無い場合)/2Hi+1 /2 +Hi /2Hi+1 /2 +Hi 

{ (直上に境界がある場合)/2Hi+1 +Hi 
=Wi 

(直下に境界がある場合)Hi+1 /2 +Hi 

(直上、直下に境界がある場合)Hi+1 +Hi 

レベル2レベル2 レベル1レベル1深度 有効層厚
層厚

液状化液状化液状化(調査) 液状化
境界No

安全率安全率ΣWi Wi 安全率安全率Hi z
FL FL (m)(m)FLi FLi (m)(m)

－  －  0.8001層 －  0.8001

－  －  0.500 － 1.3002

－  －  0.8002層 －  2.1003

0.050水位 2.1504

－  －  0.150 － 2.3005

－  －  0.6003層 －  2.9006

2.1133.6810.400 0.9003.3007

0.7921.3871.000 1.4504.3008

1.2982.3500.9504層 2.2665.2509

0.4420.7730.050 0.5505.30010

0.7681.3471.000 1.0006.30011

0.5580.9761.000 1.0007.30012

0.4920.8581.000 1.3508.30013

0.5733.9000.8505層 1.0029.15014

－  －  0.150 － 9.30015

－  －  1.000 － 10.30016

－  －  1.000 － 11.30017

－  －  1.000 － 12.30018

－  －  1.000 － 13.30019

－  －  1.000 － 14.30020

－  －  1.000 － 15.30021

－  －  0.6006層 －  15.90022

－  －  0.400 － 16.30023

－  －  1.000 － 17.30024

－  －  1.000 － 18.30025

－  －  1.000 － 19.30026

1.000 － 20.30027

1.000 － 21.30028

1.000 － 22.30029

－  －  0.7007層 －  23.00030

0.300 － 23.30031



11. 地盤の変位量

地盤の水平変位量Dcyおよび沈下量Sは、次式により求める。 

ΣDcy = (γcyi× Wi/100) 

ΣS = (εvi× Wi/100) 

｛
Hi/2 Hi+1/2 （直上、直下に境界が無い場合）+

+ Hi+1/2 Hi （直上に境界がある場合）
=Wi 

Hi/2 Hi+1 （直下に境界がある場合）+

+ Hi+1 Hi （直上、直下に境界がある場合）

線形補間 で読み取り）繰返しせん断ひずみ(%)（：γcy 

体積ひずみ(%)：εv 

補正N値：Na 

σ'z 繰返しせん断応力比：τd/ 補正N値と繰返しせん断
ひずみの関係

地盤の沈下量はS＝Dcyと εvと読み換えればよいので、 繰返しせん断ひずみγcyを ここで、体積ひずみεvは、

の場合はγcy＝0とする。 1.000なお、FL＞ なる。

(レベル2)(レベル1)補正有効No 境界 深度 層厚
水平せん断 せん断N値層厚 水平せん断 せん断(調査)

ひずみ応力比 変位量ひずみ応力比 変位量
Na Wi z Hi 

εv γcy, σ'z Dcy τd/εv γcy, σ'z Dcy τd/
(m)(m)(m)

(m)(%)(m)(%)

1層 0.800 0.800

－－－－－1 1.300 0.500 －－－

2層 2.100 0.800

水位 2.150 0.050

－－－－－2 2.300 0.150 －－－

3層 2.900 0.600

0.0000.00.2840.0000.03 3.300 0.400 0.16326.8320.900

0.0120.80.3170.0000.04 4.300 1.000 0.18120.8501.450

4層 5.250 0.950

0.0142.50.3390.0091.75 5.300 0.050 0.19412.9520.550

0.0080.80.3540.0000.06 6.300 1.000 0.20221.6021.000

0.0131.30.3640.0050.57 7.300 1.000 0.20818.4261.000

0.0221.60.3700.0110.88 8.300 1.000 0.21216.7481.350

5層 9.150 0.850

－－－－－9 9.300 0.150 －－－

－－－－－10 10.300 1.000 －－－

－－－－－11 11.300 1.000 －－－

－－－－－12 12.300 1.000 －－－

－－－－－13 13.300 1.000 －－－

－－－－－14 14.300 1.000 －－－

－－－－－15 15.300 1.000 －－－

6層 15.900 0.600

－－－－－16 16.300 0.400 －－－

－－－－－17 17.300 1.000 －－－



(レベル2)(レベル1)補正有効No 境界 深度 層厚
水平せん断 せん断N値層厚 水平せん断 せん断(調査)

ひずみ応力比 変位量ひずみ応力比 変位量
Na Wi z Hi 

εv γcy, σ'z Dcy τd/εv γcy, σ'z Dcy τd/
(m)(m)(m)

(m)(%)(m)(%)

－－－－－18 18.300 1.000 －－－

－－－－－19 19.300 1.000 －－－

20 20.300 1.000 －

21 21.300 1.000 －

22 22.300 1.000 －

7層 23.000 0.700

23 23.300 0.300 －

計 0.069計地盤の水平変位量（沈下量） 0.025



液状化判定 検討書

(地点名： No.2)

業務名： 海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務

地区名：

備考  ：



1. 設計条件

：適用基準 「建築基礎構造設計指針　2019.11　(一社)日本建築学会」

No.2：地点名

レベル1およびレベル2：設計地震動

7.5=M：マグニチュード

(m/s2) (レベル2)3.5(m/s2) (レベル1)2.0=αmax ：設計水平加速度

考慮しない：N値補正係数(Csb) 

(kN/m2) －   ：上載荷重

(m)1.500=hw ：地下水位

(m)23.100：耐震設計上の基盤面

(m)以内20.000：液状化の判定深度

2. 土質条件

2.1 地層データ

適用堆積 単位体積重量深度
非層厚地層

(調査) 時代 有効水位下水位上土質
液状化

γ't2 γt2 γt1 Hi zNo
層

(m)(m) (kN/m3)(kN/m3)(kN/m3)

－9.019.018.00.700礫質土沖積世0.7001層

○5.015.014.01.550粘性土沖積世2.2502層

－7.017.016.04.550砂質土沖積世6.8003層

－7.017.016.02.000砂質土沖積世8.8004層

○6.016.016.01.800粘性土沖積世10.6005層

○6.016.016.02.300粘性土沖積世12.9006層

○6.016.016.00.900粘性土沖積世13.8007層

○6.016.016.01.300粘性土沖積世15.1008層

○6.016.016.08.000粘性土沖積世23.1009層

(kN/m3))10.0=水の単位体積重量：(γw γw γt2- =γ't2 



2.2 N値データ

適用堆積深度深度
平均N値層厚地層N値

(調査)(調査) 時代 土質No
Ni Hi zNoNz

(m)(m)(m)

21.8001 2.800沖積世 粘性土 1.5502.2502層

92.3502

93.3003

64.3004

116.3005 8.700沖積世 砂質土 4.5506.8003層

127.3006

118.3007 10.900沖積世 砂質土 2.0008.8004層

29.3008

310.3009 3.000沖積世 粘性土 1.80010.6005層

211.30010 1.500沖積世 粘性土 2.30012.9006層

013.15011 1.300沖積世 粘性土 0.90013.8007層

614.30012 4.000沖積世 粘性土 1.30015.1008層

015.30013

016.15014

017.15015

018.15016

120.15017

021.15018

022.15019 0.200沖積世 粘性土 8.00023.1009層



2.3 試験データ

50%粘土分 塑性細粒分深度 液状化抵抗比
粒径含有率(調査) 指数含有率 σ'z /τL No
D50 Cc Ip FC z

(試験値)(N値)(mm)(%)(%)(m)

25.050.0 －  ○0.7001

30.065.0 －  ○2.2502

7.015.8 －  ○6.8003

10.022.1 －  ○8.8004

20.2 12.177.9 －  ○10.6005

28.6 19.097.7 －  ○12.9006

28.6 19.097.7 －  ○13.8007

17.151.8 －  ○15.1008

61.2 28.199.5 －  ○23.1009

N値から算出・・・(N値) 



3. 液状化の判定

本適用基準では、液状化の判定を行う必要がある土層として、次のように示されている。

液状化の判定を行う必要がある飽和土層は、原則的に地表面から20m程度以浅の土層で、考慮すべき土

20%以下の土とする。ただし、埋立地盤等の造成地盤で、地表面から m程度35の種類は、細粒分含有率が

また、埋立地盤等の以深まで連続している場合には、造成地盤の下端まで液状化判定を行う必要がある。

造成地盤では、細粒分含有率が %以上の低塑性シルト、液性限界に近い含水比を持ったシルトなどが35

%以下、液状化した事例も報告されているので、粘土分(0.005mm以下の粒径を持つ土粒子)含有率が 10

 以下の埋立地盤あるいは盛土地盤については液状化の検討を行う。または塑性指数が 15

以下に液状化判定の必要性を検討し、該当する土層については液状化の判定を行う。

(m)1.500=hw ：地下水位

(m)23.100：耐震設計上の基盤面

(m)以内20.000：液状化の判定深度

適用 (FL算出) 粘土分堆積 液状化判定塑性細粒分深度
N値

判定深度(調査) %土質 35指数含有率含有率時代 Fc≦
No

以内の %N 10Cc≦Cc 結果Ip Fc z
飽和土層 15(%) Ip≦(%)(m)

2 粘性土 30.0沖積世 －○○65.01.8001

9 砂質土 7.0沖積世 する○○15.82.3502

9 砂質土 7.0沖積世 する○○15.83.3003

6 砂質土 7.0沖積世 する○○15.84.3004

11 砂質土 7.0沖積世 する○○15.86.3005

12 砂質土 10.0沖積世 する○○22.17.3006

11 砂質土 10.0沖積世 する○○22.18.3007

2 粘性土 20.2沖積世 －○○12.177.99.3008

3 粘性土 20.2沖積世 －○○12.177.910.3009

2 粘性土 28.6沖積世 －－○19.097.711.30010

0 粘性土 28.6沖積世 －－○19.097.713.15011

6 粘性土 17.1沖積世 －○○51.814.30012

0 粘性土 61.2沖積世 －－○28.199.515.30013

0 粘性土 61.2沖積世 －－○28.199.516.15014

0 粘性土 61.2沖積世 －－○28.199.517.15015

0 粘性土 61.2沖積世 －－○28.199.518.15016

○：該当する　－：該当しない



4. 深度毎の土被り圧

σ'z(および σ'zb)は、次式により求める。 深度毎の全土被り圧σz、有効土被り圧 

(水位より上層の場合)

{
σzi-1 Hi+ γt1 

=σz 
Hi+ (水位より下層の場合)σzi-1 γt2 

Hi+ (水位より上層の場合)

{
σ'zi-1 γt1 

=σ'z 
Hi+ (水位より下層の場合)σ'zi-1 γ't2 

Hi+ (水位より上層の場合)

{
σ'zbi-1 γt1 

=σ'zb 
Hi+ (水位より下層の場合)σ'zbi-1 γ't2 

全土被り圧(kN/m2) ：σz 

有効土被り圧(kN/m2) ：σ'z 

標準貫入試験を行ったときの地表面からの深さにおける有効土被り圧(kN/m2) ：σ'zb 

地下水位面より浅い位置での土の単位体積重量(kN/m3)：γt1 

地下水位面より深い位置での土の単位体積重量(kN/m3)：γt2 

地下水位面より深い位置での土の有効単位体積重量(kN/m3) ：γ't2 

層厚(m)：Hi 

有効土被り圧境界 有効単位体積重量深度
全土被り圧層厚

(調査)(調査) 土被り圧有効水位下水位上
No

σ'zb σz σ'z γ't2 γt2 γt1 Hi z
(kN/m2)(kN/m2)(kN/m2)(m)(m) (kN/m3)(kN/m3)(kN/m3)

－  0.000.00－  0.0001

12.6012.6012.609.019.018.00.7000.7002

23.80水位 23.8023.800.8001.5003

25.3025.3028.300.3001.8004

27.5527.5535.055.015.014.00.4502.2505

28.2528.2536.750.1002.3506

34.9034.9052.900.9503.3007

41.9041.9069.901.0004.3008

55.9055.90103.902.0006.3009

59.4059.40112.407.017.016.00.5006.80010

62.9062.90120.900.5007.30011

69.9069.90137.901.0008.30012

73.4073.40146.407.017.016.00.5008.80013

76.4076.40154.400.5009.30014

82.4082.40170.401.00010.30015

84.2084.20175.206.016.016.00.30010.60016

88.4088.40186.400.70011.30017

98.0098.00212.006.016.016.01.60012.90018

99.5099.50216.000.25013.15019

103.40103.40226.406.016.016.00.65013.80020

106.40106.40234.400.50014.30021

111.20111.20247.206.016.016.00.80015.10022

112.40112.40250.400.20015.30023

117.50117.50264.000.85016.15024

123.50123.50280.001.00017.15025



有効土被り圧境界 有効単位体積重量深度
全土被り圧層厚

(調査)(調査) 土被り圧有効水位下水位上
No

σ'zb σz σ'z γ't2 γt2 γt1 Hi z
(kN/m2)(kN/m2)(kN/m2)(m)(m) (kN/m3)(kN/m3)(kN/m3)

129.50129.50296.001.00018.15026

141.50141.50328.006.016.016.02.00020.15027



5. 繰返しせん断応力比

繰返しせん断応力比τd/σ'zは、次式により求める。

σz αmax τd 
rd rn =

σ'z gσ'z 

1.0-0.015z=rd 

τd/σ'z 繰返しせん断応力比：

0.65 )：rn 等価の繰返し回数に関する補正係数で0.1(M-1)で算出(=

7.5)マグニチュード(=：M

(m/s2) (レベル2)3.5(m/s2) (レベル1)2.0= ）(：αmax 地表面における設計水平加速度

(m/s2)) 9.8重力加速度(=：g

全土被り圧(kN/m2) ：σz 

有効土被り圧(kN/m2) ：σ'z 

地盤が剛体でないことによる低減係数：rd 

深度(m)：z

有効 (レベル2)(レベル1)深度
全土被り圧 低減係数N値

(調査) 土被り圧 せん断応力比せん断応力比
No

τd/σ'z τd/σ'z rd N σz σ'z z
(kN/m2)(kN/m2)(m)

－  －  －  2 25.3028.301.8001

0.2910.1670.9659 28.2536.752.3502

0.3350.1910.9519 34.9052.903.3003

0.3620.2070.9366 41.9069.904.3004

0.3910.2230.90611 55.90103.906.3005

0.3980.2270.89112 62.90120.907.3006

0.4010.2290.87611 69.90137.908.3007

－  －  －  2 76.40154.409.3008

－  －  －  3 82.40170.4010.3009

－  －  －  2 88.40186.4011.30010

－  －  －  0 99.50216.0013.15011

－  －  －  6 106.40234.4014.30012

－  －  －  0 112.40250.4015.30013

－  －  －  0 117.50264.0016.15014

－  －  －  0 123.50280.0017.15015

－  －  －  0 129.50296.0018.15016



6. 液状化抵抗比

τL/σ'zを求める。下図の限界せん断ひずみ曲線5%を用いて、補正N値(Na)に対する液状化抵抗比 

n

)( 16 Na 16 Na }{τL 
+aCr =

Cs 100σ'z 

：τL/σ'z 液状化抵抗比

a ：係数(=0.45)

係数(=0.57)Cr ：

94-19log10γ Cs= 係数：Cs 

γ せん断ひずみ(片)振幅(%)：

Na 補正N値：

n ：係数(=14)

、0.07の場合は6.00ここで、Na＜ τL/σ'z＝ 

0.60σ'z＝ 26.00 の場合はτL/ とする。Na＞ 

補正N値と液状化抵抗、動的せん断ひずみの関係

また、補正N値(Na)は、次式により求める。 

N1+ ⊿Nf Na =

CN・N N1 =

100/σ'zb =CN 

Na 補正N値：

N1 換算N値：

CN 拘束圧に関する換算係数：

標準貫入試験から得られるN値：N

標準貫入試験を行ったときの地表面からの：σ'zb 

深さにおける有効土被り圧 (kN/m2) 

細粒分含有率に応じた補正N値増分：⊿Nf 

( 5%＜Fc≦10%) 1.2Fc-6 

{ (10%＜Fc≦20%) 0.2Fc+4 ⊿Nf =

(20%＜Fc≦50%) 0.1Fc+6 

⊿Nf=0、ここで、Fc≦5%の場合は 細粒分含有率とN値の補正係数

⊿Nf=11とする。 Fc＞50%の場合は 



50% N値換算有効土被り 補正換算細粒分深度
液状化抵抗比N値

粒径(調査) N値N値係数含有率 増分圧(調査)
No

D50 τL/σ'z ⊿Nf CN σ'zb Na N1 N Fc ｚ
(mm) (kN/m2)(%)(m)

－  －  －  25.300 －  －  －  2 65.01.8001

－  7.1601.88128.250 0.37624.08916.9299 15.82.3502

－  7.1601.69334.900 0.29922.39715.2379 15.83.3003

－  7.1601.54541.900 0.17816.4309.2706 15.84.3004

－  7.1601.33855.900 0.28121.87814.71811 15.86.3005

－  8.2101.26162.900 0.33823.34215.13212 22.17.3006

－  8.2101.19669.900 0.26521.36613.15611 22.18.3007

－  －  －  76.400 －  －  －  2 77.99.3008

－  －  －  82.400 －  －  －  3 77.910.3009

－  －  －  88.400 －  －  －  2 97.711.30010

－  －  －  99.500 －  －  －  0 97.713.15011

－  －  －  106.400 －  －  －  6 51.814.30012

－  －  －  112.400 －  －  －  0 99.515.30013

－  －  －  117.500 －  －  －  0 99.516.15014

－  －  －  123.500 －  －  －  0 99.517.15015

－  －  －  129.500 －  －  －  0 99.518.15016



7. 液状化に対する安全率

液状化に対する安全率FLは次式により算出し、この値が1.0以下の土層については液状化するとみなすものと 

する。

τL/σ'z 
FL =

τd/σ'z 

FL 液状化に対する安全率：

τL/σ'z 液状化抵抗比：

τd/σ'z 繰返しせん断応力比：

(レベル2)液状化 (レベル1)深度
液状化N値

(調査) 抵抗比 せん断 安全率せん断 安全率
判定No

応力比応力比 FL τL/σ'z FL Nｚ
(FL算出) 

τd/σ'z τd/σ'z (m)

－  －  －  －  －  －21.8001

1.2920.2912.2510.1670.376する92.3502

0.8930.3351.5650.1910.299する93.3003

0.4920.3620.8600.2070.178する64.3004

0.7190.3911.2600.2230.281する116.3005

0.8490.3981.4890.2270.338する127.3006

0.6610.4011.1570.2290.265する118.3007

－  －  －  －  －  －29.3008

－  －  －  －  －  －310.3009

－  －  －  －  －  －211.30010

－  －  －  －  －  －013.15011

－  －  －  －  －  －614.30012

－  －  －  －  －  －015.30013

－  －  －  －  －  －016.15014

－  －  －  －  －  －017.15015

－  －  －  －  －  －018.15016



8. 液状化指数

液状化の範囲、程度については、深さ方向の分布および周辺地盤の状況等から総合的に判断する必要がある。

この場合、次式より算定される液状化指数PL(液状化抵抗率の深さ方向の変化から、液状化の激しさの程度を表 

す指標)が目安となる。

20

∫(1-FL)(10-0.5x)dx =PL 
0

この積分は、FL値が連続的でないために次式にて算出する。 

pLi pLi-1+ 
Σ Hi =PL 

2

(1-FL)(10-0.5x) =pLi 

液状化指数(m2)：PL 

深度xに対する液状化指数(m)：pLi 

FL=1とする)FL 液状化に対する抵抗率(FL≧1の場合は：

層厚(m)：Hi 

深度(m)：x

境界 (レベル2)(レベル1)深度
層厚

(調査) 液状化指数液状化指数 液状化液状化
No

抵抗率抵抗率 PL pLi PL pLi Hi x
(m2) (m2) (m)(m) FL FL (m)(m)

水位 －  －  －  －  －  －  1.5001.5001

－  －  －  －  －  －  0.3001.8002

0.0000.0001.2920.0000.0002.2510.5502.3503

0.4240.8930.8930.0000.0001.5650.9503.3004

2.4413.9880.4920.5501.0990.8601.0004.3005

5.9131.9250.7191.0990.0001.2602.0006.3006

1.4420.9590.8490.0000.0001.4891.0007.3007

1.4711.9830.6610.0000.0001.1571.0008.3008

0.992－  －  0.000－  －  1.0009.3009

－  －  －  －  －  －  1.00010.30010

－  －  －  －  －  －  1.00011.30011

－  －  －  －  －  －  1.85013.15012

－  －  －  －  －  －  1.15014.30013

－  －  －  －  －  －  1.00015.30014

－  －  －  －  －  －  0.85016.15015

－  －  －  －  －  －  1.00017.15016

－  －  －  －  －  －  1.00018.15017

20m －  －  －  －  －  －  1.85020.00018

計計 12.6831.649



9. FL分布図 

深度 (レベル2)(レベル1)N値
(調査) 液状化液状化

N 判定結果判定結果z 安全率安全率
(m) FL FL 

1.800 －－ －  2 －  

2.350 しないしない 1.2929 2.251

3.300 液状化するしない 0.8939 1.565

4.300 液状化する液状化する 0.4926 0.860

6.300 液状化するしない 0.71911 1.260

7.300 液状化するしない 0.84912 1.489

8.300 液状化するしない 0.66111 1.157

9.300 －－ －  2 －  

10.300 －－ －  3 －  

11.300 －－ －  2 －  

13.150 －－ －  0 －  

14.300 －－ －  6 －  

15.300 －－ －  0 －  

16.150 －－ －  0 －  

17.150 －－ －  0 －  

18.150 －－ －  0 －  



FL 10. 各地層毎の

については各地層の平均値とし、次式により求める。FL 地層毎の

Wi ) / ΣWi ･FLi Σ(=FL 

(直上、直下に境界が無い場合)/2Hi+1 /2 +Hi /2Hi+1 /2 +Hi 

{ (直上に境界がある場合)/2Hi+1 +Hi 
=Wi 

(直下に境界がある場合)Hi+1 /2 +Hi 

(直上、直下に境界がある場合)Hi+1 +Hi 

レベル2レベル2 レベル1レベル1深度 有効層厚
層厚

液状化液状化液状化(調査) 液状化
境界No

安全率安全率ΣWi Wi 安全率安全率Hi z
FL FL (m)(m)FLi FLi (m)(m)

－  －  0.7001層 －  0.7001

0.800水位 1.5002

－  －  0.300 － 1.8003

－  －  0.4502層 －  2.2504

1.2922.2510.100 0.5752.3505

0.8931.5650.950 0.9753.3006

0.4920.8601.000 1.5004.3007

0.7191.2602.000 1.5006.3008

0.7544.5500.5003層 1.3196.8009

0.8491.4890.500 1.0007.30010

0.6611.1571.000 1.0008.30011

0.7552.0000.5004層 1.3238.80012

－  －  0.500 － 9.30013

－  －  1.000 － 10.30014

－  －  0.3005層 －  10.60015

－  －  0.700 － 11.30016

－  －  1.6006層 －  12.90017

－  －  0.250 － 13.15018

－  －  0.6507層 －  13.80019

－  －  0.500 － 14.30020

－  －  0.8008層 －  15.10021

－  －  0.200 － 15.30022

－  －  0.850 － 16.15023

－  －  1.000 － 17.15024

－  －  1.000 － 18.15025

2.000 － 20.15026

1.000 － 21.15027

1.000 － 22.15028

－  －  0.9509層 －  23.10029



11. 地盤の変位量

地盤の水平変位量Dcyおよび沈下量Sは、次式により求める。 

ΣDcy = (γcyi× Wi/100) 

ΣS = (εvi× Wi/100) 

｛
Hi/2 Hi+1/2 （直上、直下に境界が無い場合）+

+ Hi+1/2 Hi （直上に境界がある場合）
=Wi 

Hi/2 Hi+1 （直下に境界がある場合）+

+ Hi+1 Hi （直上、直下に境界がある場合）

線形補間 で読み取り）繰返しせん断ひずみ(%)（：γcy 

体積ひずみ(%)：εv 

補正N値：Na 

σ'z 繰返しせん断応力比：τd/ 補正N値と繰返しせん断
ひずみの関係

地盤の沈下量はS＝Dcyと εvと読み換えればよいので、 繰返しせん断ひずみγcyを ここで、体積ひずみεvは、

の場合はγcy＝0とする。 1.000なお、FL＞ なる。

(レベル2)(レベル1)補正有効No 境界 深度 層厚
水平せん断 せん断N値層厚 水平せん断 せん断(調査)

ひずみ応力比 変位量ひずみ応力比 変位量
Na Wi z Hi 

εv γcy, σ'z Dcy τd/εv γcy, σ'z Dcy τd/
(m)(m)(m)

(m)(%)(m)(%)

1層 0.700 0.700

水位 1.500 0.800

－－－－－1 1.800 0.300 －－－

2層 2.250 0.450

0.0000.00.2910.0000.02 2.350 0.100 0.16724.0890.575

0.0060.60.3350.0000.03 3.300 0.950 0.19122.3970.975

0.0241.60.3620.0120.84 4.300 1.000 0.20716.4301.500

0.0120.80.3910.0000.05 6.300 2.000 0.22321.8781.500

3層 6.800 0.500

0.0060.60.3980.0000.06 7.300 0.500 0.22723.3421.000

0.0090.90.4010.0000.07 8.300 1.000 0.22921.3661.000

4層 8.800 0.500

－－－－－8 9.300 0.500 －－－

－－－－－9 10.300 1.000 －－－

5層 10.600 0.300

－－－－－10 11.300 0.700 －－－

6層 12.900 1.600

－－－－－11 13.150 0.250 －－－

7層 13.800 0.650

－－－－－12 14.300 0.500 －－－

8層 15.100 0.800

－－－－－13 15.300 0.200 －－－

－－－－－14 16.150 0.850 －－－

－－－－－15 17.150 1.000 －－－



(レベル2)(レベル1)補正有効No 境界 深度 層厚
水平せん断 せん断N値層厚 水平せん断 せん断(調査)

ひずみ応力比 変位量ひずみ応力比 変位量
Na Wi z Hi 

εv γcy, σ'z Dcy τd/εv γcy, σ'z Dcy τd/
(m)(m)(m)

(m)(%)(m)(%)

－－－－－16 18.150 1.000 －－－

17 20.150 2.000 －

18 21.150 1.000 －

19 22.150 1.000 －

9層 23.100 0.950

計 0.057計地盤の水平変位量（沈下量） 0.012



液状化判定 検討書

(地点名： No.3)

業務名： 海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務

地区名：

備考  ：



1. 設計条件

：適用基準 「建築基礎構造設計指針　2019.11　(一社)日本建築学会」

No.3：地点名

レベル1およびレベル2：設計地震動

7.5=M：マグニチュード

(m/s2) (レベル2)3.5(m/s2) (レベル1)2.0=αmax ：設計水平加速度

考慮しない：N値補正係数(Csb) 

(kN/m2) －   ：上載荷重

(m)1.250=hw ：地下水位

(m)23.800：耐震設計上の基盤面

(m)以内20.000：液状化の判定深度

2. 土質条件

2.1 地層データ

適用堆積 単位体積重量深度
非層厚地層

(調査) 時代 有効水位下水位上土質
液状化

γ't2 γt2 γt1 Hi zNo
層

(m)(m) (kN/m3)(kN/m3)(kN/m3)

－9.019.018.01.000礫質土沖積世1.0001層

－5.015.014.01.100砂質土沖積世2.1002層

○5.015.014.00.700粘性土沖積世2.8003層

－7.017.016.00.900砂質土沖積世3.7004層

－7.017.016.05.000砂質土沖積世8.7005層

○6.016.016.02.100粘性土沖積世10.8006層

○6.016.016.04.900粘性土沖積世15.7007層

○6.016.016.08.100粘性土沖積世23.8008層

(kN/m3))10.0=水の単位体積重量：(γw γw γt2- =γ't2 



2.2 N値データ

適用堆積深度深度
平均N値層厚地層N値

(調査)(調査) 時代 土質No
Ni Hi zNoNz

(m)(m)(m)

81.8001 7.600沖積世 砂質土 1.1002.1002層

32.3002 3.300沖積世 粘性土 0.7002.8003層

33.3003 3.500沖積世 砂質土 0.9003.7004層

94.3004

185.3005

116.3006

157.3007

208.3008 13.900沖積世 砂質土 5.0008.7005層

49.3009

510.30010 5.700沖積世 粘性土 2.10010.8006層

211.30011

312.30012

113.30013

114.15014

115.15015 1.700沖積世 粘性土 4.90015.7007層

016.15016

017.15017

018.15018

019.15019

020.15020

021.15021

022.15022

023.15023 0.000沖積世 粘性土 8.10023.8008層



2.3 試験データ

50%粘土分 塑性細粒分深度 液状化抵抗比
粒径含有率(調査) 指数含有率 σ'z /τL No
D50 Cc Ip FC z

(試験値)(N値)(mm)(%)(%)(m)

25.0 0.050.0 －  ○1.0001

5.010.0 －  ○2.1002

30.065.0 －  ○2.8003

12.025.1 －  ○3.7004

8.016.7 －  ○8.7005

21.979.8 －  ○10.8006

32.2 19.082.7 －  ○15.7007

59.7 41.094.4 －  ○23.8008

N値から算出・・・(N値) 



3. 液状化の判定

本適用基準では、液状化の判定を行う必要がある土層として、次のように示されている。

液状化の判定を行う必要がある飽和土層は、原則的に地表面から20m程度以浅の土層で、考慮すべき土

20%以下の土とする。ただし、埋立地盤等の造成地盤で、地表面から m程度35の種類は、細粒分含有率が

また、埋立地盤等の以深まで連続している場合には、造成地盤の下端まで液状化判定を行う必要がある。

造成地盤では、細粒分含有率が %以上の低塑性シルト、液性限界に近い含水比を持ったシルトなどが35

%以下、液状化した事例も報告されているので、粘土分(0.005mm以下の粒径を持つ土粒子)含有率が 10

 以下の埋立地盤あるいは盛土地盤については液状化の検討を行う。または塑性指数が 15

以下に液状化判定の必要性を検討し、該当する土層については液状化の判定を行う。

(m)1.250=hw ：地下水位

(m)23.800：耐震設計上の基盤面

(m)以内20.000：液状化の判定深度

適用 (FL算出) 粘土分堆積 液状化判定塑性細粒分深度
N値

判定深度(調査) %土質 35指数含有率含有率時代 Fc≦
No

以内の %N 10Cc≦Cc 結果Ip Fc z
飽和土層 15(%) Ip≦(%)(m)

8 砂質土 5.0沖積世 する○○10.01.8001

3 粘性土 30.0沖積世 －○○65.02.3002

3 砂質土 12.0沖積世 する○○25.13.3003

9 砂質土 8.0沖積世 する○○16.74.3004

18 砂質土 8.0沖積世 する○○16.75.3005

11 砂質土 8.0沖積世 する○○16.76.3006

15 砂質土 8.0沖積世 する○○16.77.3007

20 砂質土 8.0沖積世 する○○16.78.3008

4 粘性土 21.9沖積世 －○○79.89.3009

5 粘性土 21.9沖積世 －○○79.810.30010

2 粘性土 32.2沖積世 －－○19.082.711.30011

3 粘性土 32.2沖積世 －－○19.082.712.30012

1 粘性土 32.2沖積世 －－○19.082.713.30013

1 粘性土 32.2沖積世 －－○19.082.714.15014

1 粘性土 32.2沖積世 －－○19.082.715.15015

0 粘性土 59.7沖積世 －－○41.094.416.15016

0 粘性土 59.7沖積世 －－○41.094.417.15017

0 粘性土 59.7沖積世 －－○41.094.418.15018

0 粘性土 59.7沖積世 －－○41.094.419.15019

○：該当する　－：該当しない



4. 深度毎の土被り圧

σ'z(および σ'zb)は、次式により求める。 深度毎の全土被り圧σz、有効土被り圧 

(水位より上層の場合)

{
σzi-1 Hi+ γt1 

=σz 
Hi+ (水位より下層の場合)σzi-1 γt2 

Hi+ (水位より上層の場合)

{
σ'zi-1 γt1 

=σ'z 
Hi+ (水位より下層の場合)σ'zi-1 γ't2 

Hi+ (水位より上層の場合)

{
σ'zbi-1 γt1 

=σ'zb 
Hi+ (水位より下層の場合)σ'zbi-1 γ't2 

全土被り圧(kN/m2) ：σz 

有効土被り圧(kN/m2) ：σ'z 

標準貫入試験を行ったときの地表面からの深さにおける有効土被り圧(kN/m2) ：σ'zb 

地下水位面より浅い位置での土の単位体積重量(kN/m3)：γt1 

地下水位面より深い位置での土の単位体積重量(kN/m3)：γt2 

地下水位面より深い位置での土の有効単位体積重量(kN/m3) ：γ't2 

層厚(m)：Hi 

有効土被り圧境界 有効単位体積重量深度
全土被り圧層厚

(調査)(調査) 土被り圧有効水位下水位上
No

σ'zb σz σ'z γ't2 γt2 γt1 Hi z
(kN/m2)(kN/m2)(kN/m2)(m)(m) (kN/m3)(kN/m3)(kN/m3)

－  0.000.00－  0.0001

18.0018.0018.009.019.018.01.0001.0002

21.50水位 21.5021.500.2501.2503

24.2524.2529.750.5501.8004

25.7525.7534.255.015.014.00.3002.1005

26.7526.7537.250.2002.3006

29.2529.2544.755.015.014.00.5002.8007

32.7532.7553.250.5003.3008

35.5535.5560.057.017.016.00.4003.7009

39.7539.7570.250.6004.30010

46.7546.7587.251.0005.30011

53.7553.75104.251.0006.30012

60.7560.75121.251.0007.30013

67.7567.75138.251.0008.30014

70.5570.55145.057.017.016.00.4008.70015

74.1574.15154.650.6009.30016

80.1580.15170.651.00010.30017

83.1583.15178.656.016.016.00.50010.80018

86.1586.15186.650.50011.30019

92.1592.15202.651.00012.30020

98.1598.15218.651.00013.30021

103.25103.25232.250.85014.15022

109.25109.25248.251.00015.15023

112.55112.55257.056.016.016.00.55015.70024

115.25115.25264.250.45016.15025



有効土被り圧境界 有効単位体積重量深度
全土被り圧層厚

(調査)(調査) 土被り圧有効水位下水位上
No

σ'zb σz σ'z γ't2 γt2 γt1 Hi z
(kN/m2)(kN/m2)(kN/m2)(m)(m) (kN/m3)(kN/m3)(kN/m3)

121.25121.25280.251.00017.15026

127.25127.25296.251.00018.15027

133.25133.25312.251.00019.15028

139.25139.25328.256.016.016.01.00020.15029



5. 繰返しせん断応力比

繰返しせん断応力比τd/σ'zは、次式により求める。

σz αmax τd 
rd rn =

σ'z gσ'z 

1.0-0.015z=rd 

τd/σ'z 繰返しせん断応力比：

0.65 )：rn 等価の繰返し回数に関する補正係数で0.1(M-1)で算出(=

7.5)マグニチュード(=：M

(m/s2) (レベル2)3.5(m/s2) (レベル1)2.0= ）(：αmax 地表面における設計水平加速度

(m/s2)) 9.8重力加速度(=：g

全土被り圧(kN/m2) ：σz 

有効土被り圧(kN/m2) ：σ'z 

地盤が剛体でないことによる低減係数：rd 

深度(m)：z

有効 (レベル2)(レベル1)深度
全土被り圧 低減係数N値

(調査) 土被り圧 せん断応力比せん断応力比
No

τd/σ'z τd/σ'z rd N σz σ'z z
(kN/m2)(kN/m2)(m)

0.2770.1580.9738 24.2529.751.8001

－  －  －  3 26.7537.252.3002

0.3590.2050.9513 32.7553.253.3003

0.3840.2190.9369 39.7570.254.3004

0.3990.2280.92118 46.7587.255.3005

0.4080.2330.90611 53.75104.256.3006

0.4130.2360.89115 60.75121.257.3007

0.4150.2370.87620 67.75138.258.3008

－  －  －  4 74.15154.659.3009

－  －  －  5 80.15170.6510.30010

－  －  －  2 86.15186.6511.30011

－  －  －  3 92.15202.6512.30012

－  －  －  1 98.15218.6513.30013

－  －  －  1 103.25232.2514.15014

－  －  －  1 109.25248.2515.15015

－  －  －  0 115.25264.2516.15016

－  －  －  0 121.25280.2517.15017

－  －  －  0 127.25296.2518.15018

－  －  －  0 133.25312.2519.15019



6. 液状化抵抗比

τL/σ'zを求める。下図の限界せん断ひずみ曲線5%を用いて、補正N値(Na)に対する液状化抵抗比 

n

)( 16 Na 16 Na }{τL 
+aCr =

Cs 100σ'z 

：τL/σ'z 液状化抵抗比

a ：係数(=0.45)

係数(=0.57)Cr ：

94-19log10γ Cs= 係数：Cs 

γ せん断ひずみ(片)振幅(%)：

Na 補正N値：

n ：係数(=14)

、0.07の場合は6.00ここで、Na＜ τL/σ'z＝ 

0.60σ'z＝ 26.00 の場合はτL/ とする。Na＞ 

補正N値と液状化抵抗、動的せん断ひずみの関係

また、補正N値(Na)は、次式により求める。 

N1+ ⊿Nf Na =

CN・N N1 =

100/σ'zb =CN 

Na 補正N値：

N1 換算N値：

CN 拘束圧に関する換算係数：

標準貫入試験から得られるN値：N

標準貫入試験を行ったときの地表面からの：σ'zb 

深さにおける有効土被り圧 (kN/m2) 

細粒分含有率に応じた補正N値増分：⊿Nf 

( 5%＜Fc≦10%) 1.2Fc-6 

{ (10%＜Fc≦20%) 0.2Fc+4 ⊿Nf =

(20%＜Fc≦50%) 0.1Fc+6 

⊿Nf=0、ここで、Fc≦5%の場合は 細粒分含有率とN値の補正係数

⊿Nf=11とする。 Fc＞50%の場合は 



50% N値換算有効土被り 補正換算細粒分深度
液状化抵抗比N値

粒径(調査) N値N値係数含有率 増分圧(調査)
No

D50 τL/σ'z ⊿Nf CN σ'zb Na N1 N Fc ｚ
(mm) (kN/m2)(%)(m)

－  6.0002.03124.250 0.29422.24816.2488 10.01.8001

－  －  －  26.750 －  －  －  3 65.02.3002

－  8.5101.74732.750 0.15613.7515.2413 25.13.3003

－  7.3401.58639.750 0.27221.61414.2749 16.74.3004

－  7.3401.46346.750 0.60033.67426.33418 16.75.3005

－  7.3401.36453.750 0.29722.34415.00411 16.76.3006

－  7.3401.28360.750 0.60026.58519.24515 16.77.3007

－  7.3401.21567.750 0.60031.64024.30020 16.78.3008

－  －  －  74.150 －  －  －  4 79.89.3009

－  －  －  80.150 －  －  －  5 79.810.30010

－  －  －  86.150 －  －  －  2 82.711.30011

－  －  －  92.150 －  －  －  3 82.712.30012

－  －  －  98.150 －  －  －  1 82.713.30013

－  －  －  103.250 －  －  －  1 82.714.15014

－  －  －  109.250 －  －  －  1 82.715.15015

－  －  －  115.250 －  －  －  0 94.416.15016

－  －  －  121.250 －  －  －  0 94.417.15017

－  －  －  127.250 －  －  －  0 94.418.15018

－  －  －  133.250 －  －  －  0 94.419.15019



7. 液状化に対する安全率

液状化に対する安全率FLは次式により算出し、この値が1.0以下の土層については液状化するとみなすものと 

する。

τL/σ'z 
FL =

τd/σ'z 

FL 液状化に対する安全率：

τL/σ'z 液状化抵抗比：

τd/σ'z 繰返しせん断応力比：

(レベル2)液状化 (レベル1)深度
液状化N値

(調査) 抵抗比 せん断 安全率せん断 安全率
判定No

応力比応力比 FL τL/σ'z FL Nｚ
(FL算出) 

τd/σ'z τd/σ'z (m)

1.0610.2771.8610.1580.294する81.8001

－  －  －  －  －  －32.3002

0.4350.3590.7610.2050.156する33.3003

0.7080.3841.2420.2190.272する94.3004

1.5040.3992.6320.2280.600する185.3005

0.7280.4081.2750.2330.297する116.3006

1.4530.4132.5420.2360.600する157.3007

1.4460.4152.5320.2370.600する208.3008

－  －  －  －  －  －49.3009

－  －  －  －  －  －510.30010

－  －  －  －  －  －211.30011

－  －  －  －  －  －312.30012

－  －  －  －  －  －113.30013

－  －  －  －  －  －114.15014

－  －  －  －  －  －115.15015

－  －  －  －  －  －016.15016

－  －  －  －  －  －017.15017

－  －  －  －  －  －018.15018

－  －  －  －  －  －019.15019



8. 液状化指数

液状化の範囲、程度については、深さ方向の分布および周辺地盤の状況等から総合的に判断する必要がある。

この場合、次式より算定される液状化指数PL(液状化抵抗率の深さ方向の変化から、液状化の激しさの程度を表 

す指標)が目安となる。

20

∫(1-FL)(10-0.5x)dx =PL 
0

この積分は、FL値が連続的でないために次式にて算出する。 

pLi pLi-1+ 
Σ Hi =PL 

2

(1-FL)(10-0.5x) =pLi 

液状化指数(m2)：PL 

深度xに対する液状化指数(m)：pLi 

FL=1とする)FL 液状化に対する抵抗率(FL≧1の場合は：

層厚(m)：Hi 

深度(m)：x

境界 (レベル2)(レベル1)深度
層厚

(調査) 液状化指数液状化指数 液状化液状化
No

抵抗率抵抗率 PL pLi PL pLi Hi x
(m2) (m2) (m)(m) FL FL (m)(m)

水位 －  0.0001.061－  0.0001.8611.2501.2501

0.0000.0001.0610.0000.0001.8610.5501.8002

0.000－  －  0.000－  －  0.5002.3003

2.3594.7180.4350.9981.9960.7611.0003.3004

3.5052.2920.7080.9980.0001.2421.0004.3005

1.1460.0001.5040.0000.0002.6321.0005.3006

0.9321.8630.7280.0000.0001.2751.0006.3007

0.9320.0001.4530.0000.0002.5421.0007.3008

0.0000.0001.4460.0000.0002.5321.0008.3009

0.000－  －  0.000－  －  1.0009.30010

－  －  －  －  －  －  1.00010.30011

－  －  －  －  －  －  1.00011.30012

－  －  －  －  －  －  1.00012.30013

－  －  －  －  －  －  1.00013.30014

－  －  －  －  －  －  0.85014.15015

－  －  －  －  －  －  1.00015.15016

－  －  －  －  －  －  1.00016.15017

－  －  －  －  －  －  1.00017.15018

－  －  －  －  －  －  1.00018.15019

－  －  －  －  －  －  1.00019.15020

20m －  －  －  －  －  －  0.85020.00021

計計 8.8741.996

※地下水位のFLは直下深度と同等にした 



9. FL分布図 

深度 (レベル2)(レベル1)N値
(調査) 液状化液状化

N 判定結果判定結果z 安全率安全率
(m) FL FL 

1.800 しないしない 1.0618 1.861

2.300 －－ －  3 －  

3.300 液状化する液状化する 0.4353 0.761

4.300 液状化するしない 0.7089 1.242

5.300 しないしない 1.50418 2.632

6.300 液状化するしない 0.72811 1.275

7.300 しないしない 1.45315 2.542

8.300 しないしない 1.44620 2.532

9.300 －－ －  4 －  

10.300 －－ －  5 －  

11.300 －－ －  2 －  

12.300 －－ －  3 －  

13.300 －－ －  1 －  

14.150 －－ －  1 －  

15.150 －－ －  1 －  

16.150 －－ －  0 －  

17.150 －－ －  0 －  

18.150 －－ －  0 －  

19.150 －－ －  0 －  



FL 10. 各地層毎の

については各地層の平均値とし、次式により求める。FL 地層毎の

Wi ) / ΣWi ･FLi Σ(=FL 

(直上、直下に境界が無い場合)/2Hi+1 /2 +Hi /2Hi+1 /2 +Hi 

{ (直上に境界がある場合)/2Hi+1 +Hi 
=Wi 

(直下に境界がある場合)Hi+1 /2 +Hi 

(直上、直下に境界がある場合)Hi+1 +Hi 

レベル2レベル2 レベル1レベル1深度 有効層厚
層厚

液状化液状化液状化(調査) 液状化
境界No

安全率安全率ΣWi Wi 安全率安全率Hi z
FL FL (m)(m)FLi FLi (m)(m)

－  －  1.0001層 －  1.0001

0.250水位 1.2502

1.0611.8610.550 0.8501.8003

1.0610.8500.3002層 1.8612.1004

－  －  0.200 － 2.3005

－  －  0.5003層 －  2.8006

0.4350.7610.500 0.9003.3007

0.4350.9000.4004層 0.7613.7008

0.7081.2420.600 1.1004.3009

1.5042.6321.000 1.0005.30010

0.7281.2751.000 1.0006.30011

1.4532.5421.000 1.0007.30012

1.4462.5321.000 0.9008.30013

1.1535.0000.4005層 2.0198.70014

－  －  0.600 － 9.30015

－  －  1.000 － 10.30016

－  －  0.5006層 －  10.80017

－  －  0.500 － 11.30018

－  －  1.000 － 12.30019

－  －  1.000 － 13.30020

－  －  0.850 － 14.15021

－  －  1.000 － 15.15022

－  －  0.5507層 －  15.70023

－  －  0.450 － 16.15024

－  －  1.000 － 17.15025

－  －  1.000 － 18.15026

－  －  1.000 － 19.15027

1.000 － 20.15028

1.000 － 21.15029

1.000 － 22.15030

1.000 － 23.15031

－  －  0.6508層 －  23.80032



11. 地盤の変位量

地盤の水平変位量Dcyおよび沈下量Sは、次式により求める。 

ΣDcy = (γcyi× Wi/100) 

ΣS = (εvi× Wi/100) 

｛
Hi/2 Hi+1/2 （直上、直下に境界が無い場合）+

+ Hi+1/2 Hi （直上に境界がある場合）
=Wi 

Hi/2 Hi+1 （直下に境界がある場合）+

+ Hi+1 Hi （直上、直下に境界がある場合）

線形補間 で読み取り）繰返しせん断ひずみ(%)（：γcy 

体積ひずみ(%)：εv 

補正N値：Na 

σ'z 繰返しせん断応力比：τd/ 補正N値と繰返しせん断
ひずみの関係

地盤の沈下量はS＝Dcyと εvと読み換えればよいので、 繰返しせん断ひずみγcyを ここで、体積ひずみεvは、

の場合はγcy＝0とする。 1.000なお、FL＞ なる。

(レベル2)(レベル1)補正有効No 境界 深度 層厚
水平せん断 せん断N値層厚 水平せん断 せん断(調査)

ひずみ応力比 変位量ひずみ応力比 変位量
Na Wi z Hi 

εv γcy, σ'z Dcy τd/εv γcy, σ'z Dcy τd/
(m)(m)(m)

(m)(%)(m)(%)

1層 1.000 1.000

水位 1.250 0.250

0.0000.00.2770.0000.01 1.800 0.550 0.15822.2480.850

2層 2.100 0.300

－－－－－2 2.300 0.200 －－－

3層 2.800 0.500

0.0212.30.3590.0141.63 3.300 0.500 0.20513.7510.900

4層 3.700 0.400

0.0090.80.3840.0000.04 4.300 0.600 0.21921.6141.100

0.0000.00.3990.0000.05 5.300 1.000 0.22833.6741.000

0.0080.80.4080.0000.06 6.300 1.000 0.23322.3441.000

0.0000.00.4130.0000.07 7.300 1.000 0.23626.5851.000

0.0000.00.4150.0000.08 8.300 1.000 0.23731.6400.900

5層 8.700 0.400

－－－－－9 9.300 0.600 －－－

－－－－－10 10.300 1.000 －－－

6層 10.800 0.500

－－－－－11 11.300 0.500 －－－

－－－－－12 12.300 1.000 －－－

－－－－－13 13.300 1.000 －－－

－－－－－14 14.150 0.850 －－－

－－－－－15 15.150 1.000 －－－

7層 15.700 0.550

－－－－－16 16.150 0.450 －－－



(レベル2)(レベル1)補正有効No 境界 深度 層厚
水平せん断 せん断N値層厚 水平せん断 せん断(調査)

ひずみ応力比 変位量ひずみ応力比 変位量
Na Wi z Hi 

εv γcy, σ'z Dcy τd/εv γcy, σ'z Dcy τd/
(m)(m)(m)

(m)(%)(m)(%)

－－－－－17 17.150 1.000 －－－

－－－－－18 18.150 1.000 －－－

－－－－－19 19.150 1.000 －－－

20 20.150 1.000 －

21 21.150 1.000 －

22 22.150 1.000 －

23 23.150 1.000 －

8層 23.800 0.650

計 0.038計地盤の水平変位量（沈下量） 0.014



液状化判定 検討書

(地点名： No.4)

業務名： 海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務

地区名：

備考  ：



1. 設計条件

：適用基準 「建築基礎構造設計指針　2019.11　(一社)日本建築学会」

No.4：地点名

レベル1およびレベル2：設計地震動

7.5=M：マグニチュード

(m/s2) (レベル2)3.5(m/s2) (レベル1)2.0=αmax ：設計水平加速度

考慮しない：N値補正係数(Csb) 

(kN/m2) －   ：上載荷重

(m)1.890=hw ：地下水位

(m)23.800：耐震設計上の基盤面

(m)以内20.000：液状化の判定深度

2. 土質条件

2.1 地層データ

適用堆積 単位体積重量深度
非層厚地層

(調査) 時代 有効水位下水位上土質
液状化

γ't2 γt2 γt1 Hi zNo
層

(m)(m) (kN/m3)(kN/m3)(kN/m3)

－9.019.018.01.100礫質土沖積世1.1001層

－9.019.018.00.600砂質土沖積世1.7002層

○5.015.014.00.900粘性土沖積世2.6003層

－7.017.016.05.200砂質土沖積世7.8004層

－7.017.016.01.450砂質土沖積世9.2505層

○6.016.016.04.250粘性土沖積世13.5006層

○6.016.016.02.300粘性土沖積世15.8007層

○6.016.016.08.000粘性土沖積世23.8008層

(kN/m3))10.0=水の単位体積重量：(γw γw γt2- =γ't2 



2.2 N値データ

適用堆積深度深度
平均N値層厚地層N値

(調査)(調査) 時代 土質No
Ni Hi zNoNz

(m)(m)(m)

31.5001 3.000沖積世 砂質土 0.6001.7002層

32.3002 3.500沖積世 粘性土 0.9002.6003層

133.3003

155.3004

156.3005

127.3006 13.200沖積世 砂質土 5.2007.8004層

88.3007

69.2008 7.700沖積世 砂質土 1.4509.2505層

310.3009

212.30010

213.30011 2.800沖積世 粘性土 4.25013.5006層

114.30012

215.30013 1.500沖積世 粘性土 2.30015.8007層

116.30014

017.15015

018.15016

020.15017

021.15018

022.15019

023.15020 0.100沖積世 粘性土 8.00023.8008層



2.3 試験データ

50%粘土分 塑性細粒分深度 液状化抵抗比
粒径含有率(調査) 指数含有率 σ'z /τL No
D50 Cc Ip FC z

(試験値)(N値)(mm)(%)(%)(m)

25.050.0 －  ○1.1001

25.050.0 －  ○1.7002

30.065.0 －  ○2.6003

5.010.9 －  ○7.8004

13.038.9 －  ○9.2505

22.2 12.964.8 －  ○13.5006

29.1 15.786.9 －  ○15.8007

59.5 21.298.7 －  ○23.8008

N値から算出・・・(N値) 



3. 液状化の判定

本適用基準では、液状化の判定を行う必要がある土層として、次のように示されている。

液状化の判定を行う必要がある飽和土層は、原則的に地表面から20m程度以浅の土層で、考慮すべき土

20%以下の土とする。ただし、埋立地盤等の造成地盤で、地表面から m程度35の種類は、細粒分含有率が

また、埋立地盤等の以深まで連続している場合には、造成地盤の下端まで液状化判定を行う必要がある。

造成地盤では、細粒分含有率が %以上の低塑性シルト、液性限界に近い含水比を持ったシルトなどが35

%以下、液状化した事例も報告されているので、粘土分(0.005mm以下の粒径を持つ土粒子)含有率が 10

 以下の埋立地盤あるいは盛土地盤については液状化の検討を行う。または塑性指数が 15

以下に液状化判定の必要性を検討し、該当する土層については液状化の判定を行う。

(m)1.890=hw ：地下水位

(m)23.800：耐震設計上の基盤面

(m)以内20.000：液状化の判定深度

適用 (FL算出) 粘土分堆積 液状化判定塑性細粒分深度
N値

判定深度(調査) %土質 35指数含有率含有率時代 Fc≦
No

以内の %N 10Cc≦Cc 結果Ip Fc z
飽和土層 15(%) Ip≦(%)(m)

3 砂質土 25.0沖積世 －○－50.01.5001

3 粘性土 30.0沖積世 －○○65.02.3002

13 砂質土 5.0沖積世 する○○10.93.3003

15 砂質土 5.0沖積世 する○○10.95.3004

15 砂質土 5.0沖積世 する○○10.96.3005

12 砂質土 5.0沖積世 する○○10.97.3006

8 砂質土 13.0沖積世 する○○38.98.3007

6 砂質土 13.0沖積世 する○○38.99.2008

3 粘性土 22.2沖積世 －○○12.964.810.3009

2 粘性土 22.2沖積世 －○○12.964.812.30010

2 粘性土 22.2沖積世 －○○12.964.813.30011

1 粘性土 29.1沖積世 －－○15.786.914.30012

2 粘性土 29.1沖積世 －－○15.786.915.30013

1 粘性土 59.5沖積世 －－○21.298.716.30014

0 粘性土 59.5沖積世 －－○21.298.717.15015

0 粘性土 59.5沖積世 －－○21.298.718.15016

○：該当する　－：該当しない



4. 深度毎の土被り圧

σ'z(および σ'zb)は、次式により求める。 深度毎の全土被り圧σz、有効土被り圧 

(水位より上層の場合)

{
σzi-1 Hi+ γt1 

=σz 
Hi+ (水位より下層の場合)σzi-1 γt2 

Hi+ (水位より上層の場合)

{
σ'zi-1 γt1 

=σ'z 
Hi+ (水位より下層の場合)σ'zi-1 γ't2 

Hi+ (水位より上層の場合)

{
σ'zbi-1 γt1 

=σ'zb 
Hi+ (水位より下層の場合)σ'zbi-1 γ't2 

全土被り圧(kN/m2) ：σz 

有効土被り圧(kN/m2) ：σ'z 

標準貫入試験を行ったときの地表面からの深さにおける有効土被り圧(kN/m2) ：σ'zb 

地下水位面より浅い位置での土の単位体積重量(kN/m3)：γt1 

地下水位面より深い位置での土の単位体積重量(kN/m3)：γt2 

地下水位面より深い位置での土の有効単位体積重量(kN/m3) ：γ't2 

層厚(m)：Hi 

有効土被り圧境界 有効単位体積重量深度
全土被り圧層厚

(調査)(調査) 土被り圧有効水位下水位上
No

σ'zb σz σ'z γ't2 γt2 γt1 Hi z
(kN/m2)(kN/m2)(kN/m2)(m)(m) (kN/m3)(kN/m3)(kN/m3)

－  0.000.00－  0.0001

19.8019.8019.809.019.018.01.1001.1002

27.0027.0027.000.4001.5003

30.6030.6030.609.019.018.00.2001.7004

33.26水位 33.2633.260.1901.8905

35.3135.3139.410.4102.3006

36.8136.8143.915.015.014.00.3002.6007

41.7141.7155.810.7003.3008

55.7155.7189.812.0005.3009

62.7162.71106.811.0006.30010

69.7169.71123.811.0007.30011

73.2173.21132.317.017.016.00.5007.80012

76.7176.71140.810.5008.30013

83.0183.01156.110.9009.20014

83.3683.36156.967.017.016.00.0509.25015

89.6689.66173.761.05010.30016

101.66101.66205.762.00012.30017

107.66107.66221.761.00013.30018

108.86108.86224.966.016.016.00.20013.50019

113.66113.66237.760.80014.30020

119.66119.66253.761.00015.30021

122.66122.66261.766.016.016.00.50015.80022

125.66125.66269.760.50016.30023

130.76130.76283.360.85017.15024

136.76136.76299.361.00018.15025



有効土被り圧境界 有効単位体積重量深度
全土被り圧層厚

(調査)(調査) 土被り圧有効水位下水位上
No

σ'zb σz σ'z γ't2 γt2 γt1 Hi z
(kN/m2)(kN/m2)(kN/m2)(m)(m) (kN/m3)(kN/m3)(kN/m3)

148.76148.76331.366.016.016.02.00020.15026



5. 繰返しせん断応力比

繰返しせん断応力比τd/σ'zは、次式により求める。

σz αmax τd 
rd rn =

σ'z gσ'z 

1.0-0.015z=rd 

τd/σ'z 繰返しせん断応力比：

0.65 )：rn 等価の繰返し回数に関する補正係数で0.1(M-1)で算出(=

7.5)マグニチュード(=：M

(m/s2) (レベル2)3.5(m/s2) (レベル1)2.0= ）(：αmax 地表面における設計水平加速度

(m/s2)) 9.8重力加速度(=：g

全土被り圧(kN/m2) ：σz 

有効土被り圧(kN/m2) ：σ'z 

地盤が剛体でないことによる低減係数：rd 

深度(m)：z

有効 (レベル2)(レベル1)深度
全土被り圧 低減係数N値

(調査) 土被り圧 せん断応力比せん断応力比
No

τd/σ'z τd/σ'z rd N σz σ'z z
(kN/m2)(kN/m2)(m)

－  －  －  3 27.0027.001.5001

－  －  －  3 35.3139.412.3002

0.2950.1690.95113 41.7155.813.3003

0.3450.1970.92115 55.7189.815.3004

0.3580.2050.90615 62.71106.816.3005

0.3670.2100.89112 69.71123.817.3006

0.3730.2130.8768 76.71140.818.3007

0.3760.2150.8626 83.01156.119.2008

－  －  －  3 89.66173.7610.3009

－  －  －  2 101.66205.7612.30010

－  －  －  2 107.66221.7613.30011

－  －  －  1 113.66237.7614.30012

－  －  －  2 119.66253.7615.30013

－  －  －  1 125.66269.7616.30014

－  －  －  0 130.76283.3617.15015

－  －  －  0 136.76299.3618.15016



6. 液状化抵抗比

τL/σ'zを求める。下図の限界せん断ひずみ曲線5%を用いて、補正N値(Na)に対する液状化抵抗比 

n

)( 16 Na 16 Na }{τL 
+aCr =

Cs 100σ'z 

：τL/σ'z 液状化抵抗比

a ：係数(=0.45)

係数(=0.57)Cr ：

94-19log10γ Cs= 係数：Cs 

γ せん断ひずみ(片)振幅(%)：

Na 補正N値：

n ：係数(=14)

、0.07の場合は6.00ここで、Na＜ τL/σ'z＝ 

0.60σ'z＝ 26.00 の場合はτL/ とする。Na＞ 

補正N値と液状化抵抗、動的せん断ひずみの関係

また、補正N値(Na)は、次式により求める。 

N1+ ⊿Nf Na =

CN・N N1 =

100/σ'zb =CN 

Na 補正N値：

N1 換算N値：

CN 拘束圧に関する換算係数：

標準貫入試験から得られるN値：N

標準貫入試験を行ったときの地表面からの：σ'zb 

深さにおける有効土被り圧 (kN/m2) 

細粒分含有率に応じた補正N値増分：⊿Nf 

( 5%＜Fc≦10%) 1.2Fc-6 

{ (10%＜Fc≦20%) 0.2Fc+4 ⊿Nf =

(20%＜Fc≦50%) 0.1Fc+6 

⊿Nf=0、ここで、Fc≦5%の場合は 細粒分含有率とN値の補正係数

⊿Nf=11とする。 Fc＞50%の場合は 



50% N値換算有効土被り 補正換算細粒分深度
液状化抵抗比N値

粒径(調査) N値N値係数含有率 増分圧(調査)
No

D50 τL/σ'z ⊿Nf CN σ'zb Na N1 N Fc ｚ
(mm) (kN/m2)(%)(m)

－  －  －  27.000 －  －  －  3 50.01.5001

－  －  －  35.310 －  －  －  3 65.02.3002

－  6.1801.54841.710 0.60026.30420.12413 10.93.3003

－  6.1801.34055.710 0.60026.28020.10015 10.95.3004

－  6.1801.26362.710 0.44025.12518.94515 10.96.3005

－  6.1801.19869.710 0.24420.55614.37612 10.97.3006

－  9.8901.14276.710 0.21219.0269.1368 38.98.3007

－  9.8901.09883.010 0.17916.4786.5886 38.99.2008

－  －  －  89.660 －  －  －  3 64.810.3009

－  －  －  101.660 －  －  －  2 64.812.30010

－  －  －  107.660 －  －  －  2 64.813.30011

－  －  －  113.660 －  －  －  1 86.914.30012

－  －  －  119.660 －  －  －  2 86.915.30013

－  －  －  125.660 －  －  －  1 98.716.30014

－  －  －  130.760 －  －  －  0 98.717.15015

－  －  －  136.760 －  －  －  0 98.718.15016



7. 液状化に対する安全率

液状化に対する安全率FLは次式により算出し、この値が1.0以下の土層については液状化するとみなすものと 

する。

τL/σ'z 
FL =

τd/σ'z 

FL 液状化に対する安全率：

τL/σ'z 液状化抵抗比：

τd/σ'z 繰返しせん断応力比：

(レベル2)液状化 (レベル1)深度
液状化N値

(調査) 抵抗比 せん断 安全率せん断 安全率
判定No

応力比応力比 FL τL/σ'z FL Nｚ
(FL算出) 

τd/σ'z τd/σ'z (m)

－  －  －  －  －  －31.5001

－  －  －  －  －  －32.3002

2.0340.2953.5500.1690.600する133.3003

1.7390.3453.0460.1970.600する155.3004

1.2290.3582.1460.2050.440する156.3005

0.6650.3671.1620.2100.244する127.3006

0.5680.3730.9950.2130.212する88.3007

0.4760.3760.8330.2150.179する69.2008

－  －  －  －  －  －310.3009

－  －  －  －  －  －212.30010

－  －  －  －  －  －213.30011

－  －  －  －  －  －114.30012

－  －  －  －  －  －215.30013

－  －  －  －  －  －116.30014

－  －  －  －  －  －017.15015

－  －  －  －  －  －018.15016



8. 液状化指数

液状化の範囲、程度については、深さ方向の分布および周辺地盤の状況等から総合的に判断する必要がある。

この場合、次式より算定される液状化指数PL(液状化抵抗率の深さ方向の変化から、液状化の激しさの程度を表 

す指標)が目安となる。

20

∫(1-FL)(10-0.5x)dx =PL 
0

この積分は、FL値が連続的でないために次式にて算出する。 

pLi pLi-1+ 
Σ Hi =PL 

2

(1-FL)(10-0.5x) =pLi 

液状化指数(m2)：PL 

深度xに対する液状化指数(m)：pLi 

FL=1とする)FL 液状化に対する抵抗率(FL≧1の場合は：

層厚(m)：Hi 

深度(m)：x

境界 (レベル2)(レベル1)深度
層厚

(調査) 液状化指数液状化指数 液状化液状化
No

抵抗率抵抗率 PL pLi PL pLi Hi x
(m2) (m2) (m)(m) FL FL (m)(m)

－  －  －  －  －  －  1.5001.5001

水位 －  －  －  －  －  －  0.3901.8902

－  －  －  －  －  －  0.4102.3003

0.0000.0002.0340.0000.0003.5501.0003.3004

0.0000.0001.7390.0000.0003.0462.0005.3005

0.0000.0001.2290.0000.0002.1461.0006.3006

1.0642.1270.6650.0000.0001.1621.0007.3007

2.3272.5270.5680.0150.0290.9951.0008.3008

2.4112.8300.4760.4190.9020.8330.9009.2009

1.557－  －  0.496－  －  1.10010.30010

－  －  －  －  －  －  2.00012.30011

－  －  －  －  －  －  1.00013.30012

－  －  －  －  －  －  1.00014.30013

－  －  －  －  －  －  1.00015.30014

－  －  －  －  －  －  1.00016.30015

－  －  －  －  －  －  0.85017.15016

－  －  －  －  －  －  1.00018.15017

20m －  －  －  －  －  －  1.85020.00018

計計 7.3590.930



9. FL分布図 

深度 (レベル2)(レベル1)N値
(調査) 液状化液状化

N 判定結果判定結果z 安全率安全率
(m) FL FL 

1.500 －－ －  3 －  

2.300 －－ －  3 －  

3.300 しないしない 2.03413 3.550

5.300 しないしない 1.73915 3.046

6.300 しないしない 1.22915 2.146

7.300 液状化するしない 0.66512 1.162

8.300 液状化する液状化する 0.5688 0.995

9.200 液状化する液状化する 0.4766 0.833

10.300 －－ －  3 －  

12.300 －－ －  2 －  

13.300 －－ －  2 －  

14.300 －－ －  1 －  

15.300 －－ －  2 －  

16.300 －－ －  1 －  

17.150 －－ －  0 －  

18.150 －－ －  0 －  



FL 10. 各地層毎の

については各地層の平均値とし、次式により求める。FL 地層毎の

Wi ) / ΣWi ･FLi Σ(=FL 

(直上、直下に境界が無い場合)/2Hi+1 /2 +Hi /2Hi+1 /2 +Hi 

{ (直上に境界がある場合)/2Hi+1 +Hi 
=Wi 

(直下に境界がある場合)Hi+1 /2 +Hi 

(直上、直下に境界がある場合)Hi+1 +Hi 

レベル2レベル2 レベル1レベル1深度 有効層厚
層厚

液状化液状化液状化(調査) 液状化
境界No

安全率安全率ΣWi Wi 安全率安全率Hi z
FL FL (m)(m)FLi FLi (m)(m)

－  －  1.1001層 －  1.1001

－  －  0.400 － 1.5002

－  －  0.2002層 －  1.7003

0.190水位 1.8904

－  －  0.410 － 2.3005

－  －  0.3003層 －  2.6006

2.0343.5500.700 1.7003.3007

1.7393.0462.000 1.5005.3008

1.2292.1461.000 1.0006.3009

0.6651.1621.000 1.0007.30010

1.5315.2000.5004層 2.6757.80011

0.5680.9950.500 0.9508.30012

0.4760.8330.900 0.5009.20013

0.5361.4500.0505層 0.9399.25014

－  －  1.050 － 10.30015

－  －  2.000 － 12.30016

－  －  1.000 － 13.30017

－  －  0.2006層 －  13.50018

－  －  0.800 － 14.30019

－  －  1.000 － 15.30020

－  －  0.5007層 －  15.80021

－  －  0.500 － 16.30022

－  －  0.850 － 17.15023

－  －  1.000 － 18.15024

2.000 － 20.15025

1.000 － 21.15026

1.000 － 22.15027

1.000 － 23.15028

－  －  0.6508層 －  23.80029



11. 地盤の変位量

地盤の水平変位量Dcyおよび沈下量Sは、次式により求める。 

ΣDcy = (γcyi× Wi/100) 

ΣS = (εvi× Wi/100) 

｛
Hi/2 Hi+1/2 （直上、直下に境界が無い場合）+

+ Hi+1/2 Hi （直上に境界がある場合）
=Wi 

Hi/2 Hi+1 （直下に境界がある場合）+

+ Hi+1 Hi （直上、直下に境界がある場合）

線形補間 で読み取り）繰返しせん断ひずみ(%)（：γcy 

体積ひずみ(%)：εv 

補正N値：Na 

σ'z 繰返しせん断応力比：τd/ 補正N値と繰返しせん断
ひずみの関係

地盤の沈下量はS＝Dcyと εvと読み換えればよいので、 繰返しせん断ひずみγcyを ここで、体積ひずみεvは、

の場合はγcy＝0とする。 1.000なお、FL＞ なる。

(レベル2)(レベル1)補正有効No 境界 深度 層厚
水平せん断 せん断N値層厚 水平せん断 せん断(調査)

ひずみ応力比 変位量ひずみ応力比 変位量
Na Wi z Hi 

εv γcy, σ'z Dcy τd/εv γcy, σ'z Dcy τd/
(m)(m)(m)

(m)(%)(m)(%)

1層 1.100 1.100

－－－－－1 1.500 0.400 －－－

2層 1.700 0.200

水位 1.890 0.190

－－－－－2 2.300 0.410 －－－

3層 2.600 0.300

0.0000.00.2950.0000.03 3.300 0.700 0.16926.3041.700

0.0000.00.3450.0000.04 5.300 2.000 0.19726.2801.500

0.0000.00.3580.0000.05 6.300 1.000 0.20525.1251.000

0.0090.90.3670.0000.06 7.300 1.000 0.21020.5561.000

4層 7.800 0.500

0.0111.20.3730.0050.57 8.300 0.500 0.21319.0260.950

0.0091.70.3760.0050.98 9.200 0.900 0.21516.4780.500

5層 9.250 0.050

－－－－－9 10.300 1.050 －－－

－－－－－10 12.300 2.000 －－－

－－－－－11 13.300 1.000 －－－

6層 13.500 0.200

－－－－－12 14.300 0.800 －－－

－－－－－13 15.300 1.000 －－－

7層 15.800 0.500

－－－－－14 16.300 0.500 －－－

－－－－－15 17.150 0.850 －－－

－－－－－16 18.150 1.000 －－－



(レベル2)(レベル1)補正有効No 境界 深度 層厚
水平せん断 せん断N値層厚 水平せん断 せん断(調査)

ひずみ応力比 変位量ひずみ応力比 変位量
Na Wi z Hi 

εv γcy, σ'z Dcy τd/εv γcy, σ'z Dcy τd/
(m)(m)(m)

(m)(%)(m)(%)

17 20.150 2.000 －

18 21.150 1.000 －

19 22.150 1.000 －

20 23.150 1.000 －

8層 23.800 0.650

計 0.029計地盤の水平変位量（沈下量） 0.010



液状化判定 検討書

(地点名： No.5)

業務名： 海部東部消防組合新庁舎整備に伴う地質調査業務

地区名：

備考  ：



1. 設計条件

：適用基準 「建築基礎構造設計指針　2019.11　(一社)日本建築学会」

No.5：地点名

レベル1およびレベル2：設計地震動

7.5=M：マグニチュード

(m/s2) (レベル2)3.5(m/s2) (レベル1)2.0=αmax ：設計水平加速度

考慮しない：N値補正係数(Csb) 

(kN/m2) －   ：上載荷重

(m)1.200=hw ：地下水位

(m)23.700：耐震設計上の基盤面

(m)以内20.000：液状化の判定深度

2. 土質条件

2.1 地層データ

適用堆積 単位体積重量深度
非層厚地層

(調査) 時代 有効水位下水位上土質
液状化

γ't2 γt2 γt1 Hi zNo
層

(m)(m) (kN/m3)(kN/m3)(kN/m3)

－9.019.018.00.900礫質土沖積世0.9001層

－9.019.018.01.300礫質土沖積世2.2002層

○5.015.014.00.500粘性土沖積世2.7003層

－7.017.016.02.100砂質土沖積世4.8004層

－7.017.016.01.900砂質土沖積世6.7005層

－7.017.016.02.300砂質土沖積世9.0006層

○6.016.016.04.600粘性土沖積世13.6007層

○6.016.016.02.200粘性土沖積世15.8008層

○6.016.016.07.900粘性土沖積世23.7009層

(kN/m3))10.0=水の単位体積重量：(γw γw γt2- =γ't2 



2.2 N値データ

適用堆積深度深度
平均N値層厚地層N値

(調査)(調査) 時代 土質No
Ni Hi zNoNz

(m)(m)(m)

11.5001 1.500沖積世 礫質土 1.3002.2002層

32.3002 3.800沖積世 粘性土 0.5002.7003層

83.3003

74.3004 7.500沖積世 砂質土 2.1004.8004層

145.3005

76.3006 10.600沖積世 砂質土 1.9006.7005層

167.3007

108.3008 11.500沖積世 砂質土 2.3009.0006層

49.3009

310.30010

411.30011

212.30012

213.30013 3.100沖積世 粘性土 4.60013.6007層

214.30014

115.30015 1.500沖積世 粘性土 2.20015.8008層

016.30016

017.15017

018.15018

019.15019

020.15020

021.15021

022.15022

023.15023 0.000沖積世 粘性土 7.90023.7009層



2.3 試験データ

50%粘土分 塑性細粒分深度 液状化抵抗比
粒径含有率(調査) 指数含有率 σ'z /τL No
D50 Cc Ip FC z

(試験値)(N値)(mm)(%)(%)(m)

25.050.0 －  ○0.9001

25.050.0 －  ○2.2002

30.065.0 －  ○2.7003

8.016.9 －  ○4.8004

8.016.9 －  ○6.7005

5.010.3 －  ○9.0006

17.2 13.967.1 －  ○13.6007

34.1 20.891.6 －  ○15.8008

59.0 39.294.0 －  ○23.7009

N値から算出・・・(N値) 



3. 液状化の判定

本適用基準では、液状化の判定を行う必要がある土層として、次のように示されている。

液状化の判定を行う必要がある飽和土層は、原則的に地表面から20m程度以浅の土層で、考慮すべき土

20%以下の土とする。ただし、埋立地盤等の造成地盤で、地表面から m程度35の種類は、細粒分含有率が

また、埋立地盤等の以深まで連続している場合には、造成地盤の下端まで液状化判定を行う必要がある。

造成地盤では、細粒分含有率が %以上の低塑性シルト、液性限界に近い含水比を持ったシルトなどが35

%以下、液状化した事例も報告されているので、粘土分(0.005mm以下の粒径を持つ土粒子)含有率が 10

 以下の埋立地盤あるいは盛土地盤については液状化の検討を行う。または塑性指数が 15

以下に液状化判定の必要性を検討し、該当する土層については液状化の判定を行う。

(m)1.200=hw ：地下水位

(m)23.700：耐震設計上の基盤面

(m)以内20.000：液状化の判定深度

適用 (FL算出) 粘土分堆積 液状化判定塑性細粒分深度
N値

判定深度(調査) %土質 35指数含有率含有率時代 Fc≦
No

以内の %N 10Cc≦Cc 結果Ip Fc z
飽和土層 15(%) Ip≦(%)(m)

1 礫質土 25.0沖積世 する○○50.01.5001

3 粘性土 30.0沖積世 －○○65.02.3002

8 砂質土 8.0沖積世 する○○16.93.3003

7 砂質土 8.0沖積世 する○○16.94.3004

14 砂質土 8.0沖積世 する○○16.95.3005

7 砂質土 8.0沖積世 する○○16.96.3006

16 砂質土 5.0沖積世 する○○10.37.3007

10 砂質土 5.0沖積世 する○○10.38.3008

4 粘性土 17.2沖積世 －○○13.967.19.3009

3 粘性土 17.2沖積世 －○○13.967.110.30010

4 粘性土 17.2沖積世 －○○13.967.111.30011

2 粘性土 17.2沖積世 －○○13.967.112.30012

2 粘性土 17.2沖積世 －○○13.967.113.30013

2 粘性土 34.1沖積世 －－○20.891.614.30014

1 粘性土 34.1沖積世 －－○20.891.615.30015

0 粘性土 59.0沖積世 －－○39.294.016.30016

0 粘性土 59.0沖積世 －－○39.294.017.15017

0 粘性土 59.0沖積世 －－○39.294.018.15018

0 粘性土 59.0沖積世 －－○39.294.019.15019

○：該当する　－：該当しない



4. 深度毎の土被り圧

σ'z(および σ'zb)は、次式により求める。 深度毎の全土被り圧σz、有効土被り圧 

(水位より上層の場合)

{
σzi-1 Hi+ γt1 

=σz 
Hi+ (水位より下層の場合)σzi-1 γt2 

Hi+ (水位より上層の場合)

{
σ'zi-1 γt1 

=σ'z 
Hi+ (水位より下層の場合)σ'zi-1 γ't2 

Hi+ (水位より上層の場合)

{
σ'zbi-1 γt1 

=σ'zb 
Hi+ (水位より下層の場合)σ'zbi-1 γ't2 

全土被り圧(kN/m2) ：σz 

有効土被り圧(kN/m2) ：σ'z 

標準貫入試験を行ったときの地表面からの深さにおける有効土被り圧(kN/m2) ：σ'zb 

地下水位面より浅い位置での土の単位体積重量(kN/m3)：γt1 

地下水位面より深い位置での土の単位体積重量(kN/m3)：γt2 

地下水位面より深い位置での土の有効単位体積重量(kN/m3) ：γ't2 

層厚(m)：Hi 

有効土被り圧境界 有効単位体積重量深度
全土被り圧層厚

(調査)(調査) 土被り圧有効水位下水位上
No

σ'zb σz σ'z γ't2 γt2 γt1 Hi z
(kN/m2)(kN/m2)(kN/m2)(m)(m) (kN/m3)(kN/m3)(kN/m3)

－  0.000.00－  0.0001

16.2016.2016.209.019.018.00.9000.9002

21.60水位 21.6021.600.3001.2003

24.3024.3027.300.3001.5004

30.6030.6040.609.019.018.00.7002.2005

31.1031.1042.100.1002.3006

33.1033.1048.105.015.014.00.4002.7007

37.3037.3058.300.6003.3008

44.3044.3075.301.0004.3009

47.8047.8083.807.017.016.00.5004.80010

51.3051.3092.300.5005.30011

58.3058.30109.301.0006.30012

61.1061.10116.107.017.016.00.4006.70013

65.3065.30126.300.6007.30014

72.3072.30143.301.0008.30015

77.2077.20155.207.017.016.00.7009.00016

79.0079.00160.000.3009.30017

85.0085.00176.001.00010.30018

91.0091.00192.001.00011.30019

97.0097.00208.001.00012.30020

103.00103.00224.001.00013.30021

104.80104.80228.806.016.016.00.30013.60022

109.00109.00240.000.70014.30023

115.00115.00256.001.00015.30024

118.00118.00264.006.016.016.00.50015.80025



有効土被り圧境界 有効単位体積重量深度
全土被り圧層厚

(調査)(調査) 土被り圧有効水位下水位上
No

σ'zb σz σ'z γ't2 γt2 γt1 Hi z
(kN/m2)(kN/m2)(kN/m2)(m)(m) (kN/m3)(kN/m3)(kN/m3)

121.00121.00272.000.50016.30026

126.10126.10285.600.85017.15027

132.10132.10301.601.00018.15028

138.10138.10317.601.00019.15029

144.10144.10333.606.016.016.01.00020.15030



5. 繰返しせん断応力比

繰返しせん断応力比τd/σ'zは、次式により求める。

σz αmax τd 
rd rn =

σ'z gσ'z 

1.0-0.015z=rd 

τd/σ'z 繰返しせん断応力比：

0.65 )：rn 等価の繰返し回数に関する補正係数で0.1(M-1)で算出(=

7.5)マグニチュード(=：M

(m/s2) (レベル2)3.5(m/s2) (レベル1)2.0= ）(：αmax 地表面における設計水平加速度

(m/s2)) 9.8重力加速度(=：g

全土被り圧(kN/m2) ：σz 

有効土被り圧(kN/m2) ：σ'z 

地盤が剛体でないことによる低減係数：rd 

深度(m)：z

有効 (レベル2)(レベル1)深度
全土被り圧 低減係数N値

(調査) 土被り圧 せん断応力比せん断応力比
No

τd/σ'z τd/σ'z rd N σz σ'z z
(kN/m2)(kN/m2)(m)

0.2550.1460.9781 24.3027.301.5001

－  －  －  3 31.1042.102.3002

0.3450.1970.9518 37.3058.303.3003

0.3690.2110.9367 44.3075.304.3004

0.3850.2200.92114 51.3092.305.3005

0.3940.2250.9067 58.30109.306.3006

0.4000.2290.89116 65.30126.307.3007

0.4030.2300.87610 72.30143.308.3008

－  －  －  4 79.00160.009.3009

－  －  －  3 85.00176.0010.30010

－  －  －  4 91.00192.0011.30011

－  －  －  2 97.00208.0012.30012

－  －  －  2 103.00224.0013.30013

－  －  －  2 109.00240.0014.30014

－  －  －  1 115.00256.0015.30015

－  －  －  0 121.00272.0016.30016

－  －  －  0 126.10285.6017.15017

－  －  －  0 132.10301.6018.15018

－  －  －  0 138.10317.6019.15019



6. 液状化抵抗比

τL/σ'zを求める。下図の限界せん断ひずみ曲線5%を用いて、補正N値(Na)に対する液状化抵抗比 

n

)( 16 Na 16 Na }{τL 
+aCr =

Cs 100σ'z 

：τL/σ'z 液状化抵抗比

a ：係数(=0.45)

係数(=0.57)Cr ：

94-19log10γ Cs= 係数：Cs 

γ せん断ひずみ(片)振幅(%)：

Na 補正N値：

n ：係数(=14)

、0.07の場合は6.00ここで、Na＜ τL/σ'z＝ 

0.60σ'z＝ 26.00 の場合はτL/ とする。Na＞ 

補正N値と液状化抵抗、動的せん断ひずみの関係

また、補正N値(Na)は、次式により求める。 

N1+ ⊿Nf Na =

CN・N N1 =

100/σ'zb =CN 

Na 補正N値：

N1 換算N値：

CN 拘束圧に関する換算係数：

標準貫入試験から得られるN値：N

標準貫入試験を行ったときの地表面からの：σ'zb 

深さにおける有効土被り圧 (kN/m2) 

細粒分含有率に応じた補正N値増分：⊿Nf 

( 5%＜Fc≦10%) 1.2Fc-6 

{ (10%＜Fc≦20%) 0.2Fc+4 ⊿Nf =

(20%＜Fc≦50%) 0.1Fc+6 

⊿Nf=0、ここで、Fc≦5%の場合は 細粒分含有率とN値の補正係数

⊿Nf=11とする。 Fc＞50%の場合は 



50% N値換算有効土被り 補正換算細粒分深度
液状化抵抗比N値

粒径(調査) N値N値係数含有率 増分圧(調査)
No

D50 τL/σ'z ⊿Nf CN σ'zb Na N1 N Fc ｚ
(mm) (kN/m2)(%)(m)

－  11.0002.02924.300 0.15013.0292.0291 50.01.5001

－  －  －  31.100 －  －  －  3 65.02.3002

－  7.3801.63737.300 0.24220.47613.0968 16.93.3003

－  7.3801.50244.300 0.19517.89410.5147 16.94.3004

－  7.3801.39651.300 0.60026.92419.54414 16.95.3005

－  7.3801.31058.300 0.18016.5509.1707 16.96.3006

－  6.0601.23765.300 0.49525.85219.79216 10.37.3007

－  6.0601.17672.300 0.19417.82011.76010 10.38.3008

－  －  －  79.000 －  －  －  4 67.19.3009

－  －  －  85.000 －  －  －  3 67.110.30010

－  －  －  91.000 －  －  －  4 67.111.30011

－  －  －  97.000 －  －  －  2 67.112.30012

－  －  －  103.000 －  －  －  2 67.113.30013

－  －  －  109.000 －  －  －  2 91.614.30014

－  －  －  115.000 －  －  －  1 91.615.30015

－  －  －  121.000 －  －  －  0 94.016.30016

－  －  －  126.100 －  －  －  0 94.017.15017

－  －  －  132.100 －  －  －  0 94.018.15018

－  －  －  138.100 －  －  －  0 94.019.15019



7. 液状化に対する安全率

液状化に対する安全率FLは次式により算出し、この値が1.0以下の土層については液状化するとみなすものと 

する。

τL/σ'z 
FL =

τd/σ'z 

FL 液状化に対する安全率：

τL/σ'z 液状化抵抗比：

τd/σ'z 繰返しせん断応力比：

(レベル2)液状化 (レベル1)深度
液状化N値

(調査) 抵抗比 せん断 安全率せん断 安全率
判定No

応力比応力比 FL τL/σ'z FL Nｚ
(FL算出) 

τd/σ'z τd/σ'z (m)

0.5880.2551.0270.1460.150する11.5001

－  －  －  －  －  －32.3002

0.7010.3451.2280.1970.242する83.3003

0.5280.3690.9240.2110.195する74.3004

1.5580.3852.7270.2200.600する145.3005

0.4570.3940.8000.2250.180する76.3006

1.2380.4002.1620.2290.495する167.3007

0.4810.4030.8430.2300.194する108.3008

－  －  －  －  －  －49.3009

－  －  －  －  －  －310.30010

－  －  －  －  －  －411.30011

－  －  －  －  －  －212.30012

－  －  －  －  －  －213.30013

－  －  －  －  －  －214.30014

－  －  －  －  －  －115.30015

－  －  －  －  －  －016.30016

－  －  －  －  －  －017.15017

－  －  －  －  －  －018.15018

－  －  －  －  －  －019.15019



8. 液状化指数

液状化の範囲、程度については、深さ方向の分布および周辺地盤の状況等から総合的に判断する必要がある。

この場合、次式より算定される液状化指数PL(液状化抵抗率の深さ方向の変化から、液状化の激しさの程度を表 

す指標)が目安となる。

20

∫(1-FL)(10-0.5x)dx =PL 
0

この積分は、FL値が連続的でないために次式にて算出する。 

pLi pLi-1+ 
Σ Hi =PL 

2

(1-FL)(10-0.5x) =pLi 

液状化指数(m2)：PL 

深度xに対する液状化指数(m)：pLi 

FL=1とする)FL 液状化に対する抵抗率(FL≧1の場合は：

層厚(m)：Hi 

深度(m)：x

境界 (レベル2)(レベル1)深度
層厚

(調査) 液状化指数液状化指数 液状化液状化
No

抵抗率抵抗率 PL pLi PL pLi Hi x
(m2) (m2) (m)(m) FL FL (m)(m)

水位 －  3.8730.588－  0.0001.0271.2001.2001

1.1533.8110.5880.0000.0001.0270.3001.5002

1.524－  －  0.000－  －  0.8002.3003

1.2492.4970.701－  0.0001.2281.0003.3004

3.1013.7050.5280.2990.5970.9241.0004.3005

1.8530.0001.5580.2990.0002.7271.0005.3006

1.8603.7200.4570.6851.3700.8001.0006.3007

1.8600.0001.2380.6850.0002.1621.0007.3008

1.5183.0360.4810.4590.9180.8431.0008.3009

1.518－  －  0.459－  －  1.0009.30010

－  －  －  －  －  －  1.00010.30011

－  －  －  －  －  －  1.00011.30012

－  －  －  －  －  －  1.00012.30013

－  －  －  －  －  －  1.00013.30014

－  －  －  －  －  －  1.00014.30015

－  －  －  －  －  －  1.00015.30016

－  －  －  －  －  －  1.00016.30017

－  －  －  －  －  －  0.85017.15018

－  －  －  －  －  －  1.00018.15019

－  －  －  －  －  －  1.00019.15020

20m －  －  －  －  －  －  0.85020.00021

計計 15.6362.886

※地下水位のFLは直下深度と同等にした 



9. FL分布図 

深度 (レベル2)(レベル1)N値
(調査) 液状化液状化

N 判定結果判定結果z 安全率安全率
(m) FL FL 

1.500 液状化するしない 0.5881 1.027

2.300 －－ －  3 －  

3.300 液状化するしない 0.7018 1.228

4.300 液状化する液状化する 0.5287 0.924

5.300 しないしない 1.55814 2.727

6.300 液状化する液状化する 0.4577 0.800

7.300 しないしない 1.23816 2.162

8.300 液状化する液状化する 0.48110 0.843

9.300 －－ －  4 －  

10.300 －－ －  3 －  

11.300 －－ －  4 －  

12.300 －－ －  2 －  

13.300 －－ －  2 －  

14.300 －－ －  2 －  

15.300 －－ －  1 －  

16.300 －－ －  0 －  

17.150 －－ －  0 －  

18.150 －－ －  0 －  

19.150 －－ －  0 －  



FL 10. 各地層毎の

については各地層の平均値とし、次式により求める。FL 地層毎の

Wi ) / ΣWi ･FLi Σ(=FL 

(直上、直下に境界が無い場合)/2Hi+1 /2 +Hi /2Hi+1 /2 +Hi 

{ (直上に境界がある場合)/2Hi+1 +Hi 
=Wi 

(直下に境界がある場合)Hi+1 /2 +Hi 

(直上、直下に境界がある場合)Hi+1 +Hi 

レベル2レベル2 レベル1レベル1深度 有効層厚
層厚

液状化液状化液状化(調査) 液状化
境界No

安全率安全率ΣWi Wi 安全率安全率Hi z
FL FL (m)(m)FLi FLi (m)(m)

－  －  0.9001層 －  0.9001

0.300水位 1.2002

0.5881.0270.300 1.0001.5003

0.5881.0000.7002層 1.0272.2004

－  －  0.100 － 2.3005

－  －  0.4003層 －  2.7006

0.7011.2280.600 1.1003.3007

0.5280.9241.000 1.0004.3008

0.6192.1000.5004層 1.0834.8009

1.5582.7270.500 1.0005.30010

0.4570.8001.000 0.9006.30011

1.0361.9000.4005層 1.8146.70012

1.2382.1620.600 1.1007.30013

0.4810.8431.000 1.2008.30014

0.8432.3000.7006層 1.4749.00015

－  －  0.300 － 9.30016

－  －  1.000 － 10.30017

－  －  1.000 － 11.30018

－  －  1.000 － 12.30019

－  －  1.000 － 13.30020

－  －  0.3007層 －  13.60021

－  －  0.700 － 14.30022

－  －  1.000 － 15.30023

－  －  0.5008層 －  15.80024

－  －  0.500 － 16.30025

－  －  0.850 － 17.15026

－  －  1.000 － 18.15027

－  －  1.000 － 19.15028

1.000 － 20.15029

1.000 － 21.15030

1.000 － 22.15031

1.000 － 23.15032

－  －  0.5509層 －  23.70033



11. 地盤の変位量

地盤の水平変位量Dcyおよび沈下量Sは、次式により求める。 

ΣDcy = (γcyi× Wi/100) 

ΣS = (εvi× Wi/100) 

｛
Hi/2 Hi+1/2 （直上、直下に境界が無い場合）+

+ Hi+1/2 Hi （直上に境界がある場合）
=Wi 

Hi/2 Hi+1 （直下に境界がある場合）+

+ Hi+1 Hi （直上、直下に境界がある場合）

線形補間 で読み取り）繰返しせん断ひずみ(%)（：γcy 

体積ひずみ(%)：εv 

補正N値：Na 

σ'z 繰返しせん断応力比：τd/ 補正N値と繰返しせん断
ひずみの関係

地盤の沈下量はS＝Dcyと εvと読み換えればよいので、 繰返しせん断ひずみγcyを ここで、体積ひずみεvは、

の場合はγcy＝0とする。 1.000なお、FL＞ なる。

(レベル2)(レベル1)補正有効No 境界 深度 層厚
水平せん断 せん断N値層厚 水平せん断 せん断(調査)

ひずみ応力比 変位量ひずみ応力比 変位量
Na Wi z Hi 

εv γcy, σ'z Dcy τd/εv γcy, σ'z Dcy τd/
(m)(m)(m)

(m)(%)(m)(%)

1層 0.900 0.900

水位 1.200 0.300

0.0212.10.2550.0000.01 1.500 0.300 0.14613.0291.000

2層 2.200 0.700

－－－－－2 2.300 0.100 －－－

3層 2.700 0.400

0.0100.90.3450.0000.03 3.300 0.600 0.19720.4761.100

0.0141.40.3690.0060.64 4.300 1.000 0.21117.8941.000

4層 4.800 0.500

0.0000.00.3850.0000.05 5.300 0.500 0.22026.9241.000

0.0151.70.3940.0091.06 6.300 1.000 0.22516.5500.900

5層 6.700 0.400

0.0000.00.4000.0000.07 7.300 0.600 0.22925.8521.100

0.0171.40.4030.0100.88 8.300 1.000 0.23017.8201.200

6層 9.000 0.700

－－－－－9 9.300 0.300 －－－

－－－－－10 10.300 1.000 －－－

－－－－－11 11.300 1.000 －－－

－－－－－12 12.300 1.000 －－－

－－－－－13 13.300 1.000 －－－

7層 13.600 0.300

－－－－－14 14.300 0.700 －－－

－－－－－15 15.300 1.000 －－－

8層 15.800 0.500



(レベル2)(レベル1)補正有効No 境界 深度 層厚
水平せん断 せん断N値層厚 水平せん断 せん断(調査)

ひずみ応力比 変位量ひずみ応力比 変位量
Na Wi z Hi 

εv γcy, σ'z Dcy τd/εv γcy, σ'z Dcy τd/
(m)(m)(m)

(m)(%)(m)(%)

－－－－－16 16.300 0.500 －－－

－－－－－17 17.150 0.850 －－－

－－－－－18 18.150 1.000 －－－

－－－－－19 19.150 1.000 －－－

20 20.150 1.000 －

21 21.150 1.000 －

22 22.150 1.000 －

23 23.150 1.000 －

9層 23.700 0.550

計 0.077計地盤の水平変位量（沈下量） 0.025



 
 

 

 

 

 

 

・現場記録写真



測量

測量状況

測量基準点

A304(H=-0.1013m)

遠景



測量基準点

A304(H=-0.1013m)

近景1

測量基準点

A304(H=-0.1013m)

近景2



ボーリング工

No.1

作業前

No.1

足場仮設状況

No.1

全景



No.1

掘進状況

No.1

標準貫入試験



No.1

残尺(遠景)

No.1

残尺(近景)



No.1

検尺(遠景)

No.1

検尺(近景)



No.1

調査孔閉塞

No.1

作業後



ボーリング工

No.2

作業前

No.2

試掘状況



No.2

試掘確認

GL-1.50m(遠景)

No.2

試掘確認

GL-1.50m(近景)



No.2

搬入状況

No.2

足場仮設状況

No.2

全景



No.2

掘進状況

No.2

標準貫入試験



No.2

孔内水平載荷試験

中心深度GL-5.00m

ゾンデ挿入状況

No.2

孔内水平載荷試験

中心深度GL-5.00m

測定状況



No.2

孔内水平載荷試験

中心深度GL-12.00m

ゾンデ挿入状況

No.2

孔内水平載荷試験

中心深度GL-12.00m

測定状況



No.2

シンウォールサンプリング

GL-19.00m～

サンプラー挿入状況

No.2

シンウォールサンプリング

GL-19.00m～

試料採取状況

No.2

シンウォールサンプリング

GL-19.00m～GL-19.87m

採取試料



No.2

残尺(遠景)

No.2

残尺(近景)



No.2

検尺(遠景)

No.2

検尺(近景)



No.2

調査孔閉塞

No.2

埋め戻し状況

No.2

作業後



No.3

作業前

No.3

試掘状況



No.3

試掘確認

GL-1.40m(遠景)

No.3

試掘確認

GL-1.40m(近景)



No.3

搬入状況

No.3

足場仮設状況

No.3

全景



No.3

掘進状況

No.3

標準貫入試験



No.3

残尺(遠景)

No.3

残尺(近景)



No.3

検尺(遠景)

No.3

検尺(近景)



No.3

調査孔閉塞

No.3

埋め戻し作業

No.3

作業後



No.4

作業前

No.4

試掘状況



No.4

試掘確認

GL-1.20m(遠景)

No.4

試掘確認

GL-1.20m(近景)



No.4

搬入状況

No.4

足場仮設状況

No.4

全景



No.4

掘進状況

No.4

標準貫入試験



No.4

孔内水平載荷試験

中心深度GL-4.00m

ゾンデ挿入状況

No.4

孔内水平載荷試験

中心深度GL-4.00m

測定状況



No.4

孔内水平載荷試験

中心深度GL-11.00m

ゾンデ挿入状況

No.4

孔内水平載荷試験

中心深度GL-11.00m

測定状況



No.4

シンウォールサンプリング

GL-19.00m～

サンプラー挿入状況

No.4

シンウォールサンプリング

GL-19.00m～

試料採取状況

No.4

シンウォールサンプリング

GL-19.00m～GL-20.00m

採取試料



No.4

残尺(遠景)

No.4

残尺(近景)



No.4

検尺(遠景)

No.4

検尺(近景)



No.4

調査孔閉塞

No.4

作業後



No.5

作業前

No.5

試掘状況



No.5

試掘確認

GL-1.20m(遠景)

No.5

試掘確認

GL-1.20m(近景)



No.5

搬入状況

No.5

足場仮設状況

No.5

全景



No.5

掘進状況

No.5

標準貫入試験



No.5

残尺(遠景)

No.5

残尺(近景)



No.5

検尺(遠景)

No.5

検尺(近景)



No.5

調査孔閉塞

No.5

作業後



 
 

 

 

 

 

 

・室内土質試験写真



室内土質試験

試料抜き出し状況

2T-19

GL-19.00m～GL-20.00m(1)

試料抜き出し状況

2T-19

GL-19.00m～GL-20.00m(2)



試料抜き出し状況

4T-19

GL-19.00m～GL-20.00m(1)

試料抜き出し状況

4T-19

GL-19.00m～GL-20.00m(2)



土粒子の密度試験

土の含水比試験



土の粒度試験(ふるい分析)

土の粒度試験(沈降分析)



土の液性限界試験

土の塑性限界試験



土の湿潤密度試験(ノギス法)

土の一軸圧縮試験

土の段階載荷による圧密試験



土の一軸圧縮試験

2T-19

GL-19.00m～GL-20.00m

試験前

土の一軸圧縮試験

2T-19

GL-19.00m～GL-20.00m

試験後



土の一軸圧縮試験

4T-19

GL-19.00m～GL-20.00m

試験前

土の一軸圧縮試験

4T-19

GL-19.00m～GL-20.00m

試験後
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